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　身代わりニセ嫁よめ生活を始めてからこちら、実にいろいろな体験をした。変へん装そうはしたし空も飛んだし天てん井じよう裏うらや壁かべも這はったが、さすがに幽ゆう霊れいに話しかけられたことはない。

「よろしく。おれは藍らん龍りゆう公こうパーシヴァル＝エルラント。パールって呼んでほしいな」

　ところが、朗ほがらかに握あく手しゆを求めてくる青年は、故こ人じんを名な乗のるではないか。思わず「この不ふ謹きん慎しん無神経な不届き者めが！　銭ぜにに代わっておしおきよ！」と怒ど鳴なりかけたフェルだが。

「パールはシレイネと初対面だって？　ずっと東方遊学中だったもんな」

「なるほどな！　では、お互たがい申し訳程度にそこそこ仲よくしてやるがいい！」

「!?　や、やだ皆みなさまったら、ご冗じよう談だんばっかり……。悪あく趣しゆ味みですわよ、ねえ旦だん那なさま？」

　しれっとノってしまう義理の兄きよう弟だいたちへの文もん句くをかね、夫おつとを振り向いた──ところで。

「そうだな。……シレイネ、紹介が遅れてすまない。同腹弟おとうとのパールだ」

（……へはぁ!?）

　お前もか、という突っ込みは声にならなかった。
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「すべての東方商人は噓うそつきだ……って、東方商人の自分めが言ったらどうしますか、奥方さま」

「どの口が!?　以外に返しようがあって！　ケイさま」

　春の盛さかりを祝う、春分節オースターラ。

　季節の祝祭の中でも、春分節はことさらに長い。最初は七日の断食フアスナハトから始まり、次が盛大な馬ば鹿か騒さわぎ。すべてを合わせると、二週間ほどになる。

　その始まりを告げる儀ぎ礼れい、善悪の花霊ペルヒトの剣けん舞ぶ。『善』の花霊の役目をおおせつかった仮かり初そめの夫が舞台に向かうのを見送ったあと、フェルは黒こく龍りゆう城じようの家か令れいと話していた。

　つい今しがたまで、彼は、難しい顔で翼つばさに『エルネットさりた』と書かれた怪しい鳩はとが届けた手紙に目を通していたのだが、視線を上げたと思ったらひと言目がそれだ。なんなんだいきなり、とフェルは半はん眼がんになる。

「まあ、あなたについては確実に噓つきですものね！　わたくしの正体をご存じだったんですって!?」

　いつからですかと訊きけば、「ほぼ最初から」だという。では、旦だん那なさまと二人がかりで、自分は立冬サウインからずっと躍おどらされてきたわけだ。屈くつ辱じよくである。

「さんざん一人で馬鹿を見たじゃありませんの、わたくし。この城主にしてこの家令あり、揃そろいも揃って性格悪いったら！　言ってくださればいいのに！」

「ヤですよ。言ったら奥方さま逃にげるでしょう」

「逃げますわね」

「ほらね！　自分めが我わが君きみに叱しかられるじゃないですか」

　わざとらしくぶうたれるケイ＝サリタの姿を、フェルはとっくり眺ながめてみた。淡あわい色の金髪と濃い肌色。若わか草くさ色の上衣の裏地には、東方の五つ爪の龍があしらわれているらしい。

「それだけじゃありませんわ。なんでもかんでも噓ばっかりですわよ。本当は東方商人ではなく、東方帝国の密みつ偵てい方がたの長おさで、皇こう王おうのご子し息そくで……」

　本名は、景けい蔡さい泰たいという。

　なんとも盛りだくさんだ。というのに、お買い得感がまったくないのはなぜだろう。

　最初は、とんでもない盛り盛り具合に、「でも、異郷とはいえ皇族なんて」と気き後おくれしたフェルだが、あんまりに彼がいつもどおりなので、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　身分が明らかになっても彼は慇いん懃ぎんさを崩くずさなかったし、そこから、やはり何が読み取れるわけでもなかったのだ。

「ふふふ。身代わりの花嫁、にせものの家令。あのかたは、よくよく欺ぎ瞞まんにご縁がおありですよねえ」

　にやりと笑って肩を竦すくめるケイに、フェルはため息をつく。思い当たる節ふしならたびたびだ。

　たとえば、まだ嫁とついできて間もない頃に、彼と話した時の台詞せりふとか。

　──〝商人上がりの自分めには、銭ぜにで換かん算さんできないものの価値は分かりません〟

「……あなたが旦那さまに忠ちゆう誠せいを誓ちかっていらっしゃらないのは、なんとなく察さつしておりましたけれど」

「そうですね。忠誠心はございません。ぶっちゃけ打だ算さんずくでお仕つかえしておりますとも。でも、悪意を持ってるわけじゃございませんよ？」

　両手をひらひら振ると、ケイは「なにせ、意外に付き合いは長いんです」と苦く笑しようした。

「長い、って。ケイさまはどれぐらい黒龍城にいらっしゃるの？」

「パーシヴァル殿でん下かが亡なくなった直後ですから、三年はおりますよ。……というか、亡くなったのをきっかけに入ることになりました」

　ケイの言葉に、フェルは驚おどろいた。なんでも、もともと大商路は意い気き投とう合ごうしたパールとの計画で、クロウは当初歯し牙がにもかけなかったらしい。

（じゃあ、ケイさまは、全部見てるんだ）

　不ふ思し議ぎな心地ここちになった。

　クロウが最愛の同母弟おとうとを亡くして、そこから墓はか守もりの黒い龍として、クルヴァッハを庇ひ護ごしてきたさまを。──ずっと。

　フェルの知らないクロウを、ケイは知っている。いちばん彼が辛つらかった時、そばで力になってきたのは彼だったのだろう。

「お人ひと好よしなのに性格が悪く、器用なくせに不器用なあるじです。って、そういえば、そんな人だったんだなあと思い出しました。……奥方さま。あなた様のおかげでしょうか」

　ケイは一度言葉を切り、しみじみと続けた。

「あなたが嫁とついでこられてから、……あのかたが楽しげに笑うところを、三年ぶりに見ました。自分めは、黒龍城家令というこの立場を、意外と気に入っているのはたしかなのですよ。愉ゆ快かいなあべこべ夫妻を近くでつぶさに観かん賞しようできる」

「あべこべ夫妻って！　あのかたがいろいろあべこべなのはさておき、なぜわたくしまで!?」

「あはは。まあ……この場所は、なかなか居い心地ごこちがいいってことですってば。ですので」

　あのかたが不幸になる瞬間は、できれば見たくないのですよ、と。彼は何げなく続ける。

「……ケイさま」

　そんな本ほん音ねは初めて聞いた。

（噓から出たまこと、っていうけど）

　彼らは彼らで、フェルには手の届かないところで、理解しがたい絆きずなで結ばれているのかもしれない。なんだか、むずむずした。

（うらやましい、かな。ちょっとだけ）

「お。複ふく雑ざつなご表情。それはひょっとしなくても嫉しつ妬とですか？　嫉妬ですね？　いいですねぇ甘あま酸ずっぱいですねお可か愛わいらしいですね！　ですが、たいへん残念なことにここ主従のあいだは殺さつ伐ばつ・無む味み乾かん燥そう・不ふ毛もうな関係でしかないので、心配ご無用ですよ」

「はあっ、嫉妬!?　そんなわけ！　……て、ええと」

　否ひ定ていしたはいいが、思うところがあってフェルは視線を落とす。それから、もごもご続けた。

「いいえ。……別に殺伐主従じゃございませんもの」

「はい？」

「旦那さま……クロヴィス殿下も、あなたのことを好いておいでだと思います。雇やとい入れたのは打算ずくでだとしても、今はあなたを信頼されているのは事実でしょう」

　そうでなければ、たとえばフェルが嫁いできた時──黒龍城を乗っ取ったイグレックを退しりぞけるためのいちばん大事な役割を、彼に任まかせたりはしない。

　フェルの言葉に、ケイはわずかに虚きよを突かれた顔をした。

　それから、「身に余あまる光栄」と肩を竦めてみせる。

「いやあ、それにしても。やっぱり思ったとおりを口になさいますねえ、あなた様は」

「噓をつくと疲れますもの。そもそも、あまり得意ではございませんし」

「そうですねえ。それっぽいですねえ。魂たましいの赴おもむくまま生きてそうですもんね。身代わり花嫁なんて大それたことをされている割に」

　それじゃあ自分めからもひとつご忠告を、とにせもの家令はいやに快活に教えてくれた。

「奥方さま、そのうち手ひどく裏うら切ぎられて痛い目に遭あいそうですね！」

「最高の笑顔で最低な助言をくださってありがとうございます、ケイさま。張はり倒たおしてよろしい？」

「そんな、我が君並みの冷えきったまなざしで見ないでくださいってば。これでも純粋にご心配申し上げてるんですよ？　ホントね、人間ってのは噓つきなんです。なんでも損得で動きますから、皮かわ算ざん用ようひとつですぐ裏切るし、誰だれにでも尻尾しつぽを振ります」

「あら、そうですのね」

　いやにくどい。何が言いたいんだろう。まともに取り合っても馬鹿を見そうなので、フェルは眉まゆを顰ひそめたのち、適当にお茶を濁にごすことにした。

「では、あなたが裏切ったとしても、まだ信じる余よ地ちはありますのね」

　微笑ほほえんだまま、ケイは首を傾かしげた。

「おや。どうしてそう思うのですか？」

「だって、本当に手のひらを返すようなかたは、そんなこと親切に教えてくださいませんもの」

「どうでしょうね。良りよう心しんの呵か責しやくがわずかばかり残っているだけの可能性もありますし」

　噓つきに、噓をつくなと要求するのは非生産的だ。

　大事なのは、誰がどういう噓をついているか見み極きわめることですよ、──とケイは人ひと差さし指ゆびを唇くちびるに当てた。

「生き延のびるためにはね。噓は大だい事じなのです。つくも、つかれるもね？」

（誰が、どういう噓をね……）

　開き直ったような噓つきの発言について、フェルは呆あきれるばかりで、さほど気に留とめることもなかった。

　──この時は、まだ。
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　たとえば。──市場で、ジャガイモが一個金貨百枚で売られているとする。

　おまけに『激げき安やす底そこ値ねお買い得！』の値札つき。ボりすぎにも程ほどがある。当然、店の主人に「ふざけてんのか！」と文句を言うところだ。

　だが、周囲の客が我われ先さきにと「芋いもくれ芋ォ！」「なんて安いんだ芋！」と目の色変えて買いあさっていたらどうだろうか。

　──〝当たり前、なんて概がい念ねんは、意外と薄はく氷ひようの上にある。普ふ段だんなら絶対にしない判断、冷静に考えれば明らかに間ま違ちがった答え……それでも、ひょっとして、という疑ぎ念ねんに囚とらわれ、人はたやすく踏ふみ誤あやまる〟

（標的を追いつめて一種の催さい眠みん状態に陥おちいらせるのは、詐さ欺ぎの常じよう套とう手段。結果、いつの間にか金貨百枚のジャガイモを手に呆ぼう然ぜんとしてる、なんてこともあるって）

　以前そう教えてくれた、旦だん那なさまの落ち着いた低い声を思い出しながら、フェルディア──フェルはぼんやりと自じ失しつ状態だった。

（要ようするに今、わたしは金貨百枚の芋を買わされそうになっている、らしい）

　しかも、よりによってその旦那さまを含ふくむ、──エルラント皇おう子じ連中五人がかりで、だ。

　なにせ詐欺といえば、嘆なげかわしいことに、最近はもっぱらされるよりする側のフェルである。波打つ緋ひ銀ぎんの髪に、紅くれないから紺こんへと色を変える夕暮れをそっくり写し取った瞳ひとみ、白はく磁じの人形じみた顔立ちという、故郷ユナイア王国の姫君・シレイネ＝アリステル＝ユナイアそっくりな容姿を活いかし、身代わりとして対立国エルラントに嫁とついでいる時点で、やっていることは詐欺そのものだからだ。

　呆然と他ひ人と事ごとのように考えつつ、フェルはエルラント皇子兄弟きようだいたちの会話に耳を傾かたむける。

「ダバハハ、それにしても愚ぐ弟ていその二は、まったく無む情じようなあんちくしょうだ!!　よりによって、同どう腹ふく弟ていの留る守す中ちゆうに花嫁を迎むかえることもなかろうに。かく言う私も、新婚旅行に無理くり乱らん入にゆうかますまで、訪問もさせてもらえなかったぞ。愚弟その二が社会性皆かい無むの引きこもりちゃん型非常識なのは万ばん人にんが知るところだが、ものには限度があるだろう」

　空色の瞳を眇すがめ、灰かい青せいの髪を搔かき上げながらわざとらしくため息をつく優やさ男おとこは、第一皇子・白はく龍りゆう公こうジルフォード＝グリフレイ＝エルラント。

「知ったことではありません。……第一、お前が南東部総そう督とくを放り出して勝かつ手てに東方帝国に遊学に出たんだろう、パール」

　平然と受けて立つのは、誰もが凍こおれる海を想起する群ぐん青じようの瞳と、編あんで背に流した闇やみ色いろの髪が特とく徴ちよう的てきなフェルの仮かり初そめの夫おつと、第三皇子・黒こく龍りゆう公こうクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント。

「えー？　クロウ兄上は容よう赦しやなさすぎだよ。ちょっとくらい待ってくれてもいいのに。どんだけ残念だったと思ってるのさ」

　不満を垂たれると見せて面おも白しろがっているのは、陽よう光こうのような亜あ麻ま色いろの髪と明るい南の海の色の瞳が闊かつ達たつな印象の、第四皇子・藍らん龍りゆう公こうパーシヴァル＝エルラント。

「新婚旅行に乱入って……それ、むしろジル兄貴が非常識なんじゃねえの？」

「ユアン兄上、深く考えてはいけません。ジルフォード兄上が社会性皆無の周囲巻き込み型非常識なのは劇げき的てきなまでに今さらです。にしても、兄弟勢せい揃ぞろいで第二皇子のイグレック兄上だけ体調不良というのは不ぶ細さい工くなものですね。……このまま半永久的に寝込んでればいいのに」

「オイ、ぼそっと付け足した最後の本ほん音ねはしまっとけヨミ！」

　小声でひそひそ話しているのは、栗くり色いろの癖くせっ毛けに青せい灰かい色しよくの瞳という、この面々の中にあっては比較的素そ朴ぼくな容姿の第五皇子・紫し龍りゆう公こうユアン＝ヴァゼタ＝エルラント。それと、青白い顔色、ぼさぼさの黒髪に、オパールのような不ふ思し議ぎな遊ゆう色しよくのある黒こく青せいの瞳を持つ第六皇子・黄おう龍りゆう公こうヨミ＝アグラヴェイン＝エルラント。

　エルラント非常識六人兄弟うち五人による、かしましいやりとり。一いつ見けん、和わ気きあいあいのたわいない光景だ。

（まあなんて微笑ほほえましい、ってイヤイヤちょっと待ておかしいから）

　だが、フェルから見れば、背筋の冷えることこの上もない。




（あのぅ。この中に一人、死んでる人がいますけど……？）




　もはや、何がなんだかサッパリだ。

　内心で白目を剝むきながら、フェルはつい先ほどの出来事を思い出していた。
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　そもそもは、半刻程前のことである。

（はあ、すっごかったなあ。……春分節オースターラの儀礼って、あんなにきれいなんだ！）

　ケイと話していたため、遅ればせながら主しゆ賓ひん席せきに滑すべり込んだフェルは、同じくぎりぎり間に合ったユアンと一いつ緒しよに、なんとかクロウの舞台を鑑かん賞しようすることができた。

　彼のお役目を見守り終えたフェルは、座席で余よ韻いんに浸ひたりながら、ほくほくと両りよう頰ほおを手のひらで包んでいた。そんな様子のフェルに対し、どことなくユアンも得意げである。

「なっ、シレイネ。なかなかすごかっただろ？　エルラントの春分の儀礼は！」

「はい。見ごたえたっぷりでしたわ」

「配役的に、今年は当たり年だぜ。ジル兄貴の花霊ペルヒトとかだと、舞台から転がり落ちたり剣がすっぽ抜けて客席に飛んできたり、動きがヤバすぎて護ご衛えいのミゼルカが舞台に乱入してったり、たいがい悲ひ惨さんなことになるからさ……。なんとか間に合ってよかったよな、お互い」

　苦笑する彼は、そういえば舞台の始まる少し前、フェル同様に髪を乱して駆け込んできたクチだ。どうしたのかと訊きけば「ちょっと人に会ってた、……ような？」らしい。自分のことなのに「ような？」はなかろう、なんというか若者言葉だな、とフェルは己おのれの年齢を棚たなにぶん投げて突っ込んだものだ。

　白はく亜あの列れつ柱ちゆうが並ぶばかりの、すり鉢ばち状じようの簡かん素そな円形舞台アリーナの灯ひはすでに落とされ、小者たちの手ですみやかに片付けが始まっている。「あんまり長く居い座すわっても邪魔だし、演者用の控ひかえの間まに労ねぎらいに行ってやろうぜ」というユアンの提案で、連れ立って控室──いわば楽屋に向かうことになった。

　取り急ぎ見み舞まいに用意した早はや摘づみの薔ば薇ら籠かごは、夜の闇が満ちた回かい廊ろうに、甘あまい香りを振り撒いていく。薄うす闇やみに色を沈しずませた大だい輪りんの花々に顔を近づけて瞼まぶたを閉じれば、まなうらに最前の光景が浮かぶようだ。

　白と黒が篝かがり火びに浮かび上がる剣けん舞ぶは、床ゆかに踊おどる影かげまでが一体化した芸術のようで、本当に美しかった。飾かざり剣の銀ぎん光こうが斬きり結ばれるさまは迫はく力りよく満点で、儀式にすぎないと分かっていてもはらはらしたものだ。

（旦那さま、かっこよかったなあ。儀礼用の剣だけど、あんだけビュンビュン刃物が扱あつかえれば、きっと野菜の下ごしらえとか薪まき割わりとかもやってみたら凄すごいだろうなあ。夕飯用に野菜刻きざんで見物料とって一いつ石せき二に鳥ちようなんて夢が広がるなあ。楽しいだろうなあ、人生楽しいだろうなあ）

　純粋なかっこいい云うん々ぬんから、常つねの習いで頭が金かね勘かん定じように脱だつ線せんしかけたところで、慌あわててやにさがった顔を引きしめる。

　とはいいつつ、多少の気がかりがあったのもたしかだ。ついでなのでユアンに尋たずねておくことにした。

「あの、ユアンさま。配役当たり年といえば、悪の花霊役って結局、どなただったんですの？　春分の儀礼は、皇子さまたちだけで回すって聞いておりましたけれど」

　長兄ジルフォードでも第四皇子ユアンでもない。第五皇子のヨミかと思ったら、途と中ちゆうでクロウの飾り剣が当たったのか、相手の仮面が割れてしまった。

　観客席からの向きの関係で顔立ちはよく見えなかったが、髪の毛は亜麻色。では、ヨミでもない。彼の髪は黒だからだ。

　何げない質問だったのだが、なぜかユアンには目を剝むかれた。

「誰……って。マジで訊いてんのかそれ!?　シレイネ、まだあいつに会ってねえの!?」

「は、はい。存じ上げませんけれど」

　そら知らんがな、という心の声をだいぶ包んでたじろいだフェルだが、気づけば、楽屋の前に着いている。

　フェルは一いつ旦たん話を止め、こんこんと扉を叩いた。

「旦那さま、いらして？　舞台お疲れさまでした。シレイネですわ。慰い問もんに参りましたの」

　返事はない。万一着替え中だったら自分とんだ痴ち女じよだなと一いつ瞬しゆん悩なやんだものの、フェルは「失礼いたします」と思い切って扉を開けた。

　楽屋にいた四人の人間が、黙ってこちらを注ちゆう視ししている。

（あれ？）

　三人までは知った顔だ。義兄（仮）ジルフォードと義弟（仮）ヨミ、言わずと知れた（仮）夫のクロウである。問題は、残りの一人。

「まあ、どなた？」

　髪は亜麻色。瞳は、きらきらと輝かがやく南の海の色。黒と赤を基調にした禍まが々まがしい悪の花霊の衣い装しようとはちぐはぐに、容よう貌ぼうは優しく整い、夏の太陽のような明るさを放つ。

　そして何より、その顔に──フェルは見覚えがあった。

　同時に相手もフェルに気づいたのか、「お？」という顔をした。思わず先手を切って呼びかける。

「……ひょっとしなくても、中央教会でお会いしましたわよね？」

「ああ、やっぱりそうだ！　禁きん書しよ庫このエセ修しゆう導どう女じよさん」

　朗ほがらかに指し摘てきされ、「エセはひどいでしょう！」と思わずフェルは言い返してしまった。いやまあ、事実なのだが。あのエセ修導女に扮ふんしての教会案内はひどい思い出だ。

（貴族かなとは思ってたけど、まさか皇宮で会うなんて）

　間違いない。名乗りもせずに忽こつ然ぜんと消えてしまったけれど、目の前にいるのは、エルラント中央教会の禁書庫で出会った青年だ。

　一方の彼は、フェルの顔をまじまじと眺めたのち、「なーるほどなあ」と何事かに納なつ得とくしている。

「旦那さんがいるって聞いたけど、まさかクロウ兄上のお嫁さんだなんて思わなかった」

「え？」

　彼の言葉に、フェルは首を傾げた。

　クロウ兄上？

　面識のないクロウの弟はもういないはず。だって、あと一人残っているのは……。

　導みちびき出される答えを、フェルは我知らず呟つぶやく。




「……パーシヴァル殿でん下か？」




（いやいやいや、何言ってるのわたし。エルラント皇宮の春分節では、善悪の花霊ペルヒトの舞をするのは皇子さまだけって話だし。彼はお兄さんのことを『根ね暗くら生き真ま面じ目め単たん独どくしょい込み型鬼き畜ちく』って言ってたし、そこはすっごく旦那さまに近いと思った！　たしかに、つじつまは合う、けど!!）

　クロウの唯ゆい一いつの同母弟パール。彼は亡なくなったのだ。

　実母リグレインに呪じゆ毒どくを盛られて精神を壊こわされ、クルヴァッハ南東部辺へん境きようの地・ティカルで高原の民イル族を虐ぎやく殺さつするという惨さん劇げきを引き起こしたのち、クロウの剣で自じ害がいした。

「……『パーシヴァル殿下？』って、あのな」

　どすの利きいた声で繰り返したのはユアンだ。彼は生前のパールと仲が良かったという。ますますフェルは焦あせった。

「な、なーんてねノホホ、じゃなくて！　ご、ごめんなさいユアンさま！　今のなしでっ、いいえ、わたくしったらとんでもない最低すぎる間違いを──」

「パールしかいないだろうが！　何言ってんだよ」

（はい!?）

　釈しやく明めいを斜ななめ上の角度から遮さえぎられ、フェルはぎょっとした。

（どういうこと。何言ってるの!?）

「呆れたぜ。お互いほとんど連絡取れてなかったってのはパールから聞いてたけど、まさか結婚のことも黙ってたとはな。クロウ兄貴もあんまりじゃねえ？」

　どくどくと心臓が早はや鐘がねを打つ。背に、冷たい汗あせが滲にじんだ。おまけに、「ほんとだよ、手紙くらい書いてよね」と、青年も同意するではないか。

「それじゃ、改あらためまして。長く不在にしてたけど、パーシヴァル＝エルラントです。パールって呼んでほしいな。兄上が結婚したって噂うわさは聞いてたけど、会えて嬉うれしいよ。これからよろしく、シレイネ姫」

　一瞬時が止まったフェルだが、我に返ってぽんと手を打つ。

「ああ、パーシヴァルさまに双ふた子ごの弟ぎみがいらしたのですね！」

「？　弟はいないし、おれ、本人だけど」

「では、そっくりさんを連れてきての、旦那さまへのドッキリ企画とか」

「えーっと……ごめん。正しよう真しん正しよう銘めい、おれパールなんだけど……。あはは、ユアンの話どおり愉ゆ快かいな人だなあ、シレイネ姫って。あ、じゃなくて義あ姉ね上うえか」

（そっかあ、そこまで言うなら本物の……んなわけあるかー!?　ちょっと待ってなんで誰も何も言わないの!?）

　まごついているうちに、青年はしびれを切らしたらしく、「どうしたのさ？　ほら、お近づきの握あく手しゆ」と勝手にフェルの手を摑つかもうとした。

（ぎゃっ）

　思わず一歩退ひきそうになったフェルを、クロウが引き寄せる。

　彼はそのまま、自分の背後に妻を押しやった。

（よかった旦那さま。そうですよね、やっぱ悪趣味な冗じよう談だんはやめろって怒っ……）

「勝手に人の妻に触れるなよ。いくらお前でも気に食わないものは気に食わないんだ、パール」

　なんと。ここでクロウはふっと口くち許もとを緩ゆるめると、わずかに苦笑して、〝自じ称しようパール〟を軽く小こ突づくではないか。

（ぼひゅうぅ!?）

　ちょっと待て。何を普ふ通つうに会話しているんだこの人は。

（あなたはティカルで最愛の弟さんを亡くしたんじゃ!?　それで、そこからずっと、彼の愛したクルヴァッハの領を守ってきたって話では！　パーシヴァルさまはそのいなくなった六人目の皇子で！　というかわたし、お墓参りもしたけど!?）

　立ち尽くして口をぱくぱくさせる花嫁の様子など気にも留めずに、彼らは楽しげに話している。

「嫉妬深い男って嫌きらわれると思うけどな。クロウ兄上、あんまり独どく占せん欲よく丸まる出だしすぎて、お嫁さんにワルプルギス前に逃げられても知らないよ」

「ああ、きっちり囲い込んでいるから問題はないんじゃないか？」

「うわぁ怖いって、変わってないなあ兄上……それでさらっと実行しちゃう頭があるから質たち悪いんだよ。こんなに綺き麗れいなお嫁さんなんだし、まあ分かるけど」

「おーいお前ら、シレイネ固まってるぞ。本人の前で話すことじゃねえぞー？」

「そして残る我々は置き去りだな!!　愚弟その二とその三が仲良しこよしなのは私も知ってるが、お兄様ちょっぴり寂しくなるではないか。よし、余りものは余りもの同士、対抗してしっぽり仲を深め合おう、なあ愚弟その五ヨミ！」

「ジルフォード兄上、どさくさに紛まぎれて近寄らないでください。あなたと暑苦しく抱き合うくらいなら、半年風ふ呂ろに入っていない傭よう兵へい十人と蒸し風呂で東方の秘ひ儀ぎオシクラマンジュウでもするほうが段違いにマシです」

　当然のように、打ち解けた調子でわいわい軽口を叩たたき合う兄弟に、フェルは呆然とする。

（な、な、な……）

　ユアンの言うとおり固まっているは固まっているが、正直、会話の内容はまるで頭に入ってこなかった。

　いちばん大事な部分で、明らかに、自分だけが浮ういている。

（パーシヴァルさまって。パーシヴァルさまってどういうこと──!?）
















　ばさっと音がして、フェルは足元を見下ろす。花籠を取り落としていた。飛び散った花か弁べんが、ひらひらと寒さむ々ざむしく視界を舞っている。

　もう何がなんだか分からない。
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（どうなってんの!?）

　混こん乱らんに陥ったフェルは、「ごめんなさいませ、ちょっと持病の癪しやくがめまいでお腹が頭痛なのでお花を摘んでまいります！」とその場を飛び出した。支し離り滅めつ裂れつすぎるが、ずっと彼らの会話を聞いていると本気で頭がおかしくなりそうだ。

（落ち着け落ち着け大だい丈じよう夫ぶ！　悪趣味な芝しば居いでわたしだけ嵌はめられてる可能性があるし!?）

　ということで、まずは現状把は握あくだ。最初にフェルがやったのは、出くわした人間に片っぱしからエルラントの皇子兄弟の数を訊いて回ることだった。

　僻へき地ちで横おう死しした『パーシヴァル＝エルラント』は皇宮の絶対禁きん忌き。肖しよう像ぞう画が、手紙、部屋、衣装、系図……関係するすべてを消し去られ、その名を口にすることすら許されない〝いなくなった皇子〟なのである。

　時刻はなかなか夜遅いものの、花霊の儀式のためか、起きて動いている人間は昼間のように多い。本来はやりたくない悪趣味な確認方法だが、もうなりふり構わず、誰かに皇子は五人だと言ってほしかった。

（孤こ児じ院いんの家族に、ふっと知らないうちに、誰でもない子が一人増えていたみたいな気分）

　しかも、自分以外のみんなは口を揃そろえて「ほら、あの子だよ？　何言ってるの、フェル姉ちゃん」と不思議そうな顔をしてくる、と。

（ないないない、ほら、訊いてみたら大丈夫のはず……）

　──が。

「皇子さまの数ですか？　はあ……。ええと、六人ですけど……」

「藍龍公？　ここ三年くらい、東方帝国にご遊学に出られて、ごく最近戻ってこられたんです。ご同腹の黒龍公ととても睦むつまじいというお話なので。無事に戻られて、黒龍公もほっとしていらっしゃるでしょう」

「パーシヴァル殿下といえば、戻られてからは皇帝陛下の覚えもめでたく、次期宰さい相しよう候こう補ほはあのかただってもっぱらの噂ですね。陛下がなかなか手放そうとなさらないので、拝はい領りようができないとか。お住まいですか？　今は第三妃殿下の離り宮きゆうにおられると聞いていますが」

　誰もが、血けつ相そうを変えた黒龍公夫人に驚きつつ、皇子の数は六人だと答える。『パール』のことを思いきって名指ししてみても、しれっと返事があった。

（ほんとにひとり増えてる……!?）

　おまけに、みんな「何を今さらのことを」と、質問に怪け訝げん顔がおをしてみせるではないか。

　だんだん、回廊を駆けずり回るうちに、フェルは朦もう朧ろうとしてきた。

　艶つややかな紅べに大だい理り石せきの列れつ柱ちゆうや、黄金張りの漆喰ストウツコで草花のような曲きよく線せんを描くロカイユ装そう飾しよく。美しい宮殿の回廊ギヤラリーには、種々の絵画が飾られている。

（そうだよ!!　皇子さま全員の肖像画があったじゃない！）

　皇宮に来た初日に見た時は、当然、絵は全部で五枚しかなかった。フェルはさっそく、目的の肖像画が並ぶ壁まで駆け寄ってみる。

　一番手を飾るジルフォードは、凜り々りしい美貌に、泣きぼくろが一点。よく特徴を捉とらえているが、その面おも差ざしは今の彼より少しあどけなく、また、どこか近寄りがたい空気があった。次は、絵画の中でまで不ふ敵てきに笑う、まったく変わっていないイグレック。

　クロウの絵は、まだ髪が短い。では、拝領前の姿か。

（拝領前ってことは、三年以上前に描かれた肖像画のはず……だよね？　でも）

　おかしい。

　肖像画は、何度数えても全部で六枚。ユアンもヨミもいるが──四番目の位置には、亜麻色の髪の少年の絵が、しっかり収まっている。

　こんな目立つ所に飾られていて、見落としたわけがない。

（夢？　夢なの？　頰ほおつねっても痛いから違う。頭、ぶつけたら醒さめ……痛い。醒めない。もう一回。痛い）

　常つね日ひ頃ごろの『高そうなものにむやみに触ってはいけません』という金きん科か玉ぎよく条じようも吹っ飛び、ゴンゴン雪花石膏アラバスターの彫ちよう刻こくに頭をぶつけた挙あげ句くに、ぶつけ疲れてそのままぐったり懐なついているフェルに声をかけてくれたのは、偶ぐう然ぜん通りがかった黒龍城家令だ。

「あのぅ、お、奥方さま？　どうされたのです、お一人で回廊でたそがれてるなんて。おや、お顔色も真っ青。額ひたいは真っ赤ですが……化けものにでも遭ったようですよ」

「ケイさま！」

（あっ！　彼とは、ついさっき話したとこじゃない!?）

　フェルはにわかに希望を持った。

　彼は、『パールが亡くなった三年前から黒龍城にいる』とはっきり口にしていたではないか。

「ケイさま。ものすごーく、変な質問をしてもよろしい？」

「え、なんですか怖いですねぇ。内容によりますが、お聞きしてから考えますよ」

　前置きにケイはわずかに引いた。

「では、問題です！」

「はぁ……」

「エルラントの皇子さまは、全部で何人でしょう」

　尋ねながら、ケイ自身が以前つれづれに語ってくれた、『ノッペ・ラ・ボー』なる東方の怪かい談だんを思い出した。

　つるっと顔のない女と寂しい道端で出くわした男が、命からがら逃げ出す。スープの屋台にやっとのことで辿たどり着いて「ああ怖かった、ノッペ・ラ・ボーに遭ったんですよ」と愚ぐ痴ちると、店主がひと言、「その女ってこんな顔ですか？」と振り向いたその顔は、剝むき卵のようにつるっと何もない……。

（わたしの馬鹿馬鹿！　なぜ今この瞬間に思い出すかな、それを!?　だぁもう、ケイさまが、化けものに遭ったとか言うから！）

　最低な思考回路を力技で叩きつぶしつつ、フェルは安心八割不安二割で答えを待った。

「えー？　本当に妙なご質問ですねぇ。なんでまた今さら……」

　同時に、剣舞の片付けと思おぼしき小者たちが、舞台の飾り幕まくを手にぞろぞろと脇わきをすり抜けていったが、気に留めないことにする。

「分かっておりますがわたくしには大事なことなのです。お願いいたしますわ！」

　ケイは周囲にちらりと目をやると、仕方なさそうに答えた。

「そりゃあ当然、六人じゃないですか」

「……」

「おや奥方さま、そういえば我が君は珍めずらしくご一緒でないのですか？　ああ、パーシヴァル殿下と水入らずなんですかね。久しぶりですもんね、会うの」

「…………」

　なんだろうこの精神的な持久力を試す展開は。

（藍龍公パーシヴァルさまはご健在で……す？）

　どいつもこいつもノッペ・ラ・ボーだ。『激安特価!!　芋一個金貨百枚』と、脳内でエルネットさりたの大見出しが赤い字で躍り、気が遠のきそうだった。
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（とりあえず落ち着く時間が欲しい……）

　結局フェルは、「めまいが咳せきで鼻が切れ痔ぢなんです」と言い張って、先にジルフォードの離宮に帰ることになった。

「おかえりなさいませ奥方さま。って、……誰も見てないわね。おかえんなさいフェル」

　玄関口で出迎えてくれた侍女は、気の置けない友人ラナだ。きっちりまとめてキャップに包んだ黒髪や、猫ねこを思わせる黄の勝った琥こ珀はくの瞳、言葉尻じりのきつい物言いは、一見いかにも気の強そうな印象なのだが、実は気配り上手でとても優しい。

「やだ、あんたどうしたの？　半はん端ぱなく顔色悪いじゃない。まるで幽ゆう霊れいに出くわしたみたいな青さよ！」

「あ、ラナ……幽霊じゃなくてノッペ・ラ・ボーです……」

　さっきケイにも『化けものに遭ったようだ』と言われたところだ。みんなに似たりよったりの印象を与える顔になっているらしい。

　黒龍城からは、ほかにも数人の侍女が〝奥方さま〟の世話に来てくれていたが、フェルの正体を知っているのは彼女だけだ。気を利かせて一人で待っていてくれたらしい。

「はぁ？　『ノッてる裸ラ坊ぼう』って何よ？　そもそも誰よ裸坊って。調子に乗った裸はだか男おとこっていえばジルフォード殿下のこと？」

「今さりげなく殿下を馬鹿にしなかった？　いやいや、ごめんそうじゃないの。あのさ、ラナ。エルラント皇族兄弟って……あ、ごめんなんでもないわ」

　一瞬尋ねかけたフェルだが、ここで「へ？　そりゃ六人でしょ」とでも返されようものなら半永久的に立ち直れなくなりそうで自じ粛しゆくすることにした。

「ちょっと。何か言いかけて途中やめにするのよしなさいよ。気になるじゃない」

「ご、ごめん。ちょっとそのまましばらく気にしといて」

「……ごく自然にオニねあんた。まあ、しょうがないわね。せいぜい気にしとくからそのうち話したくなったら話しなさいよ」

　ほら上着貸して、とラナはフェルの着ていた兎うさぎのファーがついた外出着のケープを脱がせる。代わりに、「冷えるといけないから」と室内用のレースのショールを肩にかけてくれた。いつもながら手て際ぎわがよくて、ちゃきちゃき動く友人だ。

「ありがと、……ラナ」

「どういたしまして。いいからほら早く中に入る。ほかの侍女みんなも、あんたが帰ってくるの待ってたのよ。あんまりあんたとあたしが二人でいるもんだから、奥方さまを一人占じめしてズルいってまた怒られちゃう」

「うん……」

　頭が働かなくて、フェルはぼんやり頷うなずく。自然と、足取りも重くなった。
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　──あれはいつのことだっただろうか。

　そうだ、たしか冬至ユールを少し過ぎた頃だ。薄うす桃もも色いろに咲さくヘレボルスが、とても綺き麗れいだったから。

「えーと、殿下。金貨百枚のジャガイモを詐欺師に買わされそうになったら、どうやって闘たたかったらいいんですか？」

　召めし使つかいのお仕し着きせ、栗色のカツラに瓶びん底ぞこメガネ、頰には眉まゆ墨ずみでそばかすを点々と。

　光の燦さん々さんと降り注ぐ、毒どく草そうだらけの温室に造り変えられた黒龍城の聖堂で、〝召使〟フェルはクロウと語らっていた。ニセ花嫁業のかたわら、変装して息抜きの労働にやってきたところに、同じく休きゆう憩けいがてら趣味の毒草園の世話に来た彼に捕つかまったのである。

（そもそもなんでこんな話をしてるかって……）

　掃そう除じしながら、「毒なんて育てずに、無害な野菜を育てればいいのに。ジャガイモとか」と呆れていたところ、通りがかったクロウから「何を言っている。ジャガイモも毒だろう」と指摘されたことに端たんを発する。

　たしかに、青い芽めが出た芋が危険なのは知っているが、まさか中毒死するほどだと思っていなかったフェルはたいそう驚いたものだが、そこから何がどう転んで詐欺談義に花が咲く運びになったのかまでは覚えていない。

　詐欺対策について、クロウは、「実際できるかできないかは、本人の根こん性じよう次し第だいだが」と前置いた。

「騙すほうは、相手の不安や動揺に付け込んでくる。では、こちらは一歩立ち止まって平常心を取り戻す鍵かぎを探してやればいい」

　たとえば、店主とぐるになった周囲の客たちが、目め配くばせし合っていないか確認するとか。

　もしくは、芋を買いあさる人々の輪から一歩引いてみるだとか。

「一緒になって混乱に巻き込まれれば勝ち目はない。まずは、絶対動かない前提を見極めるんだ。太陽は東から昇るとか、鶏にわとりの卵から鷹たかの雛ひなが生まれるのはおかしいだとか。『これが当たり前』という条件を見つけたら、そこから手段を考える」

　戦いくさも同じだな、とクロウは付け足した。

　攪かく乱らんは、相手の常識という足場を崩すところから始まる。意い表ひようを突かれ、調子を乱され、冷静さを失ったら、もうその戦いに勝ち目はない。

（ふーむ）

　フェルは視線を巡めぐらせる。そして、正直な感想を述のべることにした。

「でも、殿下。それができるくらい根性ある人なら、そもそもカモられたりしないんじゃないですか？」

「だな」

　クロウは笑った。

　くしゃくしゃと、白い綿わたのキャップの上から、優しくフェルの頭を撫なでて。

「それじゃ、お前はきっと騙されないんだろう」

　隙すきのない幻げん影えいに取り込まれても。

　わずかな綻ほころびを見つけて突とつ破ぱするだけの、心の強さがあれば──と。




（イイエ殿下。残念ながらあなたの見込み違いもはなはだしく、わたし絶ぜつ賛さん、カモられ中です……）

　たとえば、あなたにとか。

　ラナと交代で来てくれた侍女たちに、あれこれ身の回りの世話を焼いてもらったあと、フェルは離宮に借りている部屋でぼうっともの思いにふけっていた。

　綺麗に櫛くしを通してもらった緋銀の髪をくるくると指に巻きつけ、ビロード張りの長なが椅い子すの肘ひじ掛かけにくたっと体重を預ける。白大理石のティーテーブルの上で、ブランデー入りの紅茶がほのかに香りを含む湯気を立てていた。

　平和だ。

　こうしていると、脳内で独り大騒ぎを繰り広げていたのが、なんだか遠い出来事に思えてくる。

（化かされてる、……っていうのかな）

　本当はパールは生きていて、ティカルの墓ぼ石せきはにせもの。これまで聞いた話が壮そう大だいな噓っぱちで、誰も彼も口くち裏うらを合わせて自分を馬鹿にして遊んでいたんだとしたら。

（それならもう、構わないかな……）

　悪趣味極まりない冗談だが、大事な弟が生きていたんだとすれば、旦那さまにとってこれほど喜ばしいことはないから。

（旦那さま、楽しそうだったなあ、パーシヴァルさまと話すの）

　召使フェルに見せる柔らかな表情とも、妻のシレイネに見せる少し危険な一面とも違う、幼い頃から過去を共有する者同士が持つ独特の空気。

　ケイにも少し感じたけれど、パールと話す時にクロウが見せるそれは格別で。

　彼には、まだまだ自分の知らない面があるのだ。

　本来はあんな顔で笑うんだ、とか。

（いやそれはこの際どうでもよくて。非常にどうでもよくて！　……ああもう……なんでこんなに脳みそがハツカネズミってるの）

　同じ箱の四よ隅すみを行ったり来たり。出口は上に開いているのに。

　──〝迷宮は出なくてもいい。真実など、どうでもいい。姿見に映った虚きよ像ぞうだって、その中に入ってしまえば、本物になるのだから〟

　ふと耳の奥に甦よみがえるあれは、誰の声だっただろう。

　卓上の紅茶は、蜂はち蜜みつも入っているのかほんのり甘い香りがする。なんだか、遠い昔に飲んだ朝あさ露つゆのようだ。翡ひ翠すいやめのうの宝石粒を齧かじって、早く霧きりの城に戻らなきゃ……。

（ん？　戻るって、どこに）

　一瞬気が遠くなったのは、気のせいだったらしい。内心首をひねりつつ、黙だまって茶を啜すすっていると、不意に声をかけられた。

「フェル？　ねえ、フェルったら。返事くらいなさいよ」

「？　あ、ラナ」

「目を開けたまま夢でも見てるみたいにぼうっとしちゃって。ねえ、体調はどうなの？　気付けのお茶、もうちょっといる？」

　すぐ目の前に、友人の琥珀の双そう眸ぼうがある。いつの間にか部屋に入ってきていたラナに、顔を覗のぞき込まれているのだ。はっと我に返り、「や、大丈夫だよ」とフェルは慌てて姿勢を正した。

「ラナ、どうしたの？　何か用あった？」

「ええ。さっき、ユアン殿下から、カモミールの籠かごが届いたのよ。『なんか気分が悪そうだったから』って。あんたが帰ってすぐに、侍じ従じゆうに手配させたみたい」

　なるほど、ラナは大きな花籠を抱えている。中には、黄色い芯しんと白い花か弁べんの可か憐れんな花が、いっぱい詰まっていた。

「ユアンさまが？　そっかー……なんだか素す直なおに心配症で優しくて、とても旦那さまの弟だとは思えないなー……」

　あまり深く考えずにひどい感想を述べるフェルに、「そうね」とラナも容よう赦しやなく頷うなずいた。

「第四皇子っていえば、皇族ご兄弟でも中間だものね。あれだけ濃い面子メンツが上下にいたら、そりゃあ真ん中ぐらいは薄くないと釣つり合い取れないんじゃないの」

「そうだよねー、上下がみんなアレなソレに挟まれると、まんなかの人って大変なんだなって……。待っ、ラナ今なんてった!?　第四!?」

　急に食いついたフェルに、ラナは「え？　うん」と若じやつ干かん引き気ぎ味みに頷いた。

（ユアンさまが『第四皇子』なのは、本来四番目だったパーシヴァルさまが亡くなって欠番になったから）

　と、いうことは。

「ラナ、ちょっと変なこと訊くけどいい？」

「どうぞ。あんたが変なのは今さらよ」

「あんまりな評価はこの際気にしない！　えーと！　ウーベル陛へい下かのご子し息そくは、全部で何人いるでしょう」

「ホントに変な質問ね……五人、でしょ？」

「!!」

　あんぐり口を開けたフェルに、ラナは続ける。

「ここだけの話、昔、黒龍城に六人目の皇子さまがいらしたって噂だけど、それを口にした人は残らず消えちゃうって怪談があって……きゃあ!?」

　みなまで言わさず、フェルは親友に飛びついていた。

　力いっぱいぎゅうぎゅう抱きしめてくる友人に、ラナは目を白黒させている。

「く、苦しいったら！　ちょっといきなりなんなの。気味が悪いわね」

「ごめんでもありがとうラナ！　ほんと愛してる！　おかげで金貨イモを買わなくてすみそう!!」

「金貨イモ!?　……何言ってるか全然分かんないけど、とりあえずおめでとう？」

　怪け訝げんそうな祝福の言葉に、フェルは満面の笑みで何度も頷いた。

　──見つけた。

　混乱を切り抜ける手がかりを。




「ラナ、もういっこ変なお願い……黒龍城から連れてきた侍女のみんなに、同じ質問をしてなんて答えるか調べてくれない？　えーと、できれば、このお館やかたの皆さんには見つからないように、こそっと」

「お安いご用よ」

　フェルの異い様ような喜びように首をひねっていたラナだが、さすがというか、頼み事となるとすぐに動いてくれた。しばらく待つと、やがて全員に確認し終えて戻ってくる。

「みんな答えは同じよ。五人だったわ」

「ぃよしっ!!」

　予想どおりの答えに、握にぎりしめた片かた拳けんを手前に引き、フェルは快かい哉さいを叫んだ。

（ずっと皇宮にいる人はともかく……新しくここに来たばっかりのみんなにとっては、皇子さまは五人なんだ）

　やっぱり自分は間違っていなかった。

（動かない前提を、決めよう。わたしの足場は、『パーシヴァル＝エルラントさまは三年前に亡くなっている』……それじゃ問題は、今何が起こっているのか突き止めなきゃってこと）

　──〝フェル。戦でいちばん大切なのは、武器でも兵の数でもない。情報だよ〟

　以前、召使に変装していたフェルに、エルラントの誇る軍神と呼ばれる旦那さまはそう教えてくれた。

（うーん？　でも、そもそも旦那さまがパーシヴァルさまと普通に仲よくしてたのは、どういう理り屈くつなんだろう……？　まあいいや。帰ってきたら、いろんなことを訊いてみる！　質問責めにしてやるんだから!!）

　きっと戻りは遅くなるのだろうと思っていたが、意外にも、フェルが決意を固めた直後にクロウは帰ってきた。

「シレイネ？　いるか」

　こんこん、と白い扉が叩かれ、フェルは顔を上げる。

（よっしゃ来た!!）

「はい。いま開け──」

　指折り、あれとこれとそれを訊いて、と頭の中で算さん段だんしていたフェルだが。

　がちゃり、と音をたてて扉が開いた瞬間、何も言えなくなってしまった。

（あれ……だ、旦那さま？）

　部屋からの薄明かりに照らされているせいなのか、角度の問題か。旦那さまは、なんだかいつもと違っていた。

「ただいま。シレイネ」

　ほのかに緩めた口許に反し、陰のある表情。艶つやを帯おびた、低く落ち着いた声こわ音ね。

　全部が間違いなく見み慣なれた彼のもののはずだが、今までになく、いうなれば──ひどく隙だらけに見えたのだ。

　彼は、憔しよう悴すいしているようにも思える。あれからさらに何かあったのだろうか。

（そんな。元気そうに見えたのに）

「どうされましたの、旦那さま」

　驚いてフェルは尋ねた。

「どうした、……って？　何、が」

　フェルの問いに、彼はほのかに笑んだ。

　いつになくどこか舌したったらずな口調。少し身をかがめ、耳許に吹き込むように囁ささやかれて、どきりとする。

「だ、だってなんだかお疲れに見えますもの。何かありましたの？　というよりも、わたくしあなたにお訊きしたいことが」

　たっくさん──そこまで言いかけて、ふっと視界に影が落ちる。

　息をつく暇もなく、くい、と顎あごを持ち上げられた。

　目のすぐ下に、ちゅ、と軽い音をたてて口づけられる。なんの前振りもなかった。

（どっふぁ!?）

　凍こおりついたのはフェルだ。

　すっかり固まった彼女の頰に、クロウはもう一度唇くちびるを落とす。かり、と。今度は軽く歯も立てられた。

「で、だ、どぁんなさま……お腹空すいてますの!?」

　盛大に呼称を嚙かんで飛び退すさろうとする妻の腰こしを引き寄せて、小こ柄がらな体を胸に抱き込むと、彼は呟いた。

「お前、あたたかいな」

「冷たかったら死んでいますから……？」

「それに、いい匂においがする。鈴すず蘭らんだ」

　会話が成立しないんですが。

　固まるフェルをしっかり捕らえたまま、彼は髪の香りを楽しむように緋銀に鼻先を埋うずめる。

「やはりお前には、鈴蘭がよく似合う。指輪も、香りも」

　ぽつ、と呟くと。固まったフェルから少し顔を離し、彼は目許を和なごませる。ふわりと力の抜けた、あどけなさで。

　淡あわ雪ゆきが陽光に溶けゆくような、彼の微笑みは、思わず見とれるほど綺き麗れいで──

（う、わ、っひ!?）

　正直。

　口づけられたことより、不意打ちのこの笑顔のほうが、よほど心臓に負ふ担たんがかかった。ばっくばくと、上下左右運動がすさまじい。

（な、ななな。わたしの知ってる旦那さまっていえば、腹真っ黒な企たくらみ顔とか魔物を統とう括かつしてそうな邪じや悪あくな笑みがいちばん似合って、純粋とか純じゆん朴ぼくとか無む邪じや気きって形容が最もそぐわない人間のはず!?）

　ものすごく変だ、──が。

「シレイネ」

「は、はい」

　たじろぐフェルの唇を、空あいた片手の指先で、とんとん、と確かめるように叩き。




「──キス、していいか？」




　耳許に顔を寄せられて落とされた言葉は甘ったるく、掠れた声音は凄そう絶ぜつなほどに色気を帯びていて。

　だからこそ、真っ先に、こんな感想が浮かんだ。




（こいつは誰だ）




　いや、たぶんというか確実にご本人さまなのだが。

（わたしの知ってる旦那さまじゃない!!）

　普段の彼は、いちいちフェルの都合を訊いてきたりしない。自分の好きな時に好きなだけ、野の兎うさぎ狩がりでもするようにさんざっぱら一方的に翻ほん弄ろうしては、特段の許可も得ずに口づけようとしてくるし、砂さ糖とう菓が子しか何かでも食べるようにがぼがぼと甘あま嚙がみしてくる。

（って、誰がノセられるか！）

　場数を踏んでおいてよかった。ここで流される乙女おとめ心ごころなどお呼びでない。

「ああ、酔よっぱらっておいでですの？　いや違うな、酒さけ臭くさくない。はっ、……さてはあなた、偽にせ物ものですわね!?　中にケイさまが入ってるんでしょう!?　ホホホ正体見切ったり枯かれ尾お花ばな、顔の皮をはがせばホラこのとおり……はがれない、だと!?　馬鹿なぁっ！」

「おい、勝手に頰を引っ張るな。人格の統一されていない支離滅裂一人芝居まで打ってくれたところ悪いが、この面めん皮ぴは自前だから、剝はがしたところで気色悪いことになるだけだ」

　ぎゅうぎゅうと力いっぱい夫の頰を引っ張って真しん贋がんを見定めようとしていたフェルの手を外し、クロウはため息をつく。

（あ、いつもの旦那さまの口調に戻った……？）

「いえ、あなたがおかしいのは今に始まった話ではございませんけれど、今日は特におかしいですわよ。そうだわ、お医者さまを呼びましょう。きっと熱があるんですわ」

　ぐいーっと両手を重ねてクロウの胸を押しのけ、フェルは抗議した。純粋に心配なのだ。

　ついでに、熱を測ろうと手を伸ばす。たやすく摑み取られてしまった。

「おかしいって……どこが？」

（あーもう！　聞こえてるからいちいち耳許で言うな!!）

　理性では変だおかしいと思っていても、腰が砕くだけそうになる。

　だが、ここで勢い任せに色っぽい雰ふん囲い気きに突入できるほど、伊だ達てに夫婦間戦争を重ねていないフェルである。

（まだまだ!!　わたしの対旦那さま力りよくを舐なめないで！）

「さては、後ろめたいことをごまかそうとしてるんでしょう。わたくしの目は欺あざむけなくてよ」

　この言葉に、一瞬クロウは虚きよを突かれた顔をした。図ず星ぼしを指させたかとフェルが勢い込んだのも束つかの間ま、またたく間に旦那さまはまた余裕の微び笑しように戻ってしまう。

「浮気でも疑ってくれているのか？　光栄だな」

「浮気もなにも、わたくしあなたの本命になった覚えがありませんし」

「…………もう少し言いようがあるんじゃないか、お前」

「それより、もっと大変なことが起きているから問題だって思ってるんですのよ」

「容よう赦しやないな。残念」

　くすくすとクロウは笑った。それだけでも、珍しい。声を上げて笑うのは、『シレイネ』を前にする時は、めったに見せない表情なのに。

　群青の瞳も、整った顔立ちも、見慣れているはずなのに。魂をどこかに連れ去られてしまったように、ふわふわとおぼつかなく、浮うき世よ離ばなれした空気を纏まとって見える。

「お前は手て厳きびしい。少しくらい、妬やいてくれてもいいのに」

　すっかり夜や半はんだ。ぽっかりと浮かんだ青白い月が、病的な光を窓越しに投げかけてくる。部屋の中には、燭しよく台だいの上で、橙だいだい色いろのともしびが、ぼんやりと揺れる。

　──虚きよ実じつの境さかいが曖あい昧まいになる。

「お前が変わらないから……」

　クロウは腕の中の身体を抱きしめ直し、首筋に、鎖さ骨こつに、甘えるように額を押し当てる。白い皮ひ膚ふの下に脈打つ血の巡りを確かめ、存在を嚙かみしめるように。

「安心する。お前といると」

「──っ！」

　なんのてらいもない、真剣な言葉。

　さっきから、彼は確実にフェルの死し角かくを狙ねらい打ってくる。なんなんだ、本当に！

「ず、ずるいですわ！　そういうのは」

「ずるい。何が？」

「だから……何がもなにも……そういうのですわよ!!」

　結局説明ができないフェルに、ほのかに口こう角かくを上げ、クロウは顔を近づけてくる。




「ずるい男は、嫌きらいか？」



















　嫌いかと訊かれましても。

（ぐぬぬぬ……！）

　ずるいのは、別に色気がどうのという問題ではない。

（この人絶対、本気で弱ってるし。そのくせ何があったか教えてくれる気ないでしょ！）

　今の彼は、きっと何も訊かれたくないのだろう。そもそも経験上、噓をつき通すと決めた旦那さまは、絶対に梃て子こでも動かない。

（あーやだやだ！　ほっとけないのに踏み込めないなんて、ホントしょうがないなあ!!　……なんでこんな面めん倒どうくさい人の力になりたいとか思っちゃうんだろう！）

　彼の黒髪に指を挿さし入れ、編み込まれた髪をほぐすように梳すいて。デコルテから、首筋に触れる吐と息いきのくすぐったさを努つとめて意識しないように、フェルは口早に告げた。

「……あのですね、旦那さま。ご質問の件ですが」

「？　ああ」

「ずるい殿との方がたは嫌いです。心の底から鬱うつ陶とうしいです。滅ほろべばいいと思います」

　きっぱり断だん言げんすると、彼は黙り込んだ。ほんのり罪ざい悪あく感かんがあるが、ここで挫くじけては元も子もない。

「大嫌い、なので──闘ってあげます」

　人は誰もが噓つきだ、と。ケイは教えてくれたけれど。

　──彼の噓は、どこにある？

（そこのとこ、旦那さまから直接情報を聞き出すのは難しそう……だって、わたしを騙そうとしているだけなのか、自分のことも騙そうとしているのかが分からないもの。パーシヴァルさまと話す時は、本当に楽しそうだったし）

　万が一にも、彼自身が無意識に「あのパールは本物だ」と思い込みたがっているのだとすれば……。

（今はまだ、彼の力は借りられない。真実は、自力で見つけていくしかないってこと）

「中央教会で申し上げたとおりです。噓も隠し事も上等で、あなたを信じるのは変わりませんわ。……でも、あなたがご自分を傷つけてまで噓をつくなら、わたくしは無理やりにでも暴あばいてみせましてよ」

　そのための武器は、すべて彼が与えてくれたから。

「なるほどな」

　クロウはまた、ほのかに笑った。フェルの宣言には、直接答えないまま。

「お前はやはり、手厳しい」




　死人が蘇り、周囲はその死を忘れ、旦那さまは様子がおかしい。

　噓つきたちの春の祝宴は、まだ始まったばかりということか。
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　旦だん那なさまを巻き込んで、事態がおかしくなった花霊ペルヒトの儀礼の晩の、あくる朝。

（いい天気だなあ。絶好の、えーと……腹はら芸げい日び和より？）

　天を見上げたフェルは、いかにも春らしいライム色のシフォンドレスに身を包んでいた。スカート部には大きな白い花のコサージュを散ちらし、首くび飾かざりには小こ粒つぶのバロックやメレのサファイヤを絹きぬ糸いとで幾いく重えにも絡からめた珍めずらしい意い匠しようのものを着けた。「大事なお出かけなら、是ぜ非ひこれを！」と、ラナを含ふくむ侍じ女じよのみなさんが強くおすすめしてくれた一式である。

　真っ青に晴れ渡った空には、ふわふわの白い羊ひつじ雲ぐも。春分節オースターラにふさわしい、春の盛りを強く感じる日だ。

　何より目を瞠みはるべきは、広場という広場、路地という路地の石いし畳だたみに撒まかれた種々の花か弁べんだろう。紅あかと白には早はや咲ざきの薔ば薇ら、黄や橙だいだいにはマーガレットやミモザ。縁ふち取どりには、春分の陽光を象しよう徴ちようするハリエニシダの葉を隙すき間まなく敷しき詰め、まるで花で織られた絨じゆう毯たんのよう。

　街は甘い香りでいっぱいだ。さらに路地にはテーブルを置いて料理のように花を盛った皿やグラスが並べられ、家々の窓辺にも花はな籠かごが吊つり下がり、目もあやな光景が繰り広げられている。

　しかしこれだけの素す晴ばらしい眺ながめなのに、通りにまったく見物客がいないことが不ふ思し議ぎだ。

「きれいな景け色しきですわね、皆さま！」

　手て遊すさびに日ひ傘がさをくるくる回し、街を見渡せる位置にある見晴らし台から市街全体を眺めてから、フェルは後ろを振り返った。

　そこに並んでいるのは、それぞれが、白、黒、藍あい、紫むらさき、黄の衣い装しようを身に着けた皇おう子じたち。

「おうおう、そうだろう嫁!!　千花絨毯インフイオーレ、というのだぞ。今は断食フアスナハトの斎さい戒かい中ちゆうだからな。通行人の目もないし、見放題叫び放題脱ぎ放題だ」

　白い衣装のまぶしいジルフォードが答える。

「この時期の市街地を見物できるのは、貴族や皇族の特権なんだよ」

　長兄の最後のひと言はさらっと聞き流して、引き継いだのはパールだ。内心、「野や郎ろう出たな」と身構えつつ、フェルは笑顔で装そう備びを固める。

「はい。ありがとうございます。……思い切って、皆さまをお誘さそいしてよかったですわ！」

　今、彼女は五人の皇子たちと、お忍しのびの市街地見物に来ている。

　──春分節は『善悪の花霊ペルヒトの剣けん舞ぶ』で始まりを告げると、酒や肉食を慎つつしみ、斎戒蟄ちつ居きよする七日間の断だん食じきとなり、街は人通りが絶える。民が外出を制限されるこの期間は、ある意味、皇族貴族にとっては城下視察に持ってこいなのだ。

「でも、どうしてこんなにお花を飾るんでしょう」

　独ひとり言ごとのはずだったのだが、隣で市街を眺めていた旦那さまが答えてくれた。

「ユナイアでは違うようだが……『善の花霊』の運んでくる春の花々で、こうして神々をもてなす食卓を作り、窓から眺めるのがエルラント流なんだ」

「家々に面した通りに彼らの降りる聖なる絨毯を敷いて、ですね。断食明けには千花絨毯を掃はき清きよめて舟から運河に流し、街中の路上で宴えん会かいをするのです。ウルサイのは嫌いなので、ぼくは断食中のほうが好きですが」

「人がいないと言えば……そうだ、聖堂の奥に見える森にはできるだけ入るなよ。あそこの氷ひ室むろは今の時期、皇都で亡くなった人の安置所になる。斎戒中は葬儀もできないからな」

「ははあ。そうなんですの」

　クロウとヨミの説明を受け、フェルは「なるほどなあ」と頷うなずく。

（故郷のユナイアで断食節っていうと、単純にオーツ麦の保存食と白さ湯ゆだけで一週間耐たえ忍ぶ行事だったから、赤せき貧ひん孤こ児じ院いんのうちは『つまり通常営業ですね』ってなんとなく過ごしちゃってたものだけど、エルラントじゃこんなに華はなやかなんだ。他国の文化おもしろーい。って違う、違うでしょうが──!?）

　危あやうく普通に感心しかけたが、フェルは頭を振った。

（旦那さまいつもどおり過ぎない!?　昨日の弱ったあなたはなんだったの!?）

　突っ込みついでに再確認する。自分にとってこれは、ただの物もの見み遊ゆ山さんではない。

　れっきとした目的があるのだから。




　──〝物事は順序立てて考えろ。脳のうみそが沸わきそうな時こそ、原点に戻れ〟




　いつだったか、クロウの教えてくれた声が頭に響ひびく。

（パーシヴァルさまは亡なくなってる、って前ぜん提ていに立つと。少なくとも、この六人の中で、『パール』さまは噓うそをついてる。『自分は生きてる』って特大の噓を）

　冷静になると薄うす気き味みの悪い話だが、この際気味の悪さは棚上げして先に進む。

（それじゃ、次の問題。……どうやって、自分が生きてるなんて突とつ拍ぴよう子しもない噓で、周囲全部を騙だましきれるのか）

　常識ではあり得ない。だが、それが唯ゆい一いつ可能になる手段を、フェルは知っていた。

　人の心を否いや応おうなしに操あやつるものといえば。




（──呪じゆ毒どく、しかない）




　ごくりと唾つばを吞のみ、フェルは、楽しげに談笑する兄弟たちを眺めた。

（一いつ見けん、みんなマトモそうなのよ。『眠らずの蝶ちよう』みたいに、受けたらいずれ死んじゃう毒だったら大変だ。……どういう毒が、どういう手段で紛まぎれ込んでるか……突き止めないと。それからもうひとつ。誰だれと誰が、『パーシヴァルさま』の呪毒に冒おかされているのかも）

　できれば、協力をあおげそうな皇子も見つけたい。得体の知れない相手に、自分一人で立ち向かうのは無む謀ぼうすぎる。

　ひとまず、フェルはするっとユアンに近づいてみた。彼にはお礼を言いたいこともある。

「カモミールありがとうございますユアンさま。ご心配をおかけしましたわ」

　おかげさまで突とつ破ぱ口こうが見えましたし、とは口に出さない。

「そうだよ。シレイネ、もう体調はいいのか？　なんか、腰よう痛つうと五ご十じゆう肩かたと老ろう眼がんを併へい発はつしたって聞いたけど。お前ホントはいくつだよ」

「……あら。まったく、記憶に、ございませんけれど！　とりあえず今は快調でしてよ」

　昨日きのう、仮け病びように何使ったんだっけ。本当に全然覚えていない。

　にこにこと微笑みながら内心冷ひや汗あせをかいたフェルだが、前を歩く黒と藍二名の背を見ながら、「旦那さまとパーシヴァルさまって、本当に仲良しですのね」と話題を振ってみた。

　今日の彼はお気に入りの二頭の獅し子し──モリガンとマハ連れではなかったが、肩にはちんまりと一羽のハヤブサが留まっている。聖せい詩し篇へんに詠うたわれる『三人の戦魔女バイヴ・カハ』の最後の一人、ネヴァンの名を冠かんした鳥だ。

　空にネヴァンを放ったあと、彼は「まったくな！」と歯を見せて笑った。

「無ぶ事じにパールが帰ってきてよかったよ。あいつら、いっつも一いつ緒しよだったんだ。なにせ東方までの『天てん蚕さんの道』は、治ち安あんのくそ悪い南方の砂さ漠ばく地帯も通るしさ。道中何かあったらって、クロウ兄貴も気が気じゃなかったと思うぜ」

「そ、ですの」

　クロウ兄貴も、ということは、それはつまり、彼自身も進行形でパールの身を案じていたということで。

　無む邪じや気きな言葉に、ずきん、と胸が痛いたむ。

（この感じだと、素す直なおなユアンさまが噓をついてるっていうのは、すごく考えにくい……）

　確実に、彼は呪毒にやられている。

　ではほかの兄弟はどうかとジルフォードにも同じ話題を振ったところ、彼はなぜか「……そうだな！」と一瞬考えたのちに頷うなずいた。ヨミからは「クロウ兄上は滅べばいいと思います」と答えにならない答えを頂ちよう戴だいした。

（うーん、この反応。呪毒にやられちゃってるのか不明だなあ……だいたい、どういう基準で暗示にかかるのかが分かんないし。もう少し彼の遊学について突っ込んだ質問してみようかな）

「ジルフォードお義に兄いさま。パーシヴァルさまはいつエルラントにお戻りになったの？　わたくし、祝祭前にまったくお会いしておりませんでしたもの。なんだか不自然で」

「ああ、帰ってきたのはふた月ほど前だが。嫁が会えなかったのは、ひとつは父上と……あとはきっと愚弟その二の独どく占せん欲よくのせいだろう。まったく、男の嫉しつ妬とは見苦しいな!!」

「ヨミさま。どうしてパーシヴァルさまは急にご遊学に出られていたのかしら」

「名めい目もくは親しん善ぜん大たい使しですよ。クルヴァッハ南東部の民みん俗ぞくが面白いから、東方のほかの地域も見たかったとか言ってましたけど……なんでぼくに訊くんです。本人そこにいるでしょう」

（みんなすらすら答えてくるし！　あれっ、もう行き詰まり!?）

　このままでは金貨イモ詐さ欺ぎ被ひ害がい再びだ。

　いかん、とフェルは美しい周囲の景色を見回して現実逃とう避ひに努めた。

　人のいない表通り。踏めない花の絨毯、食べられない花の料理。

　──人ならざる者のための祝宴。

　彩いろどりだけ明るく華やかだからこそ、ひっそりと静まり返った街並みは神しん秘ぴ的てきで、もっといえばどこか得え体たいの知れない不ぶ気き味みさがあった。

　絶対に欠けてはいけないものが欠けてしまったような、喪そう失しつ感かんが。

（き、気き晴ばらしにならない……）

　おまけに少し遠巻きに、紅こう龍りゆう師し団だん兵へいたちがこちらをじっと窺うかがっている。どうやら、皇帝じきじきにつけられた護ご衛えいらしい。謀む反ほんの嫌けん疑ぎが晴れた今、別段それ以上でもそれ以下でもないはずなのだが、落ち着かないのはたしかだ。

「そろそろ戻ろうか？　シレイネ姫は、昨日体調を崩くずしたところだっていうし、あんまり長く出歩くのもね」

　さりげなくパールが気き遣づかってくれる。

　ごく自然で、それだけに、正体不明の相手である違い和わ感かんが強まった。

（き、気味は悪いけど……せっかく探りを入れる機会を作ったんだもの。手ぶらのまま解かい散さんさせてたまるか！）

「ありがとうございます。わたくしはまったく大丈夫。今は、皆さまとお城でゆっくり話してみたいですわ」

　もろもろ押し隠し、微笑ほほえんでフェルは頷いた。

（旦那さまもジルフォードさまも、よくいつも腹芸三ざん昧まいできるよね……ある意味感心）

　真ま似ねしてみて思い知ったが、正直これは──なかなか、疲れる。
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「皇帝陛下の政務補佐？」

「そ。ゆくゆくは宰さい相しようにって言われてるんだよな」

　市街を見物したあと、フェルたちは皇宮に戻ってお茶をすることにした。

　とはいえ断食期間中なので、あまり豪ごう勢せいな菓か子しはない。お茶ちや請うけに出された黒こく糖とうとライ麦のサブレをつまみながら、フェルは落ち着かない気持ちを抱えていた。

　この『パール』が、あのウーベル帝の信任が最も篤あつい人物だという噂は真実だった。

「もともと、父上はおれのことあんまり好きじゃなかったみたいなんだけど、東方帰りの知識を活いかして仕えてみせろって、帰ってからはよく話を聞いてくれてね」

　硝子ガラスの器の中で花開くお茶はパールの東方土産みやげで『工こう芸げい茶ちや』といい、茶葉と一緒にジャスミンの花を乾かん燥そうさせて丸く固めたものらしい。お湯を注ぐとまるで蕾つぼみが綻ほころぶように咲き誇ほこるので、春を告げる縁えん起ぎ物ものとして親しまれているそうだ。

（……本当に、東方帰りみたいな口ぶり）

「よくっていうか、親父おやじはほとんどパールとしか話してないよな。本当だったら『藍らん龍りゆう公こう』に叙じよ任にんしたなら、とっくに拝領させなきゃいけないのに、なかなか手放そうとしないし。まさに親父の右腕って感じ」

「あはは……。そのうち飽あきてくれるよ。とりあえず、おれは一度クルヴァッハに戻りたいんだ。南東部総督のくせに、長いこと領を空あけっぱなしにしちゃったから。兄上、キリヤは元気にしてる？」

　話を振られたクロウは、微笑んで「ああ」と頷いた。

　キリヤとは、キリヤ＝イル＝ティカル。クルヴァッハ南東部ティカル高原に暮らす少数民族、イル族の若わか長おさのことだ。

「あいつは今、黒こく龍りゆう城じように滞在中だ。元気にしているよ。とはいえ、お前のことだ、会ったらイルの民話を聞かせろとしつこくせがんでまた調子を崩くずさせるんじゃないか」

「ふーん、そっかぁ……。キリヤ、黒龍城にいるんだ。いやいや、今さりげなく酷ひどい奴やつ扱あつかいしてくれちゃったけど、おれ、そんな無理はさせないよ？」

「さて、どうだかな」

　クロウの台詞せりふに、パールは噴ふき出した。「兄上、その口の悪さ変わってないなあ」と懐かしそうに肩を竦すくめる。

「シレイネ姫も幸せだよ。クロウ兄上は将来有望だ。ここだけの話、昔から父上にすごく期待されてた。難しいクルヴァッハを任されたのも、本当は兄上ならやれるって思われてたからだよ」

「……そんなことはないと思うが？」

「知らぬは本人ばかりなりってやつ？　引き比べて、おれが同行を許されたのは、父上に嫌われてたからだけど、ね」

（ん？　この人、今、さりげなく重いこと言わなかった!?）

　おまけに、今日のクロウはやっぱり平然としていて、「昨日の『きれいな毒どく龍りゆう』幻まぼろしだったんじゃ……」と疑うほどにまったくいつもどおりなのだ。一いち分ぶの隙すきも見当たらない。

　昨日は「旦那さまは本当はマトモ説」を立てていたフェルだが、あまりに彼が普通にパールと接しているので、だんだん不安になってきた。

（旦那さまは、まさか本当に呪毒に冒されてるの？　ジルフォードさまは？　ヨミさまは？　ミゼは？　ケイさまもだよね？）

　ぐるぐるしていたフェルは、パールの次のひと言にぎょっとした。

「キリヤっていえばおれ、南東の少数民族の伝でん承しようを手しゆ記きに書き留とめたんだよね。どこに置いてきちゃったかなあ。兄上、心当たりない？」

（あっ。禁きん書しよ庫こにあった日記帳……！　そうだよ、すっかりうっかり忘れてた!!　日記帳の存在があった！　あれこそパーシヴァルさまの死の証あかしじゃ）

「ああ、あれなら……」

（まさか旦那さま！　この得え体たいの知れない人に、あの日記のことも教えてしまうの!?）

　一瞬身体からだを強こわ張ばらせたフェルだが、クロウの言葉に「え」と顔を上げる。

「ヤギに喰くわせた」

「うっそ、まじで!?」

「冗じよう談だんだ。……心当たりはない。黒龍城にあるんじゃないのか」

（旦那さま。今、噓ついた）

　無意識だろうか。パールの日記帳は、間違いなくクロウの手元にあるはずだ。なのにどうして。

　一方、パールの関心事は別に移ったらしい。「ふーん」と気のない返事のあと、窓越しの庭木を見て「あ」と手を打つ。

「兄上。クルヴァッハは、もう少ししたらアーモンドが咲く頃じゃないかな」

「……そうだな。アーモンドが咲いて、クローバーが枯かれて、柳やなぎの月が終わったら、……ワルプルギスか」

（旦那さま、……）

「ワルプルギスといえば、まさか兄上が本当に『骨付き肉のお姫様』を奥さんにしちゃってるとは思ってなかったけどね！」

「その話はここでするな」

（え、わたし!?　っていうか肉の姫ってなに!?）

　突然自分に話の矛ほこ先さきが向いたフェルは「はい!?」とびくつく。

「ああ、まったく同感だな!!　通説では実らないというナントカだが、愚弟その二の場合はまさに執しゆうね……、痛い痛いとても痛いフクロウじゃないんだから人間の首は真後ろには回らないぞお馬ば鹿かさんめ！」

　何か口を滑すべらせかけたジルフォードの首に、クロウが猛もう吹雪ふぶきの笑みで制せい裁さいを下す。フェルはひたすら呆気に取られた。

　肉の姫というのは、まさか本物のシレイネさまのことだろうか。

（なんだろ肉って。まさか、肉にく布ぶ団とんって意味!?　いやいやシレイネさま折れそうなほど極ごく細ぼそですし！　肉食系ってこと!?　むしろ草食どころか植物系でお花さんで癒いやし系ですが！）

　敬けい愛あいする故こ国こくの姫に不ふ名めい誉よなあだ名をつけられたフェルはむっとしたが、それ以前に自分が危うくこの調子に引き込まれかけていることに驚いた。

（……なんというかコレ、墓はか掘ほりが墓ぼ穴けつに入るってやつ……）

　このままでは、フェルまでこの『奇き妙みような非日常』に引き込まれそうだ。

　フェルがひそかに涙目になっていると、「こんにちはぁ」と軽いノックがある。

「西の国から東の国まで素す敵てきな夢を届けます！　というわけで、皆様にお茶ちや請うけをお持ちしましたよ」

（ケイさま？）

　空気の変化に少しほっとしつつ、唐突なその登場に、フェルは目をしばたたいた。

　珍しい。給仕に他城の家か令れいが立つなんて。しかも彼は、本人曰いわく『みそっかすの庶しよ子し』でも、このたび正式な東方帝国の使者になったところなのに。

　首を傾げたフェルだが、入ってきた彼を見て、考え事をまるまる吹き飛ばした。

（うわ、花すごっ!?）

　ひと抱えはあろうかという巨大な花か瓶びんを捧ささげ持った彼は、若草色の上着が見えるばかりで、こんもりと盛りに盛られた花にすっかり顔を隠してしまっている。

「千花絨毯の季節だけに、替えの花を持ってまいりましたよ。断食節中は、あんまり食事に贅ぜい沢たくできませんしね。舌したではなく、目に適したお茶請けです」

　皆の前で一礼すると、彼は青せい磁じの器をごとっとテーブルに飾る。

　場の全員、言葉を失った。存在感がすさまじい。なにせ、大きさ以前に、いろいろと突っ込みどころが多い花だったのだ。

（えっ……こ、これは……）

　ミモザ、カスミソウ、薔ば薇ら、雛ひな菊ぎく、アネモネ、黒くろ百ゆ合り……。

「あのうケイさま。中にひまわりが見えたんですけど、どうやって手に入れたんですの？　秋花や冬花も入ってますけど、今って春分節……」

「エルネットさりたは、時に時空を超ちよう越えつしてまでお客様に商品をお届けします」

　まるで答えになっていない。

　季節感も洋の東西の統一感もまるでなく、鮮やかすぎてちかちかと目が痛いほどだ。もはや色彩と香りの暴ぼう力りよくである。おまけに、花じゃないものまで交じっている始し末まつ。

「おや。珍しいものを使っているね。これはなんだい？」

「ヘムロックですよ。あるじの好きな葉っぱも加えてみたのです」

　ジルフォードの問いに、ケイはにこにこしながら答えた。

（それ、毒だよね!?）

　毒も毒、猛もう毒どくの毒ニンジンだ。個性的にすぎる装そう花かである。

　呆れるフェルににこにこ微笑みかけ、花の形を整えがてら、ケイは何げなく話を振ってきた。

「奥方さまにおかれては、昨日お身体の調子を崩されたとか。いけませんねえ」

「は、はい。ごめんなさい、ご心配を……」

「いいえ、むしろ配はい慮りよが足りませんでした。自分めなどは、儀礼前に少しお話ししたきりでしたから、すっかり気づきませんで」

「!!」

「お詫わびにしてはささやかですが、いろいろな花をお持ちしました。どうぞ皆様で楽しまれてください。有ゆう意い義ぎな時間を」

　たったそれだけの会話で、彼は部屋を辞じした。フェルはじっとその背を見守る。

「面白い花を持ってきたなあ、彼は！　おどろおどろしくてほかにない感じだ。このひと房ふさこぼれた藪黒苺ブラツクソーンが、気持ち悪くて素晴らしい。『死』の象徴の植物を見舞いに持ち込むなんて空虚ヴアニタス画がのようで寓ぐう意い的てきだ、嫌いじゃないぞ。なあ嫁！」

「はあ。そんな気持ち悪い意味の植物でしたの。では、同意しかねますわ……」

「そうか残念だな！　だが、せっかくの趣しゆ向こうだ。さっき、黒龍城家令も言ったではないか。『皆様でお楽しみください』と」

　ジルフォードは、明るく手を打って「遊びにしよう！」と人差し指を立てた。

「無理くり雑ざつ多たのごった煮にされた花々の中から、我らが兄弟の新しい家族になってくれた姫君に、各自『コレぞ！』と思う意味の花を一つ選んで捧げてみてはどうかね」

「え？」

　唐とう突とつな提案に、ぱちぱちとフェルはまばたく。

「お言葉ですがジルフォード兄上。花言葉なんて、解釈が多た岐きにわたりすぎて不確かなものです。第一、慣れない場に緊張している妻を、あまりからかわないでやってほし……」

「わー！　面白そう！　おれ、あんまり話せてなかったからちょうどいいよ。いろいろあるね？　何にしようかな」

　あまり乗り気ではなさそうな、というより割とはっきり難なん色しよくを示すクロウを、さくっとパールが遮さえぎる。「ユアンとヨミもいい？」と見回す彼に、「はい。どうでもいい感じに適当に流しますよ」「ヨミ、お前またそういう……オレ、花言葉とかあんま詳くわしくないから教えてくれよ」と残り二名も快かい諾だくする。

（な、なんか予想外の方向に!?）

　ジルフォードの奔ほん放ぽうな思いつきのせいで、またも六人兄弟の大騒ぎに巻き込まれてしまう。「これとかどういう意味だよ？」「ユアン兄上、それはガマズミです。『無視したら私は死にます』って意味です」「こっちの黒百合あげたらどうかな、ユアン？」「パール兄上、それ、意味は『呪い』ですけど」とわちゃわちゃと楽しげに選んでくれる彼らに、フェルは結局何も言えずなりゆきを見守る羽は目めになった。

「では、私からはこれだ！　あー、でもあれもこれも迷いどころだな。よし、お義兄さま特権で特別に三本だ！」

　一番手のジルフォードが選んでくれたのは、まずは合ね歓むのひと枝だ。まるで糸束のような紅い花が、ふわふわとけぶるように咲いている。それから、赤い実のこぼれるナナカマド。橙色と桃色の小花が二重に交じる、華やかなランタナ。

「じゃあ、おれからは」

　即そつ決けつ気ぎ味みに、パールが手渡したのは、可か憐れんな青いブルーベル。

「昨日のカモミールでもいいんだけど……」

　隣のヨミやパールに騙だまされ、危うく『明日あなたは死にます』のキスツスや『狂くるった酔よっ払ぱらい』の葡ぶ萄どう、『失恋』を表す黄色のチューリップなどを選びそうになっていたユアンは、花言葉不信に陥おちいった挙あげ句く、「意味は知らないけど健康を祈るってことで！」と薬効のあるセージを選んでくれた。

　ヨミに至いたっては相そう当とういい加か減げんだ。うろうろと花瓶の上で手をさまよわせた末に面めん倒どうになったらしく、「これでいいか」と無む造ぞう作さに抜き取ったものが振るっていた。

「おや、本当にやる気が皆かい無むだな愚弟その五！　それはさっきのヘムロックじゃないか!!」

「いらなかったら捨てたらいいです」

「わ、わーい毒ニンジンだぁ……あ、ありがとうございます……」

　複雑な気分ですべての花を抱えながら、フェルは膝ひざに視線を落とした。

（旦那さまは、何をくれるんだろう？）

　──最後、いよいよクロウの番になった。彼は、何かを探すように視線を花の上に走らせ、迷わず一輪を引き抜く。

「これを」

「……あ」

　フェルは目を瞠みはる。

（すずらん！）

　明るい緑の茎くきと葉の先に、ちょんちょんと連つらなる、白く小さな、可か愛わいい釣つり鐘がね。

　──フェルが、いちばん好きな花。

「花言葉は、〝あなたの幸せの再来を願う〟ですか。また、きざな花を選びましたね」

　呆れたようなヨミの声を聞きながら、フェルは花を受け取った。

（ああ。やっぱり、あなたは……）

　改めて思い出す。騙されないためには、決して崩され得ない足場を固めろと、彼自身が教えてくれたことを。

（イグレックさまから庇かばってくれた時、ガウェイン先生を救ってくれた時、シレイネさまを国に帰してくれた時も。見せかけはひどくったって、あなたの噓が、わたしを守ってくれなかったことなんてない。……それも、たしかな軸じくのひとつなんだ）

　逆に、その噓が彼自身に優しかったこともない。──むしろ、厳しい。

　人のために噓をついても、同じその噓で平然と己おのが身みを抉えぐるのが、彼だから。

（誠実な噓つきの旦那さま。それならわたしは……あなたが、ご自身を傷つける噓などつかなくていいように、したい）

　言葉では何も語らなくても。誰かの幸せを願うための花が、彼の真心を伝えてくれる。

「おや。今の嫁の顔ときたら、もう一輪、紅い花が綻ほころんだようだぞ」

　ジルフォードのからかう声にそっぽを向き、フェルは手元の花々にそっと唇くちびるを落とすふりをした。

「素敵なお花をありがとうございます、皆さま」

　毒花率が異い様ように高いのは、この際気にしない。
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　皇子さまがたはこのあと、皇こう宮ぐうの朝議に出席する予定らしい。地方に封ほうぜられた皇子たちが一いち堂どうに会していることもあり、有力貴族を交えての意見交換や報告会が毎日開かれているのだ。

　まだ日の高いうちに、一人だけジルフォードの離宮に帰ったのち、フェルはラナと二人っきりで今日の出来事を報告し合っていた。

「あんたの言うとおりだったわ。気持ち悪いわね……なんなの、この事態。まるで、妖よう精せいに化かされてるみたいよ」

「ほんとね……」

　頭を抱えたラナには、「皇宮中で、下へ手たすると皇都中で、『第四皇子パーシヴァル＝エルラントは生きている』ということになっているらしい」という情報は伝えてある。

　初めは「あんた頭は無事なの」と疑ってきたラナだが、一日各所で訊き回って、すっかり得とく心しんしたらしい。今は「信っじらんない……」とげっそりしている。

「仲間もみんなびっくりしてたけど、とりあえずあんたの言うとおり、『パーシヴァル殿下は生きてる』ってことで周りに話を合わせるようにしてる」

「そのほうが安全だと思う。何があるか分かんないし」

　黒龍城から連れてきた侍女は、基本的にジルフォードの離宮から出ることがない。おかげで違和感に気づくのが遅れたようだ。

「侍女みんなと手分けして当たってみたけど、皇宮に前からいた人は百発百中だめね。パーシヴァル殿下が生きてるって答えるわ」

「そっかあ……」

（じゃあ、〝皇宮で〟共通してる何かに呪毒が混入されてる……ってのは間違いなさそう）

　フェルは、こっそりと背後の棚たなに視線をやった。

　そこは、旦那さまと自分だけが知っている、とあるものの隠し場所だ。──亡くなったパールの日記帳である。

　皇宮に来た当初はクロウが肌はだ身み離さず持っていたのだが、昨日突然その場所に収めたきり手を触れようとしない。

（そのへんも、何を考えているやら……っていうのはどうでもいいのよ）

　彼の隙を見て、フェルはひそかにパールの日記から呪毒の手がかりを探した。後ろめたさを感じつつ、なんとしてもこの状況の原因を突き止めなければならないから。

　日記帳には、クロウが、自みずからの得た情報を書きつけた紙片を挿はさんでもいる。両者のおかげでフェルは、問題の呪毒の正体に近づけた。

（使われてるのは、きっと、呪毒『知らずの理ことわり』だ）

　不特定多数の人間を意のままに操る呪毒。ユアンはじめ、皇宮にいる人々は一見まともに見える。エルラント中央教会が根こそぎやられていた『晴れずの霧きり』も同じように人間を操ることができるが、あれは極めて潜せん伏ぷく期間が長い。だから、きっと別べつ種しゆだ。

（この毒のいちばんの気持ち悪いところは、操られた人は、まともに見えるんじゃなくて、本当にまともなこと……）

　几き帳ちよう面めんな性格の滲にじむ夫の走り書きを、フェルは改めて視線で辿たどる。

『呪いをかけた者は、毒の標的に〝いつでも好きな時に、なんでも好きなことを命令できる力〟を得る』

　つまり、命令が発動するその瞬間まで、毒の被害者は変わらず本人そのままだということ。無理やり記き憶おくや思考をねじ曲げられてしまうだけで、基本的には自分の理性を保たもっている。

（あともうひとつ嫌いやな点。中央教会の時は、呪毒の核かくになる夕ゆう輝き晶しようが地下に埋まってたけど……『知らずの理』の核は、毒どつ気けを発する石じゃなくて、毒を飲んだ人間そのものだってこと）

　被害者は、最初に呪われたたった一人の『親』と、その他大勢の『子』に分かれるのだという。作用は親子ともに同じだが、『親』を見つけ出して呪いを消さなければ『子』は絶対に浄化できない。

　また、『親』になるには条件がある。それは、同じ毒に冒された共同体において、とくに絶対的な影響力を持つ人物であることだ。

（その人に従わなきゃ！　って心を利用して相手に言うことを聞かせちゃえる……いわば孔く雀じやくの羽を纏まとう烏カラスみたいな毒、なんだって）

　命令が単純なものなら、毒を飲んだ人間全員を操ることができる。皇宮のみんなが「パールは生きている」と思い込んでいるのは、まさにこの状態だろう。

（でも、一気にたくさんの人を、しかも長期間命令に従わせるには、『親』も『子』も同じ毒を、ずっと一緒に身体に入れ続けないといけないって。……皇宮中、これだけたくさんの人が操られてるってことは、『親』被害者はものすごく偉い人、だよね？）

　また、皇宮には数万に及およぶ人々がいるのだ。さらに、皇宮のみならず、皇都の都心にまで害が及んでいることもありうる。ひとつの呪毒の事件としては、想像を絶する規き模ぼだ。そこまでの超有名人といえば、自然と数が限られてくるわけだが。

（いったい何が媒ばい介かいしてるの。皇族と貴族と召めし使つかいと馬ば丁ていと庭にわ師しと厨ちゆう房ぼうがひとしく触るもの……って？）

　感染経路を突き止めようにも、そんなもの、果たしてあるのかどうか。

「ちょっと、一人で考え込まないで口に出しなさい。なんでこんなことになっちゃったのか、心当たりがあるんでしょ？」

「えーと……」

　呪毒、という言葉をはっきりとラナに教えたことはない。結局、そこはぼかして説明する羽目になる。

「うん。同じものを食べたり触ったり使ったりすると、記憶が書き替わる被害に遭うんだけど。なんだろ……皇宮に入って、みんなが口に入れたり触ったりするものって。芋いもかな」

「芋から離れなさい、あんたは。でも、何かしらね……空気？　塩？」

「誰でも必要といえばそうだけど、身分の高い人も低い人も同じものを使うかっていうと」

　むー、と悩みながら、テーブルのお茶に手を伸ばしかけ──フェルはラナと同時に、顔を見合わせて指さし合っていた。




「水!!」




（皇宮中の、井戸の水に呪毒が流されてるんだ!!）

　言動がきれいにかぶったあと、最初に青くなったのはラナだ。「うっそ、そのお茶飲まないでよ!?　すぐ処しよ分ぶんするわ！」とポットをひったくってしまう。

「あっ、ラナ。捨てに行くのはあとからでも……って、聞いてなーい」

　ラナはばたばたと駆け出していったきりで、フェルが心配になってきた頃、ようやく「淹いれ直しもできないじゃない」と唇くちびるを尖とがらせながら戻ってきた。

「もう、なんでそんな訳分かんないことになってんの！　だいたいあの『パーシヴァル殿下』、一体なんなのよ。しかもブルーベルくれたって？　気持ち悪いったら」

　ラナのぼやきに、フェルは彼に今日手渡されたブルーベルに目を向ける。皇子たちから貰もらった花は、それぞれ花瓶に生けてあった。

「ブルーベルって怖い花なの？　っていうかラナ、花言葉とか詳しかったりするんだ？」

「ま、あんたよりかはね。……ブルーベルには、森に棲すむ妖精が、白しら羽はの矢を立てた人間を自分の世界に引き込む前に咲かせるんだって伝承があるわ。不吉な花なんですって」

「なにそれ、怖っ」

　くれた相手が死人だけにシャレにならない。

　──〝ふさわしいと思う花言葉を〟

　ふと、ジルフォードの言葉が頭をよぎった。

「……ラナ、ほかの皇子さまからもらったやつの花言葉も分かっちゃったりする？」

「お安い御ご用ようよ」

　ジルフォードからナナカマドと合ね歓む、ランタナ。クロウは鈴蘭。ヨミはヘムロック。フェルが告げると、ひとつひとつラナは意味を教えてくれた。

「なるほど、ははあ……」

　聞いてみると、なんとなく「もしかして？」と引っかかるところがある。

「ところで話が逸それたけど。ねえ、フェル。皇宮の水がおかしくなってるなら、早いとこどうにかしないといけないんじゃない!?」

「だよね」

　悩ましい。ここまでくれば、推すい定てい・まともなはずの旦那さまの意見を、さすがに求めたほうがいい気がするのだ。彼は毒の専門家である。勝手に動くのはどうかと思われた。

（でも、あの人がもし、自みずから望んで騙されたふりをしているんなら……？）

「あんたが迷ってるなら、あたしだけでも井戸を見に行くわ。仕事にならないじゃない」

　しかし、考え事は、いつになく積極的なラナの言葉に中ちゆう断だんされてしまう。

「や、やめたほうがいいってラナ。そんなの危ないよ！」

「別に、とりあえずいちばん近いところを確かめるだけよ。知っててほっとけないわ」

　フェルは慌てた。なにせラナは、この呪毒の本当の恐ろしさを知らないのだ。

「分かった、ちょっと見るだけならわたしも行くし！　……お姫さま姿じゃ出られないから、着替えてくるね」

　ばたばたと準備するのは、ラナが持ってきてくれた黒龍城支給品のお仕着せ一式。栗毛のカツラをかぶって瓶びん底そこメガネをかけ、眉まゆ墨ずみで頰ほおにそばかすを散らす。「相変わらず見事な化けっぷりね」とラナには呆れられてしまった。

（久しぶりに。──召使フェル、推すいっ参さん!!）
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　一刻ののち。

　フェルとラナは、皇宮の井戸のひとつを覗のぞき込んでいた。

　ジルフォードの離宮からいちばん近いそこは、少し建物から離れ、人目につかない林の中にある。春の柔やわらかな陽ひ射ざしは緑の庇ひさしを抜けきれず、あたりはどことなく薄暗い。当然、井戸の中まで陽光は届かず、ただ底から反響した水音が不気味に響くだけだ。

「駄だ目め、なんにも見えないわ。フェル、そっちはどう？」

「えーと、わたしもまだ無理……」

　石組みの縁から、太い綱つなの先にカンテラをつけて垂らし、ゆっくり井戸の底を照らしてみる。

（たとえば『晴れずの霧』の夕ゆう輝き晶しようみたいに、はっきり呪じゆ物ぶつになるものが見えたらよかったんだけど。無理そう）

「いっそドボンと飛び込んでみようかなあ……」

「やめときなさい。この皇宮の井戸って、全部中で繫がってるそうなのよ。うっかり変なところに流されたらどうすんの」

「カツラが？」

「あんたがよ！」

　なるほど、とフェルは頷く。

（毒、井戸のひとつひとつに流し込んでるのかと思ってたけど、どれかに毒を落とせば全部汚お染せんできちゃうんだ。……じゃあ、やっぱり『親』を見つけなきゃいけないわけね……）

　困ったことに、パールの日記帳には、毒を防ぐ方法までは書かれていなかった。

　隣で同じく「普通の井戸よねえ」と中を覗き込んでいるラナの顔をちらりと見やる。

　彼女に『知らずの理ことわり』に関する詳細は語れない。明かすのは簡かん単たんだが、そうすると戻れない気がしたのだ。自分ではなく、ラナが。

（やたらとわたしを巻き込むまいと動いている旦那さまの気持ちが、やっとはっきり分かった気がする）

　知ることで、余計な危険に遭わせてしまうのが怖い。無関係な誰かを巻き込むのはもちろんだが、ラナのように大事な友人はなおさらだ。

（……それでも、わたしなら知らないでいるよりも、知って一緒に闘たたかうほうがいい）

　ごく、と唾を吞み、フェルは友人に話しかけようとした。

「あのねラナ……っ」

　──その時だ。




「こんにちは。捜し物かな？」




　背後から声をかけられる。ぞっと背筋に冷たいものを押し当てられたような心地ここちになって、フェルもラナも同時に口をつぐんだ。

（見つかっ、た）

　──こめかみに冷たい汗が浮いた。振り返るのが怖い。

　とんとんと、足音が近づいてきて、すぐ後ろで止まった。フェルは大きく息を吸い、乱れかけた呼吸を気力で落ち着ける。

（……いまのわたしは、『召使フェル』！　中央教会で会った時も、素す顔がおだったんだし。何も怖がることなんてない）

　目め許もとが隠れる、前髪の長いカツラや瓶底の伊だ達てメガネに感謝だ。無理やり口こう角かくを上げておけば笑顔に見える。

　意を決してくるりと振り向くと、案あんの条じよう、明るく澄すんだ青い瞳を持つ青年がにこにこと微笑んで立っている。

「危ないよ、そんなに身を乗り出して井戸を覗き込んだら。中に何がいるか分からないんだしさ」

「……失礼いたしました、藍龍公パーシヴァル殿下」

　彼は、編んだ亜麻色の髪の毛先に指を遊ばせながら、「珍しいね」と微笑んだ。

「何か大事なものでも落とした？　手伝ってあげようか」

　がたがた震ふるえ、声も出せずに固まってしまったラナを背後に庇かばい、フェルは彼に首こうべを垂れた。

「ありがとうございます、藍龍公。水みず汲くみの途中に、落とし物をしまして。貴とうといおかたの手を煩わずらわすこともありません。ではこれで……」

「水汲み？　桶おけも持たずに？」

「……っ」

　彼は微笑んで、フェルの手元を指さした。

「……落としたのは桶なんです」

「そう。二人とも？　両手ぶん、どちらも？」

「四つ全部ドボンです。驚きました。人生、何をしでかすか分かりませんね」

　無理のある言い訳だが、パールは微笑んだまま聞いている。

（長なが居いは無用だわ）

「改めて、失礼いたします。……ラナ、行こう」

　小声で友人に囁ささやき、フェルはその手を引こうとした。

　──途端に。

「それで、呪いを解く鍵かぎは見つかったかな？　フェルディア」

　かけられた言葉に、フェルはぎくりと足を止める。

（なんで、今わたしの名前……）

「キリヤが知ってるんだ。おれが知らないはずないでしょ」

（何を言って……）

　ぞわ、と足元から寒さむ気けが這はい伝う。

　心臓に棘とげだらけのイラクサが絡からまっていくような、脊せき髄ずいに氷の柱を突き入れられたような。強烈な違和感と痛みに、フェルは頭を押さえてふらついた。

　せめてラナだけでも逃がさないと──そう思ったところで、「押さえててくれるかな」と彼が唇を動かした。

　急にがしっと肩を摑まれ、両腕が捕とらわれる。息を吞み、信じられない気持ちでフェルは隣を凝ぎよう視しした。

「ら、ラナ？　なんで……」

「ごめんね、フェル？　動かないで」

　困ったように笑い、ラナはこちらを見ている。

　まったくいつもと変わらない調子だ。

「ユアンといい、呪いのかかりが悪いのが何人かいるみたいだったからさ……さっきジル兄上の離宮にお邪じや魔ましたんだけど、偶然行き合わせたから、ちょっとね」

（まさか、さっきお茶を捨てに行った時!?）

　パールは──『パール』を名乗る何かは、無む邪じや気きに肩を竦すくめた。不意に思い出す。花ペル霊ヒトの剣舞の晩のことを。

（そうだ。ユアンさま、時間に遅れてきた理由を、『人に会ってたような』ってすごく不確かなこと言ってた）

　ただの若者言葉扱いしてすみません。あれはひょっとしなくても、パールに会っていたのかもしれない。そこで、こんな風に襲われた、のだとすれば──？

　ちゃぷ、と深い井戸の底から水音が響く。ひやりと背筋が冷えた。

（なんとか無理やりラナだけ押さえ込もうと思えばできるけど……あやまってここに落としでもしたら）

　残る手段としては。

　この夕暮れ色の双そう眸ぼうには、呪毒に込められた呪いを浄じよう化かし、解き放つ力がある。

（きっと、この人が彼女にかけた呪いは『わたしを捕まえろ』って内容だ。だから、逆を唱となえれば、きっと呪いが解けるはず……）

「ラナ。あなたに、わたしを捕らえることはできない」

（お願い。正気に戻って！）
















　一音一音が相手に沁しみ入るように、フェルは、自らの両目に力を込める。瞳の茜あかね色いろが、ぼうっと淡く輝きを帯びた。それがまるで、呪毒を含む夕輝晶そっくりな鮮やかさであることに、自身は気づけない。

「う、……」

　一瞬、命じられたラナは呻うめき、フェルの肩を摑む手を緩めたが。

「駄目だよ。命じているのはおれだ。捕まえて」

　笑い含みに、パールが重ねた瞬間、再びラナは指を肩口に食い込ませてきた。先ほどよりも、ずっと強い力で。

（噓……!?　打ち消された!?）

　こんなことは初めてだ。だって、今まで、どんな毒だってフェルが命じれば必ず浄化できたはずなのに！

「驚いてるね。そりゃそうか。……両目の力が効きかないのは初めてかな？」

（!!　どうしてそれを……そんなことまで知ってるの!?）

　くすくすと。

　愉たのしげに、亡き者の姿を取る青年は続けた。

「きみの力。呪いを浄化する力だとでも思った？　あてが外れて残念だったね。きみの力は、別におれの力と相あい反はんするものじゃないんだよ」

　肩を揺らす青年を睨にらみつけると、掠かすれた声をなんとかひねり出し、尋ねる。

「何者なんですか、あなたは」

「何者か、ねえ……」

　問い質ただすフェルに、青年は首を傾げる。

「すっごく教えてあげたいけど、制約があって、おれの口からでは無理なんだ。クロウ兄上は、よっぽど用心深くきみを守ってるんだね。でも、それもいい加か減げん、綻ほころんできつつある」

　動けないフェルに、彼は一歩近づいてきた。また一歩。

「だから……祝福を、あげよう。夕暮れの姫」

　彼はフェルの顎あごを指先で上向けると、軽く前髪を搔き上げる。それから、ごく自然に、その額にくちづけた。

（……！）

　ひやりと冷たい唇の感かん触しよくに、肌が泡あわ立だつ。まるで、毒液を垂たらされたような、強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんが襲おそってくる。

「放して!!」

　一声叫び、フェルはとっさに身をよじる。井戸のことなど、頭から飛んでいた。

　いきなり足元を抜かれるような、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんがある。切り取られた円まるい空。足を踏み外したのか。まっさかさまに、深い井戸へと。

（う、……っ）

　指が宙ちゆうを搔かく。縁には届きそうにない──墜おちる！




「──フェル!!」




　諦あきらめが胸によぎった瞬間、呼び声とともに、がくん、と腕を摑まれた。

　肩を襲う鈍どん痛つうよりも、安心感が先立つ。なぜなら、今自分の腕を摑んで間かん一いつ髪ぱつ引き止めてくれたのは。

（旦那さま！）

「クロヴィス殿下!?」

　とっさに呼び方を間違えかけたが、そういえば今は召使の扮ふん装そう中だった。危ない。叫んだ拍子に、ぶらん、と頼りなく足が宙を蹴けった。

「……よくよく妙なことに巻き込まれる。お前は」

　軽々と引き上げられ、フェルは地面に尻もちをつく。こんにちは懐かしい地面。この際、接せつ吻ぷんしたい気分だ。

　井戸の脇には、ラナが倒れ込んでいる。フェルは慌てて彼女を助け起こした。気を失っているが、外がい傷しようはない。

「あの、一体どうして殿下がここに……」

　フェルが、呆ぼう然ぜんと尋ねた瞬間。

　顔を風圧が打った。眼にも留まらぬ速さで黒い疾しつ風ぷうが駆け抜ける。銀光が閃ひらめき、『パール』の喉のど笛ぶえめがけて襲いかかった。

「おっと」

　紙かみ一ひと重えで兄の剣けん戟げきをかわすと、彼は唇の端はしを吊つり上げた。ぱさ、と切っ先の掠めた亜麻色の髪が散る。

「あはっ……まだまだ。気合が足りないね？　やっぱり、怖いかな？　もう一度、弟を殺すのは」

　ひと房ふさ不ふ揃ぞろいになった髪をつまみ、微笑んだパールに、眉み間けんに深い皺しわを寄せたクロウは答えない。ただ歯を食いしばり、獣けものが唸うなるように、低く「失うせろ」と呟いた。

　その手に握られた大ぶりな長剣を見て、フェルは「あ」と息を吞む。

（モルドレッドの剣！）

　初代皇帝、モルドレッド＝エルラントが所有していた武器。

　燐りん光こうを発する大粒の青い夕輝晶を柄つかに嵌はめた、古い剣だ。細工はくすみ、あしらわれた宝石も雲くもっているが、鈍にぶく光る刀とう身しんは獲物を見つけて狂きよう喜きに輝いているようだった。

「いちいち庇って、たかが召使なんかにずいぶんご執しゆう心しんだね。どうしたの？　クロウ兄上ってば」

「……失せろ、と言ったのが聞こえなかったのか」

「はいはい。しょうがないなあ」

　くすくすと笑い声をこぼし、軽い調子で応じる弟に、クロウはあくまで硬い表情を崩さない。

　兄弟で、あんなに愉たのしげに語らっていたのが噓のようだ。煮えたぎる怒りを押し殺すような苛か烈れつな瞳で、彼は『パール』を睨にらんでいる。

　一方の『パール』も、口元は微び笑しようを湛たたえつつもクロウの構えた長剣に冷たい視線を注そそいでいたが、しばらくすると「目的は果たしたし、まあいっか」と息をついた。

「本当に相変わらずだよね、クロウ兄上。あなたの護まもり方って。大事にするのもいいけど……そろそろ限界じゃないかな？」

「……黙れ」

　低く押し殺した恫どう喝かつに、「怖いね」とパールは笑い、今度はフェルを見た。

「こちらではどうだか知らないけど……おれたちにとってブルーベルの花言葉は、『きっとあなたを連れていく』なんだ」

「え……」

　彼は、今度こそ背を向ける。ひらひらと手を振って、最後にこう言い残した。

「じゃあね、フェルディア。また会おう？　……きっと二日後には、視みえる世界が変わっているよ」

（二日後……？）

　先ほどの口づけの厭いとわしさが甦よみがえる。ぞわりと悪お寒かんが走り、フェルは唇を嚙みしめた。




　やがて、完全に藍色の背が木立の向こうに消えてしまうと、フェルはおそるおそるクロウを見た。

「あの、クロヴィス殿下、今のは……、っ!?」

　尋ねようとした瞬間、強く両肩を摑まれる。

「フェル。怪け我がはないな。お前、あいつに何をされた？」

　恐ろしいほど真剣な群ぐん青じようの双そう眸ぼうが、目の前にある。思わず、しどろもどろになった。

「はい？　えー、と。五ご体たい満足ですし、な、何もされてな……あ、いや。額に、くちづけ的なものを……祝福とかなんとか」

　なんとなく直接言うのが嫌で、『的な』をつけてぼかそうと試みたが、彼はそこで盛せい大だいに顔をしかめた。続けて、フェルの頭を上からがしっと固定すると、予告もなく手の腹でごしごしと額をこすりにかかるではないか。

「い、いたい、痛いですって殿下！　額の皮がむけます！」

（というかヅラがズレます！　やめて！）

　慌てて飛とび退すさって抗こう議ぎする。とはいえクロウのほうは、まったく無意識の行動だったらしく、「あ、ああ。すまない」と珍しくうろたえた。

　やがて、彼はぐしゃぐしゃと自らの黒い前髪を搔き回し。

「……無事でよかった」

　小さく呟つぶやくと、とす、とフェルの肩口に額を押しつけた。

（うわ、ふ）

　距離こそ近いが、その仕草は、純じゆん粋すいにフェルの無事を確かめているようで。ドキドキするより、申し訳なくなってしまう。

「すみません、ありがとうございます。へまをして井戸に落ちかけてしまって……でも、どうされたんですか？　こんなところに殿下がお一人で」

「それは、ケ……いや。偶然だ」

　クロウはフェルの肩から額を離し、何か逡しゆん巡じゆんしていたが、はーっと大きくため息をつくと、フェルのほうを見ずにふと呟いた。

「フェル、お前なら」

「？」

「自分が小鳥だったとして、出なければ安全かもしれない鳥とり籠かごと、出れば確実に猫ねこや蛇へびがいる外と。どっちが好きだ？」

「外です」

　藪やぶから棒ぼうに、いきなり妙な質問をするなあと思いながらフェルは即そく答とうする。

「だって、鳥籠の安全は絶対じゃないんですよね？　それじゃ、何も分からずに食い殺されるのを待つより、自由に空へ羽ばたきたいですよ」

「……お前なら、そうだろうな。そうだな……」

　その答えにクロウは頷うなずくと、こんなことを最後に付け足した。

「ずっと不実に接してきた相手がいる」

　隠すことが守ることだと信じていたから、と。

「けれど、そろそろ次の岐き路ろにさしかかっているようだ。……このまま騙だましきるか、もっと別の道を選ぶかの」

「あの、殿下。それってひょっとしなくても奥方さまのこと……っ！」

　とっさに喰いついてしまうフェルの口を、クロウは「そこまで」と手のひらで塞ふさいでしまった。

（そこまで、じゃない！　その二に択たく、どっちを選んだの!?　そこから先が重要なのに！）

「もしお前が彼女に会う機会があったら、伝えてやってくれないか。……鈴すず蘭らんを渡しただろう、と。……戻ろう」

　彼はそれ以上、何も『召使』に語る気はなさそうだった。ラナを抱き上げさっさと歩いていく。仕方なく、フェルは彼の広い背に従った。
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「……ねえ、ラナ。このエルラントの皇子さまは、全部で何人？」

「は？　いきなり変なこと訊かないでよね。六人、でしょ？」

「そ、だね」

　離宮に戻ったのち。

　目覚めたラナは、改めての問いに、さも当然のように答えた。フェルは微笑んで頷く。「変なこと訊いてごめんね」と。

　ほかの侍女もみんな同じだ。『知らずの理』は、あっという間にフェルの築きずいた自じ陣じんの中まで侵しん食しよくしてきた。

（やっぱりか。これでまたひとつ、堀ほりを埋うめられちゃった……）

　誰も彼も信じられない。そろそろ戦せん意い喪そう失しつして、白しろ旗はたを掲かかげたくもなりそうなものだが、フェルにはまだ負けられない理由がある。

（旦那さまは？　あの人の真意を知るまで、まだ諦めない）

　──ずっと不実に接してきた相手がいる、と。召使のフェルに、彼は言った。

（ハッキリ分かった。旦那さまは、やっぱりパーシヴァルさまの噓に騙されていないし、騙されたがってもいない。でも、事情説明求めたら『鈴蘭を渡したから分かるはず』なんて、意味不明のゴリ押しをしてくる時は、何も話す気がないわけだから、妻の格かつ好こうで正面きって尋ねても情報を引き出せない）

　夫の隠し事のやり口が分かるなんて、短期間でいやな感じに夫婦らしさが出てきたものだ。どうせ夏までの仮かり初そめの関係だというのに。

　花か瓶びんに活けられた、彼のくれた小さな鈴蘭を指先でつっつく。

（そうだ。花言葉っていえば、あの人とあの人も……）

　まだ、「誰も彼も信じられない」わけではないじゃないか。

　クロウと同じく、騙されてもいないのに、騙されたふりをしている噓つきたちが、この離宮にはほかにもいるのだ。

（旦那さまが朝ちよう議ぎから帰ってきてるってことは、そのほかの面子も同じと考えていいよね。よし）

　取り次ぎはあえて出さない。誰にも気づかれないよう動かなければ。

　召使から姫君姿へと戻ったフェルは、夜になるのを待って、ひっそりと次なる行動を開始した。
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　──その部屋の扉は、叩く前に開いた。

「うむ。そろそろ来ると思っていたぞ。はてさて、実は私の頭がまともじゃなくなったのかと思って心配していたのだよ」

　部屋の中で待たい機きしていたジルフォードが開口一番言ったのがそれだ。「お言葉ですが。まともじゃないのは以前からじゃないでしょうか」という、それこそまともなミゼ──ジルフォードの忠実な女護衛の突っ込みを、彼は軽かろやかに高笑いで流したものだ。

　応接用の長なが椅い子すに向かい合わせに腰掛けると、給きゆう仕じが誰もいないことに気づく。

　部屋にいるのは、フェルとジルフォードのほかは、壁かべ際ぎわに立つミゼだけだ。

　テーブルでほこほこと湯気を立てるのは、薔ば薇らで香りづけした花茶。素そ朴ぼくな黒こく糖とうのサブレや、レモンピールの砂さ糖とう漬づけを使ったゼリー菓が子しなどを眺めていると、ジルフォードが苦く笑しよう交じりに注ちゆう釈しやくをくれる。

「嫁。この菓子も茶も、エルラント中央教会から取り寄せた清水しみずで作っている。皇宮の井戸からは汲くみ上あげていないから安心していいぞ」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出され、フェルはほっと息をついた。では、彼は、フェルがなんのために彼をおとなったか、理解しているのだ。

「気付いておいでだったんですのね。井戸水のこと」

「ああ。愚弟ほどではないが、私も呪毒についてはそれなりに調べたからな。……どこのどいつか知らんが、悪趣味な呪のろいをばら撒まくものだ。よりによってパールを持ち出してくるなぞ……正直、この私も怒りで腸はらわたが煮えくり返っている」

　低い声で呟くジルフォードは、片頰こそ吊り上がっているが目が笑っていない。まったくだ、とフェルは深く頷うなずいた。

「ということは──ミゼも無事なのですね」

「幸いにしてな。とはいえ、どいつもこいつも何を考えているやらで、まるで毎日終わらない仮か面めん舞ぶ踏とう会かいに放り込まれている気分だった。それにしても、よく気づいたな」

「それは、このかたのおかげですわ。……もう出ていらしても大丈夫ですことよ」

　フェルはにっこり笑って、窓に向かって声をかける。分厚い緞どん子すのカーテンの奥から、音もなく滑すべり出てきた若草色の上着の人物に、ジルフォードが「おや」と声を上げた。

「これは、景けいの密みつ偵ていどのじゃあないか。いや、使者どの、と呼んだほうがよかったかね？」

「黒龍城家令、でいいですよ。自分め隙すき間まは大好きですが、今回ばっかりはもう少し早くお声がけいただいてもよかったですねえ。そこでミゼルカ殿が、カーテンの裏に潜ひそむ不ふ審しん者しやをいつ退たい治じしようか刃やいばを構えているのが分かったもので、生きた心地ここちもしませんでした」

　ため息をつくケイと、投とう擲てき用ようの短剣をしまうミゼに、フェルは苦笑する。

「どなたが無事か判はん別べつできたのは、ケイさまのお花と、ジルフォードお義兄さまの機き転てんのおかげです。でも、最初、ケイさまには結構本気で焦あせりましたのよ？　以前教えてくださったノッペ・ラ・ボーの話が頭をよぎりましたわ」

「ははは！　それは東方商人冥みよう利りに尽つきますねえ！　まあ、あの時は周囲に人の目がありましたのでね。仕方なかったのですよ」

「そういえばざわざわしていましたわね……」

　──〝奥方さまには、儀礼の前にお会いしたきり〟

　そのひと言が決め手だ。善悪の花霊ペルヒトの剣舞のあと、回かい廊ろうで、フェルはケイと「皇子は六人だ」という会話をしている。それを意図的に省はぶいて告げたのは、つまり、「自分は呪毒にやられていない」という合図だと分かった。

　そして、次がジルフォード。彼は遊びにかこつけて、フェルに花言葉を使って密ひそかに真意を伝える場を作ってくれたのだ。

「お義に兄いさまのくださった花ですが……ナナカマドは魔ま除よけ。合ね歓むは『保護』。そして、ランタナは『協力』を。それぞれ表しますわね」

　皇宮に入っている化けものから、あなたを守ろう。そして、退治のために協力したい。

　彼から贈られた花には、そういう意図が込められている。

「ヨミのヘムロックは謎だな。あれの意味は『あなたは私の命取り』だ。嫁が命取りとは、どういう意味だろうな？」

「僭せん越えつながら。ジルフォード殿下の仕掛けた遊びの真意に気づかれているのは、おそらくはここにいる人間のほかは、『花言葉に託たくした』と明めい言げんしたクロヴィス殿下だけなのでは。ヨミ殿下は、適当に流しただけで、深い意味はないかもしれません」

　顎に手を当てて考え込むジルフォードに、ミゼが静かに言いい添そえる。

「たしかにそうだな！　では、ますます愚弟その二の意図が不明だぞ。鈴すず蘭らんをどうして選んだものかな。あの花言葉は、『幸せの再来』ともうひとつ……」

「『無む垢く』ですわよね」

　ラナに習った意味を、フェルは確認する。

　その答えについて、「鈴蘭を渡しただろう」と、彼には言われた。

（彼の気持ちが、花言葉に託されているとすれば）

「無垢、なあ。どういうことだろうな。ふうむ。私の見立てでは、あれのおつむもまともなはずなのだが……」

「わたくしが思うに──『何も知るな』、かしらと」

「なに？」

　自分で言ってしまったあと、一いつ拍ぱく遅れて衝しよう撃げきが来た。そういうことかと唇を嚙むフェルに、ジルフォードが怪け訝げんそうに尋ねる。

「どういう意味かね？　嫁」

「無垢さがそのまま知識のことを指すのなら……」

（きっと彼が決断したのは、秘密を打ち明けることじゃなくて）

　このまま、噓を貫つらぬき通すこと。

　──では彼は、何も話してくれる気はないらしい。

「ふむ」

　ジルフォードは膝の上に両りよう肘ひじをつき、組んだ手に顎を乗せた。それから、目を眇すがめて問うてくる。

「それを愚弟自身が願ったとして。──嫁。きみはどうなのだね」

「え？」

「知りたいと思うか？　と問うているのだよ」

　何も知るなと彼が願いを花に託たくしているのなら、それを尊重すべきか否か。

　明らかに異常な事態が起きていて。

　そして、それを打開するために、自分にできることがあるかもしれなくて。

　夫の願いが先か。それとも、自ら知るために動くことを優先するか。

（中央教会では、……『隠し事なんて上等だ』って思ったし、それで彼に対する信頼が揺らぐことなんてない。むしろ、逆だ）

　痛いくらいに、彼の気き遣づかいが分かるからこそ。

「わたくしは……わたしは。実は皆さまに、ご協力をお願いしたくて来たのです」

　フェルは顔を上げ、その場にいる全員を見渡した。
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　──〝兄上のせいじゃないよ〟

　幾いく度ども、幾度も夢に見た。

　剣に貫つらぬかれた身体からだは、この腕をすり抜けて鮮せん血けつに沈む。その光景を、繰り返し。

　──〝目の前が……真っ暗なんだ。兄上、……そこに、いる？〟

　色の失うせた瞳ひとみを茫ぼう洋ようと宙ちゆうに向けて。無む駄だと分かっていてなお、溢あふれる血を止めようと足あ搔がくクロウの手に、彼は自みずからのそれを重ねた。もういいよ、と微笑ほほえんで告つげる声は濁にごり、途中から紅あかいものが混じる咳せきと化した。

　──〝そば、に、いられなく、なって。ごめん。生きて、いられなくって、ごめん。たとえ身体は朽くち果はてても、魂たましいは、ずっと、あなたを守り、祝福しつづける……〟

（行くな。いくな、逝いくな──パール……！）

　願いは叶かなえられなかった。光を失った眼めに震える手をかざし、そっと閉じてやったことは、つい昨日のようで。

　最さい辺へん境きようティカルの地で、命より大切な同母弟おとうとを喪うしなった瞬間から、心に大きな風かざ穴あなが開いた。

　あれから三年。

　今、目の前に立つ『弟』は、明るい笑顔こそ以前のままだが、三年という歳さい月げつ相そう応おうに背も手足も伸び、精せい悍かんな顔立ちの青年になっていた。立りつ派ぱになったその姿を、さぞ誇ほこらしく思えたことだろう。

　ただし、──まともに生きていればの話だ。
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　時は、少し遡さかのぼる。

　──善悪の花霊ペルヒトの剣けん舞ぶの直後のことだ。

「どういうつもりだ」

　クロウは演者用の控ひかえの間まに入るなり、『それ』の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。ここなら、どうせ誰も見ていないし聞いていない。

「どういうつもり、って。何が？」

　微笑んで小首を傾かしげ、『それ』はさも不思議そうに問うてくる。明らかにこちらには害がい意いがあるというのに、慌あわてるそぶりも抵抗する様子もない。それが、余計に不気味だった。

　相手を壁に叩きつけ、そのまま押おし潰つぶすように喉のど笛ぶえを拳こぶしで圧あつ迫ぱくする。

「けほっ、苦しいってば、兄上」

「……汚けがらわしい舌で俺を兄などと呼ぶな。その顔で！　その声で……！」

　よくも、よくも、よくも！

　なんということをしてくれた。

　過ぎた怒りは灼しやく熱ねつを生むのではなく、全身が氷のように冷え切るものなのかと、クロウは他ひ人と事ごとのように思う。

「なに怒ってるのさ。久しぶりの再会なんだから、喜んでくれてもいいのに」

「……しらじらしい」

　その頰ほおを殴なぐり倒たおしたい衝しよう動どうを紙かみ一ひと重えの理性で抑え込み、奥歯を砕くだけるほど食いしばるクロウに、彼は快かい活かつに笑んだ。

　亜あ麻ま色いろの髪。あたたかな、命を育はぐくむ海の色の双そう眸ぼう。優しく朗ほがらかに笑う、太陽のような弟そのものの姿。

「出て行け」

　ティカルで眠るその屍しかばねを掘り起こしたのだろうか。魂を喰くらって取り込んだのだろうか。すべてがあの女リグレインの奸かん計けいだとすれば、どこまで愚ぐ弄ろうすれば気がすむのだ。

　脳のう髄ずいを搔かき乱す感情の荒波をそのままに、クロウは咆ほう哮こうのごとく『それ』に命めいじる。




「そこから出て行け、今すぐにだ。──妖よう精せい王おう！」



















「……あはっ」

　鋭するどい声こわ音ねと、帛きぬを裂さくほどの気き迫はくにわずかに目を瞠みはると、パールの姿をした『それ』は愉たのしげに噴き出した。

「兄上ってば。……やだな、おれはパールだよ？　あなたの弟の、パーシヴァル＝エルラントだ」

「戯ざれ言ごとに応じてやるつもりはない。二度目の警けい告こくをする気もだ。貴様を葬ほうむる武器も、都合よくこの手にある」

　儀ぎ礼れいの間も離さず腰に下げた『扉』──モルドレッドの剣をクロウは示してみせた。

　その瞬間、『それ』はいかにも嫌いやそうな顔をする。

「物ぶつ騒そうなもので脅おどさないでよ。おれ、その剣嫌いなんだ」

　その台詞せりふで悟さとる。伝承どおりこの剣は、やはり『妖精王』にも効きくのだ。

　だが、実際に剣を振るうことはできない。なぜなら──

　クロウの逡しゆん巡じゆんを見て取ったように、「抜けないよね」と『それ』は笑った。

「その剣、使うと『パール』も消えるもんね？　それとも……今生きている自分の妻を守るためだったら、死んだはずの弟が今さらどうなろうと知ったことじゃないかな？」

「……」

「ずいぶんひどいこと考えるなあ。でも、昔からそうだったもんね、兄上は」

「……なんだと？」

「なんでおれが、わざわざ脆もろい人間の器など使っていると思うの？　おれをここに呼んだのはリグレイン妃ひだ。おれはたしかに『妖精王』だよ。でも、それ以前にパーシヴァル＝エルラントだと、さっきちゃんと言ったよね？　……『パール』自身が、おれと融とけ合あうことを望んだんだよ」

　パールの魂に呼びかけられ、引き寄せられて同化したのだと告げる『それ』に、クロウは「馬ば鹿かな」と気け色しきばむ。

「その姿で弟を語るな。貴様に何が──」

「分かっていないのはあなたのほう」

　言葉は半なかばで遮さえぎられる。ぞっとするほど冷たい声音だった。

「知った風におれを語らないでくれるかな。あなたは……父上と同じ瞳という比ひ類るいない皇こう統とうの証あかしを持っていて、誰よりも強くて有ゆう能のうで。あなたはおれの自じ慢まんで、その背を見ることは誇らしくて。おれの前にはいつも必ずあなたがいた。不ふ義ぎの子と指さされ、蔑さげすまれるおれの前に、いつも……」

　知らなかっただろ、と。

『パール』は笑みを崩さず、クロウに告げる。

「護る、って？　大した欺ぎ瞞まんだよね。おれは、あなたに奪われてばかりだった。地位も、名めい誉よも自じ尊そん心しんも人生も、すべて。憎にくかった、ずっと。ずっと、ずっとずっとずっと、おれはあなたを殺してしまいたかった！」

（吞のまれるな）

　クロウは拳こぶしを握り固め、糾きゆう弾だんに耐える。

　これは、パールではない。

　弟の姿をしている、ただの化けものだ。すべて、こちらの動揺を誘っているだけ。だから何を言われようと、気に留とめることなどない──そのはずなのだから。

「普通に話したんじゃ、信じてもらえないみたいだね？　噓うそじゃないんだけどな。どうしよっかなあ……」

　動じぬよう歯を食いしばるクロウに、「あ、そうだ」と『パール』は手を叩く。

「あなたが……十三歳の時だったっけ。南方の毒どく蜘ぐ蛛もにやられて、生死の境さかいをさまよったことがあったよね。往おう生じよう際ぎわが悪いったら、芋いも虫むしみたいにみっともなく転がってげえげえ胃液を吐いてさ。懐なつかしいなあ……」

（ヨミが、教えたのか？）

　第六皇おう子じがリグレインのそばにいたことを知っているクロウは、一瞬、その関与を考えた。しかし、先読みするように「違うよ」と否定される。

「残念だけどヨミじゃない。全部、おれ自身の記き憶おくだ。あの時、あなたは木炭と熱湯の応急処置で、九死に一生を得えた」

　そこまでは、さすがにヨミでは知り得ない事実だ。

　絶ぜつ句くするクロウに、さらに容よう赦しやない追つい撃げきが来る。

「兄上は母上のしわざだと思ってたようだけど……あの毒蜘蛛、実は、仕込んだのはおれだって言ったらびっくりする？」

「……な……？」

　一瞬、時が止まる。

　クロウは息を詰まらせたが、即そく座ざに反はん駁ばくした。

「でたらめを抜かすな！　パールは、毒に冒おかされて苦しむ俺を、眠りもせずに看みてくれた。それで助かったんだ。それを……」




「だよね。だからさ──疑わなかった、だろ？」

「……──」

「まさか、毒を盛もった本人が、必死に看病してるなんて思わないもんね！」




（……そんな）

　今度こそ言葉を失うしない、立ち尽くすクロウに、『妖精王』──否いな、パールはふわりと微笑みかけた。

「いい瞳だね。絶望した？　あなたの見ていた弟なんて、最初から幻げん想そうだったんだよ」

「……パールを、侮ぶ辱じよくするな。化けものが……！」

　──それはほとんど、衝しよう動どうだった。

　クロウは『扉』の剣を鞘さやから払う。目の前の青年の喉のど笛ぶえに、白はく刃じんを突き込む──刹せつ那な。

「おれを殺すの、兄上」

　それはなぜか、恐ろしいほど懐なつかしい声音で。

「……!!」

　ギィン、と腕に重い振しん動どうが伝わる。金属が石を打つ、独特の共きよう鳴めい。亜麻色の髪の頭部を斬きり落とすはずだった剣は、その首筋ぎりぎりで壁に突き立っていた。

（なぜ）

　クロウは呆然とする。かたかたと腕が震え、額から汗が噴き出す。まるで、全速力で長い距離を駆け抜けたあとのように心しん拍ぱくが乱れ、肺は呼吸の仕方を忘れたように引ひき攣つれた痛みを発する。

（こいつはパールじゃない。そのはずなのに……なぜ!!）

　これは、誰だ？

　本当に、『妖精王』なのか？

（俺は──パールに憎まれていた？　あいつを守っているつもりで、俺は──）

　無む邪じや気きで、明めい朗ろうで、優しくて、太陽のような弟。

　命よりも大事な弟。死の間ま際ぎわまで、この身を案じてくれた。

　思い出の中の笑顔が、黒く塗ぬりつぶされ、何も思い出せなくなる。

「あは。殺せない、んだ。あはは。面白いね。しかたない人だなあ……」

「……何が、したい。これほどのお膳ぜん立だてをしてまで、パールの顔で皇宮に潜り込んで」

　顔のすぐ脇に刺さった白刃を横目で見やる『それ』に、クロウは掠かすれた声で問う。

「え？　そんなの簡単だよ。報ほう復ふくだ」

　さらりと、何でもないことのように彼は返す。

「報復……だと？」

　エルラントとユナイアの戦いくさは、『妖精王』の報復。

　この帝国は、夕暮れの姫をユナイアが隠いん匿とくするたびに襲おそいかかる仕掛けの、巨大な装置。

　──〝黒龍の庭は、赤い病やまいに冒おかされる〟

　王の花嫁を奪ったクロウは、たびたびその言葉を耳にしていた。城下に流れる奇き妙みような噂話であり、かつ、妖精王に従したがっていたキリヤがよこした警告文でもある。

「俺が、お前の花嫁を奪ったからか？」

「そうだね。それももちろんあるよ。でも、今はあんまり、おれ自身の意思じゃないかな。だって、あなたに、苦しんでほしい……って、『パール』が言うんだ」

　苦しんで、泥の中を這はいずり回って、五ご指しで咽の喉どを搔かきむしって、自ら死を望むほどに。

「クロウ兄上には、この世の地じ獄ごくを味わってから死んでほしいって、あなたの大切な大切な弟が言うんだ。ここで」

　パールの顔をした化けものは、とん、とん、と自らの胸を軽く指で叩いた。

　──ちょうど、彼が貫かれたはずの心臓の位置を。

「これは報復。花嫁を奪ったあなたへの。そして、おれからすべてを奪い続けてきたあなたへの」

　歯を食いしばるクロウの顔を覗のぞき込むようにして優しく微笑みかけ、パールは続けた。

「ちなみにね。せっかくの剣だけど、単純にちょっと斬られたくらいじゃおれも死なないよ？　痛いし怪我はするけどね。仕し留とめ損そこねたら、弟に理由もなく斬りかかった罪状であなたはおしまいだし、そうするとお嫁さんの身辺は本当にガラ空きになっちゃうね」

　妖精王を、本物のパールの魂ごと確実に葬ほうむる覚悟がなければ、フェルには、この『パール』が何者か話せない。

「安全のために、彼女に何も知らせたくないんでしょ？　それじゃあなたは、おれが用意した舞台で踊るしかなくなるね？　だって、『パール』が死んだものだと認めれば。妖精王のこと、国の成り立ち、何もかも彼女に話さなくちゃいけなくなるもんね？」

「……っ」

　それはつまり、周囲と同じく、自分も彼を『パール』として認め、扱あつかうふりをしなくてはいけないということ。

　すべてはフェルを守るために。彼女を、真実から遠ざけるために。

　屈くつ辱じよくと、憎ぞう悪おと、怒りと、困こん惑わくと。

　すべてがないまぜになって腹の底で渦うず巻まく。ぶつ、と嚙かみしめた唇くちびるの端が切れ、赤い血が一ひと筋すじ顎あごに伝った。

「あなたは正しい。……頭のいい兄上なら、そうするしかないって分かるよね？　おれと一緒に、幸せな道どう化けになってよ」

　兄弟たちの足音と、楽しげなさざめきが近づいてくる。

「ほら、みんな来ちゃったよ。今こん晩ばんを境に、非日常が始まる。ちなみにおれは、ふた月前に東方から戻ってきたことになってるから。あとはヨミやユアンたちのほうが詳くわしいかな」

　こんこん、と。軽やかなノックの音が、まるで絶ぜつ望ぼうの幕開けのように感じられた。ほら、蝶ちようつがいが軋きしむ。日常の住人たちがこの場に入ってくるまで、三、二、一……。

（反はん撃げきの手がかりは必ず見つける。だが、今は……！）

　拳こぶしを握りしめ、動かないクロウの両頰を手のひらで包み、正面から目を合わせて。

　パールはにこっと微笑んだ。

「春の祭りは長いんだ。──これからよろしくね、クロウ兄上」
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（……やらかした）

　剣舞の翌日。

　さすがに一夜明ければ平へい常じよう心しんも戻ってくるものの、昨晩は、さすがに芝居が貫けなかったと、クロウは自じ己こ嫌けん悪おに額を押さえる。帰って来た時に迎えてくれた、いつもと変わらない妻に、ほぼ本音のまま振る舞ってしまったものだ。彼女を守るためには、もっと綻ほころびのない噓で塗ぬり固かためてしまうべきだったのに。完全に後の祭りだ。

（フェルは気づいた、……だろうな。俺が呪毒に冒おかされてはいないことは）

　その証しよう拠こに、先ほどまで彼は、ほかでもないその妻に誘われ、彼女と兄弟合わせて六人で連れ立って市街地に千花絨毯インフイオーレを見に行ってきたところである。

（昨日の今日でさぞ脳内は大混乱だろうに、すぐさまあの『パール』に探りを入れるべく攻めに転じる根こん性じようには恐れ入る）

　──彼女は、本当に強い。だからこそ、自分のふがいなさに苛いら立だった。

（妖精王の報復より何より、まずは彼女を守らなければいけないのに）

　──〝噓も隠し事も上等ですわ。どうぞどうぞ、お好きに黙っておいでませ！〟

　エルラント中央教会で、フェルは自分にそう言ってくれた。

　妖精王と戦っていく上で、相手の知識を得ることは厳げん禁きん。付け込まれてフェルが奪われる。だからこそ、自分も心を殺して何も知らせずに過ごしてきた。

　──その言葉に甘えたままで、彼女に何も明かさずにいていいのか、と。

（それは、不実には違いない。正しくはない……んだろうな。このままでいるのは）

　足を止めてクロウはちらりと空に視線をやった。青空に舞い上がる白は、情報収集に向かわせたケイの鳩はとだ。呪毒に冒されていないことを確認できた家か令れいには、万一に備えて必要なあるものも密ひそかに入手させている。

　このままおとなしく踊り続けてやる気はさらさらない。呪毒の種類や感かん染せん経路は突き止めているし、反撃の手はずは整えつつある。

　だというのに。──昨夜からずっと、この心は、未いまだ同じ迷いに囚とらわれたままだ。




　──〝妖精王の器に選ばれた人間は、魂たましいごと消し飛ばされ、決して救われない〟




　フェルと別れ、朝議に向かう道すがら。城壁沿いの通路で少し前を歩く、長く伸ばして編んだ亜麻色の髪を眺めながら、樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド・第十一聖席オーゼンに告げられた知識が、耳の奥に木こ霊だまする。

（なぜ、お前なんだ。パール）

　別の誰かならいいわけではない。けれど、よりによって──なぜ！

　妖精王を仕留めるためには、弟の魂を犠ぎ牲せいにしなければならない。

　かつて最も大切だった人と、今、最も大切な人とを天てん秤びんにかける。生者か死者かなど、考えるまでもないはずだ。それなのに。

　──〝魂は、あなたを祝福し続ける……〟

　──〝ずっとずっと、おれはあなたを殺してしまいたかった！〟

「っ、……」

　思い出の中の弟の声は、新たなそれに搔き消されて濁にごる。今、抱いだくのは、弟にではない。自分への不ふ信しん感かんだ。

（おれは……本当は、パールに憎まれていた、のか？　いいや、違う。もし憎まれていたとして、……だから殺してしまいたいんじゃないのか？）

　フェルを守るためだという口実で。己おのれを怨うらみ、嫌けん悪おしていたという弟の真実の姿を直ちよく視ししたくなくて、その存在ごと葬ほうむり去ろうとしているのではないと、言い切れるのか──？

　身の内で暴れる感情に、肋ろつ骨こつがひしゃげ、血が逆ぎやく流りゆうする心地がした。いっそ胸を断ち割り、心臓ごと全てを引きずり出してしまえたなら。

（だが、俺はこいつを殺せなかった。……弟じゃないと分かっているのに。今も、こいつの中に、どうにかしてパールのかけらを見つけようとしている……）

　どうしたい。どうしようと、しているのだ。自分は──？

　こつ、と靴の爪つま先さきが小石に当たる。転がっていくそれを何げなく眺めながら、ふとクロウは尋ねてみた。周囲に人の目はない。

「なあ、パール」

「なに？」

「……キリヤは、人ではないそうだな。俺たちの言葉でいうところの、『妖精の取り替え子』なのだと」

「そうだね」

　彼はあっさり同意する。「暁あかつきの子の取り替え子だよ」と。

「では、もともと『キリヤ』になるはずだった暁の子は、どうなったんだ？」

「どうって、伝でん承しようどおりだよ？」

　決まりきったことを、とでも言いたげに、パールは肩を竦すくめた。

　ティカルの伝承によれば、暁の子は、塩をかけて刻きざまれて喰われてしまう。「まさか」と失しつ笑しようしたクロウに、パールは明るく笑んだ。

　それは驚くほど純粋で、透とう明めいな表情で。

「だって、仕方ないよね。……兄上も、咽の喉どが渇いたら水を飲むし、お腹なかがすいたら肉を食べるじゃない？　同じだよ」

「……」

　──クロウは声を失った。

　ああ。吐き気がする。

　弟と同じ顔で、同じ声で。同じ記憶を持つ、これは。

（目をそむけて、狂くるってしまえれば、いっそ）

　その先は言葉にならない。




　難なん題だいは、立て続けにやってくる。

　皇宮の御前会議の場は、やはり祝祭の始まりを境にがらりと様変わりしていた。どことなく不ふ穏おんな雰ふん囲い気きに満ちているのは、ロシュ家をはじめとする、反ユナイア貴族の台たい頭とうのせいだ。

「大だい商しよう路ろの建設は、たしかにユナイアの協力がなければできませぬが。しかし、その経けい費ひのほとんどをクルヴァッハ公こう爵しやくが賄まかなっていることは、どう考えてもおかしいのでは？」

「情けをかけてやった恩おんも忘れて、黒こく龍りゆう公こうから利り益えきだけ搾しぼり取ろうとは。セタンタ王はあまりに義を欠くのではないか」

　樫かしの長ちよう卓たくに頰づえをつき、クロウは、口々に叫ぶ初老の貴族たちを鋭く眺めやった。

　よく知る面メン子ツだ。一人は、ユアンとイグレックの伯お父じ、反ユナイア派貴族の急きゆう先せん鋒ぽう、ロシュ侯こう爵しやく。

（ロシュを使うとはな。なかなか嫌な細工をしてくれる）

　ロシュは、イグレックのせいで一時没ぼつ落らくの危機にまで直面したはずだが、どういうわけか会議の場で存在感を取り戻している。

（厄やつ介かいだな。反ユナイア貴族たちは、一年前にユナイアを徹てつ底てい的てきに潰つぶしておかなかったことをいまだに恨うらみに思っている。再戦はまだ相手の傷きずが癒いえないうちにすべきだと躍やつ起きになって）

「商路の落らく成せいと同時に、管理はすべてエルラントで行うべきでは」

「今後のためにはむしろ、ユナイアを攻せめ滅ほろぼし、接せつ収しゆうしてしまうべきではないか……」

（なぜこんなにユナイアを厭いとう。いったい、こいつらはどこまで『自分の意思』で動いているんだ？）

　エルラントとユナイアの対立構造。それは、エルラント建国当初から必然とされてきたものだ。妖精王がユナイアから『花嫁』を脅おどし取るために。

　歴史の中で塗ぬり重ねられてきたものとはいえ、その根深さに辟へき易えきする。クロウはそっと、手元の古びた長剣に視線を落とした。

　柄つかに青い夕ゆう輝き晶しようの輝くそれを残したのは、初代皇帝モルドレッド。ウーベルと同じく紅くれないを貴き色しよくにする伝説の建国の祖そだ。よりによって化けものの親玉と、子し々し孫そん々そんに禍か根こんを残す、なんとも罪つみ深い契約を交わしてくれたものである。

　推すい移いを窺うかがうクロウの前で、反ユナイア派の口調にはだんだんと熱が籠こもり、とうとう彼は口を挿はさんだ。

「たしかに商路敷ふ設せつは大事業には違いないが、クルヴァッハの財は潤じゆん沢たくだし、ユナイアにはこちらから手を差し伸べただけで、まったくもって搾り取られてもいない。二国間の和平が無ければ、竣しゆん工こうした商路の維い持じも難むずかしいだろう。黒龍公領の疲ひ弊へいを口実にユナイアを攻めろという話なら、見当違ちがいというもの。考え直していただきたい」

「私も黒龍公に賛さん同どうしよう。彼の許には、ユナイアから親しん善ぜんのためにシレイネ姫も嫁とついできているのだ。安あん易いな開戦に踏み切るべきではない」

　ジルフォードがすかさず援えん護ごしてくれる。そうだ、とほかからも賛同の声が上がった。対ユナイア穏おん健けん派の貴族たちだ。

『パール』の存在を認めたとはいえ、呪毒によってさすがに個人の主しゆ義ぎ主しゆ張ちようまで塗り替えられてはいないらしい。

（父上は、今のところ何か言ってくる気配はなさそうだな……）

　クロウは、最上座の父の顔を眺め、ほっとため息をついた。典てん型けい的てきな専せん制せい君くん主しゆであるウーベルの権力は絶対で、たとえ会議でうまく結果を導みちびいても、父の意向ひとつで一瞬で覆くつがえされかねない。

　ジルフォードのおかげで、なんとか事なきを得られそうだ──と思った瞬間だ。

「けど、ロシュ侯爵の言げんにも一いち理りありますよね」

（！　『パール』……）

　ぎくりと顔を強こわ張ばらせるクロウに微笑み、パールが控ひかえめに口を開く。

「商路建設には、クロウ兄上に仕えている東方帝国の使者さんだって絡からんでるんだし、エルラントとユナイアだけの話じゃないからね。商路の利り権けんについては慎しん重ちようになるに越したことはないんじゃないかな。今のユナイアに欲がなくても……この先何かを考えてくる前に、動きを封ふうじておくべきって考え方もできます、よね？」

　念のために兵の国こつ境きよう配はい備びを強化するぐらいは許きよ容よう範はん囲いじゃないかなあ、と彼が提案すると、しんと場が静まり返った。

「馬鹿な」

　クロウは失笑した。

「国境というのは、要するにクルヴァッハのことだろう！　これ見よがしに、おまけに皇帝直属群で警備を強化するなど、まるでセタンタ王を『あなたを裏切って開戦準備をしています』と挑ちよう発はつしているようなものだ」

　当然の反はん論ろんをしたが、そこで今まで黙っていたウーベル帝が、不意に口を開いたのだ。

「藍龍公に是ぜがあろう。では……クルヴァッハに紅龍師団兵を入れるものとする」

　重く低い声音が告げる。

（ここで父上か……！）

　それですべてがひっくり返る。クロウは奥歯を食いしばった。

　──そう。ロシュはじめ、反ユナイアの貴族が活かつ気きを得ているいちばんの要よう因いんは、宰さい相しよう候こう補ほといわれるパールが彼らにさりげなく肩入れすることだ。

　皇帝の信頼はパールに集中しているという噂は真実だと、クロウは思い知らされる。

（信頼？　違うな。……父上は、ほとんどパールの言いなりだ。だが、あっさり折れるわけにはいかない）

　喧けん々けん諤がく々がくのやりとりの結果、なんとか派兵の時じ機きを遅らせ、数を減らすところまでは成功した。

　嫌な汗をかかされたクロウは、御前会議のあと、すかさずパールを捉つかまえる。

「パール。なぜ、反ユナイア勢せい力りよくの発言を後押しする」

「そうかな？　おれは思ったことを言っただけだよ。っていうか、あの東方商人さん、クロウ兄上の家か令れいになってたんだね？　兄上はずいぶん鬱うつ陶とうしがってたし、意外な展開でちょっとびっくりしたよ」

「……話を逸そらすな、パール。反ユナイアに肩入れする理由を」

「おれが反ユナイアびいきかどうかはさておいて……兄上も、なんだか教会派とすごく仲が良くなったみたいだね」

　逆にパールから指摘されたクロウは、口をつぐんだ。

　教会がそもそも対妖精組織に端たんを発はつするゆえか、親教会派の貴族は、ユナイア穏おん健けん派はが多い。そして、教会嫌いなウーベルの尻しり馬うまに乗るべく、反ユナイアには反教会派が多いのだ。

（……それは、誤ご算さんといえば誤算だったな）

　父の紅龍師団を動かすため先日親教会派のあいだを駆け回ったおかげで、クロウは穏健派の中心になりつつあるのだ。

　気づけば皇宮内は、親ユナイアにして親教会のクロウ派と、反ユナイアかつ反教会派に二分されてしまっているらしい。

　それでも、一度謀む反ほんの疑いをかけられたクロウ側は劣れつ勢せいにあり、「ユナイアの戦後処理は生ぬるい」「商路を開くなら、東方帝国とエルラントが直接手を組んで道を管理したほうがいいからユナイアは邪じや魔ま」と、皇宮内の空気は再戦に向かっている。

（確実に、『妖精王の報復』が外堀から実行されつつある……）

　焦しよう燥そうが胸を焼くが、衆しゆう目もくがある。ここで口こう論ろんはできない。クロウはため息をつき、「……俺の話は以上だ」と断り、弟の脇わきをすり抜けようとした。

　身長も、髪の長さも、体格も近く。だが、黒と亜麻色。月と太陽。外見からしてまったく正反対の性質を持つ兄弟だ。

　すれ違いざま、ぼそりと太陽は呟いた。ほかの誰にも、聞こえない声で。




「優しい兄上。……絶望するのはまだ早い。あなたのすべてを奪ってあげる」




　ひゅっと自らが息を吞む音が、いやに大きく響く。

「……っ!!」

　思わずクロウが振り向いた時、相手は、すでに後ろ姿になっていた。

　大だい理り石せきの列れつ柱ちゆうが、藍の軍服の背にまだらに影を落とす。金銀の装そう飾しよく照明の吊つられた高い天てん井じように描かれたのは、魔を祓はらう樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド、種々の聖なる植物と、聖せい詩し篇へん、信しん仰こうを守るための剣。繊せん細さいな宗しゆう教きよう画がは、妖精に深く蝕むしばまれた国の皇宮には、どこか空そら々ぞらしい。

　藍あいの衣い装しように包まれた背が足音とともに遠ざかっていくのを、クロウは声もなく見守った。

「……おばかさんですね。下へ手たに、妖精の持ち物など横取りするからそうなるのです」

　こつ、と。

　近づいてくるかすかな足音に、視線だけ脇に向ければ、そこにはいつの間にか末の弟がぽつんと立っていた。整えてもいない、伸び放題の黒髪を指先で引っ張り、彼はぼそぼそと独ひとり言ごととも忠告ともつかないことを吐く。

「流れに逆らった者の末まつ路ろは悲ひ惨さんです。この国は人ならざるものの力で成長してきた。長いものには巻かれておいたほうがいい。……史し書しよをすべて読み、ぼくなりに真実に辿たどり着いて出した、答えがそれです」

　周囲には誰もいない。

　常人では知り得ない情報を、さらりと口にするヨミを、クロウは睨にらむ。その言葉は、彼が妖精王に服ふく従じゆうする者であることを示していた。

（……呪毒に操られた結果ならまだいい。だが、その台詞を聞くと……こいつは、正気なのか。まさか）

　自ら『パール』に入ったあれの下もとに侍はべっている？

「……ヨミ。お前は一体、パールに何をした？」

「ぼくに訊きかれましても。何かしたのはぼくじゃありません。あなたがたの母親でしょうに」

　ヨミは答え、ふああ、と大きなあくびをした。毒どつ気けを抜かれる、というよりなんの邪じや念ねんもなさそうな様子だ。相変わらず、さっぱり意図が読めない。

「よく、平気であんなものと兄弟ごっこができるな。へどが出る」

「その台詞、そっくりそのままお返しします。仲良し演技がお上手ですね。一瞬、本気でおつむをやられたかと」

　不ふ毛もうな毒の応おう酬しゆうののち、彼は「……いえ」と呟いた。

　角度を変えるごとにさまざまに色を遊ばせる不思議な黒青の瞳を、とろんとクロウに向け、ヨミは静かに問うてくる。

「そうですね。あんなに仲が良かったのに。ぼくはいつも、うらやましかったのに。そのあなたが、そんなにあっさり、パール兄上を諦あきらめられるのですか？　辱はずかしめられたままで」

「……死んだ人間は戻ってこない」

「そんなの当たり前です。言われなくても常識です。そして、常識はなべてくそくらえです。たかがアタリマエのひとつやふたつごときで手離せるほどの望みなら、最初から持ちません」

「……ヨミ。お前、まさか……」

　──〝取り戻したいものがあるんです。あなたには分かるはず〟

　察してはいた。ヨミは、パールをとても慕っていたから。

　その言葉に、末まつ弟ていは同意も否定もしない。代わりに問い返してくる。

「ぼくに訊く以前に。クロウ兄上は違うのですか？」

「俺は……」

「パール兄上が亡くなったことを知っている人は、もう皇宮には誰もいません。『いなかった皇子』は、死んだ痕こん跡せきさえ『なかった』ことになっているのですから」

　死んだ者を無理やり蘇らせるより、ずっと事は楽だった。世間に出生のお披ひ露ろ目めはされているのだ。その死を知っている人々の記憶を呪毒で書き替え、東方に遊学に出ていたことにすれば、つじつまは合う。そう語るヨミを、クロウは鋭く睨ねめつけた。

　今いるあれは、確かにただの化けものだ、とヨミはそう告げる。同じ姿、同じ記き憶おく、同じ口調、同じ所しよ作さ……巧こう妙みように似せられた、ただの偽いつわり。

「でも、似せられるということは。原形はどこかに残っているんですよ。だから、きっと取り戻せるはずです」

「……ただし、妻を生いけ贄にえに差し出せば、という話だろう？」

「まあ、そうなりますね」

　末弟はしれっと同意した。

「選べるのはどちらかひとつだけ。あなたにとっては、妻か弟か。……でも、クロウ兄上は、たぶんぼくと違う答えを選んでしまうんでしょうね」

　──〝会ってみたいなあ、シレイネ姫に〟

　不意に、懐かしい声が耳の奥に響く。昼間の光景を思い出した。妻と、パール。二人ともが揃っていて、一緒に千花絨毯を眺めて、他た愛あい無ない話に興きようじては笑いあう。

　それは、いつかあり得たかもしれない光景。もはや叶わぬ、幸せな、夢。

（だが、……パールのための墓守ではいられないと、決めたんだ。あの、白い離り宮きゆうで）

　過去との永えい訣けつは済ませただろう。

　どちらか片方？　そんな選択──選ぶべくもない。ない、はずだ。

「答えるまでもないことだ」

　つとめて冷ややかに返し、クロウはヨミに背を向ける。

「……パール兄上は昔、あなたが奪うものなんてひとつもないって、言ってました。あなたは与える人だって」

　呟く声が追いかけてくるが、クロウは振り払うように歩を進めた。
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　ヨミと話したその日のうちに、単身ひとりでいる隙すきを狙われ、──フェルが妖精王に襲おそわれた。

　更に熱の入るユナイアとの開戦の機き運うんを止めようと、日中皇宮の親教会派の間を駆け回っていたせいで、そばにいられなかったことが悔くやまれる。

　離宮に戻った時、ケイからの報告を受けて駆けつけたおかげで大事には至いたらなかったものの、もしもあのまま気づかずにいたら。

　覚え始めていた疑問がはっきりと形を取る。

（何も知らせず、囲い込んで護ることで、安全が保たれるなら……そう思っていたが）

　──〝何も分からずに食い殺されるのを待つより、自由に空へ羽ばたきたいです〟

　その翌日の晩。自室でクロウは、ふと視線を上げ、窓越しに夜空に懸かかった月を見た。

　手元に広げたパールの日記帳には、本体に小さな印をつけて、自分の走り書きを挿はさんである。動いた形けい跡せきがあったので、おそらく、彼女は自分の不在にこれを読んで情報を得たのだろう。

（いつもなら、許可も求めずに勝手に読むような奴やつじゃない。何も分からないこの状況が、よほど不安だったのか。あの『パール』の言うとおりだ。……限界なんだろう、黙ったままでいるのは）

　いびつすぎたのだ。誰より信頼する相手を守るために、その相手に一番大切なことを隠したままでいるというのは。さすがに、何も話さないまま協力体制は築けない。

　──〝あの子は、テメエと一緒に悩むこともできねえのか!?〟

　中央教会でガウェインに一いつ喝かつされたことを思い出す。

　目隠しをして、耳を塞ふさぎ、大丈夫だよと囁ささやくことで得られる安全。

　それは、彼女を信じていないことと同じだ。お前など、背を預けるに値あたいしないと言っている。しかも、そこまでしても脅おびやかされつつある、脆ぜい弱じやくな平へい穏おんなのに。

　だが、ありのまま全部を話すのも、さすがに危険に過ぎる。

　──〝妖精や妖精王の話は、絶対にフェルにしないで！　取り返しがつかないことになるわ〟

　本物のシレイネ姫は、クロウに強く警けい告こくした。

（あの言葉どおり、それに関連することをすべて伏せてきたが、……秘密には、『安全なもの』と『そうじゃないもの』があるんじゃないか？　そして、『妖精王に関する話そのもの』は、おそらくフェルにとって本当に危険ではない）

　妖精たちの王様は、朝焼けの子を晩ばん餐さんに、夕暮れの子を花嫁に……。そもそもその伝でん承しようはフェルも知っていたのだ。『妖精王』という言葉そのものがまずいとは考えられない。

　本当に危険なのは。

（シレイネ姫こそが身代わりの妖精であることと……彼女の出しゆつ自じに関するあれこれだ。それさえ避さければ、彼女に妖精王の実在や両国の歴史を伝えることはできる）

　黒こく龍りゆう城じようのキリヤ、中央教会のカイズや、ユナイアのガウェイン、セタンタと交こう換かんした情報および、これまでの経験を突き合わせ、クロウはそういう結論を得ている。

　だが、あくまで推すい量りようだ。もしこれが──自分の見込み違いなら、確実に危険が増すことになる。腹を決めなければならない。

　帰って来た時、クロウの部屋には、妻からの置き手紙があった。

『お話ししたいことがあります。今晩、戻られたらわたくしの部屋へおいでください』

（話したいこと、か。彼女自身が、知ることを望むのなら。……できるだけ、望む限りのことを伝えよう）

　クロウはフェルの居室に足を向ける。使用人たちに蔓まん延えんした呪毒の影響も考えると、取り次ぎは出せなかった。

　外から眺めた時、明かりはついていたから、起きてはいるはずなのだ。その足で妻の部屋をおとない、クロウは軽く扉を叩いた。

「シレイネ。少しいいか」

「……はい」

　返答までにはわずかな間があった。

　クロウは少し逡しゆん巡じゆんしつつも、扉を押す。ぎっと蝶ちようつがいが軋きしんだ。

　長椅子の妻は、こちらからは後ろ姿になっており、顔が見えない。部屋の中でも分厚い肩掛けを羽は織おって、俯うつむく──というよりうずくまるように背を丸める彼女は、クロウが部屋に入っても、振り向く気配はなかった。

「シレイネ？」

（なんだ？　どことなく違い和わ感かんが……）

　眉をひそめて彼女に歩み寄ったクロウは、肩に手を置こうとしたところで、その正体に気づいてぎょっとする。

　公こう爵しやく夫人らしい、質と品のいいドレスを着ているし、波打つ長い髪は緋ひを帯おびた銀色だが、これは。

（いやおかしいだろう。肩かた幅はばが、およそ言い訳の利きかない級に広いんだが。ひょっとしなくてもこいつは）

　嫌な予感の命めいずるままに、無言で退しりぞこうとしたクロウの手首を、大きな手がぐわしっと摑む。

　もはやどう考えても妻とは思えない野太い声で、『その女』は大笑した。




「わははは！　逃がさんぞ愚ぐ弟てい、もといおかえりなさいあなた！」

「ジルフォード兄上!?」

　──の、女じよ装そう姿だ。




「やはりというか、何をしておられるんだ、あなたは！」

　長ちよう兄けいは、実じつ態たいこそ煮崩れした白アスパラガスのようにひょろひょろだが、見た目は立派な体たい軀くの男性である。女というには無理がありすぎた。

　緋銀のカツラをかぶっているのみならず、毒りんごのように真まっ赤かっかに頰ほお紅べにをさして唇を緋色に塗りたくり、ぱっつぱつのドレスのデコルテから胸きよう筋きんを覗かせたその姿は、至近距離で見ると軽く一生トラウマになる気色悪さだった。

「ちょ……なんの戯たわむれか存じませんが、身体を張りすぎです兄上！　皇こう太たい子しとしての自覚と誇りはどこに……!?」

「ぶはっはは、私はお前の兄ではない。どこからどう見ても嫁だろう、この目んたま節ふし穴あなちゃんめ！　さあ愚弟、愛いとしい嫁が手ずからもてなしてやるぞ嬉しいだろう可か愛わいいだろう泣き伏して喜べ！」

「嫁も何もご自身で『愚弟』と言っておいでだが！」

　すかさず突っ込むクロウを無視して、嫁仕様のジルフォードは定番の台詞をのたまった。

「ごはんにするか!?　風ふ呂ろに浸つかるか!?　それともタワシか!?　ちなみに嫁曰いわく、タワシとは風呂掃そう除じのことだそうだ！」

「掃除が使用人の仕事である云うん々ぬん以前に、帰ったばかりの夫にいきなり風呂掃除を強しいるってどんな鬼おに嫁よめですかそれは。ちょ、頰ほおずりはやめてください!?　いい加か減げんに……！」

「遊ぶのは飽あきたか？　奇き遇ぐうだな私もだ！　おおい皆の者、愚弟を捕まえたぞ！」

　その時だ。

「啼なかぬなら」

「啼かせてみせよう、ナイチンゲール！」

　──背はい後ごから、謎の掛け声とともに勢いよく『何か』が襲いかかってきたのは。

「旦だん那なさま、お覚かく悟ご──！」

（……!?）

　これはこれでどうかと思う、と頭の冷静な部分が呟いている。

　振り向いたクロウの目に飛び込んできたのは、一様にズダ袋をかぶり、めいめいフライパンやモップなどの無害な武器を構えた三名ほどの集団だった。
















　──あ。こういうの、単体なら立春インボルクあたりにも見たな、と。

　一瞬懐なつかしさを覚えてしまったのは気のせいだと思いたい。





[image: ]






　──辛しん気き臭くさい顔をしているので、ちょっと景気づけに襲ってみようと思いました。出来心だったんです。

　反省を示すように、フェルは深くうなだれる。

「ゴメンナサイ……」

「ごめんですめば戦争は起きない」

　ジルフォードはもちろん、ケイやミゼまでも巻き込んで『旦那さま襲しゆう撃げき計画』を立てたフェルだが、あえなく囲みを破られ、現在その他の面々とともに大理石の床に一列で正座させられていた。

「任せておけ！　愚弟もめろめろになる可愛い嫁を演じてやろうではないか！」とノリノリでシレイネ役を買って出てくれたジルフォードは、あわれカツラをむしられて灰かい青せい色しよくの地毛を晒さらしている。

　むしろ、裸ラを愛する彼は「では脱がば下まで！」と嬉き々きとしてドレスも脱ごうとしていたが、それは「同じ見苦しいなら鼻の差で女装のほうがましだ」とクロウが氷のまなざしで制止した。

「……いったいなんなんだ、揃そろいも揃って」

　さすがは軍ぐん神しんの異い名みようを取るだけあって、旦那さまは強かった。ミゼあたりはたぶん本気を出していなかった疑ぎ惑わくもあるが。

　集団ズダ袋仮面を全員叩きのめして無力化したクロウは、もはや説教する気力も失せたらしい。呆れ返った様子で、人差し指で眉み間けんを揉もんでいる。

　彼はため息をつき、緋ひ銀ぎんの髪のカツラをつまみ上げる。

「こんな毛色のカツラまで用意して、なんというか……どこから調達してきた」

「そこはそれ、エルネットさりたの底力でございますよ我わが君きみ。当商会の威い勢せいは、皇都でも健けん在ざいでございますから」

「ほう。そうか。ケイ、全部お前の差し金か」

「あっ自分め藪やぶ蛇へびの予感」

　びくついたケイに代わり、フェルが慌てて挙きよ手しゆする。

「違います！　すべてわたくしの発案ですの！　だって、最近旦那さまの様子がおかしかったから！」

「俺の様子がおかしい？」

「そらっとぼけないで。『おかしい？』じゃありませんわよ。身に覚えがないとは言わせません」

　フェルは意を決してクロウを睨にらむ。

「旦那さま、お聞きになって。この部屋にいるのは、全員、パーシヴァルさまが亡くなったことを知っている人間ですの」

「……！」

　女装したジルフォードや、ケイ、ミゼに目をやり、フェルは最後にクロウを見る。

　パールの死を知っていることのほかに。

　──ここにいる面メン子ツには、実は、もう一つ共通項がある。

「そして、わたくしが身代わりの『偽にせ物ものの花嫁』だと、ご存じのかたばかりですわ！」

「なっ……」

　フェルの発言に、クロウがぎょっとした顔をする。ケイもさすがに「あちゃあ」と間の抜けた声を上げた。

（ミゼは、案あんの定じようというかジルフォードさまから聞いてたし……ケイさまにしたって、ほかの人も交まじえて『知ってる』って公こう言げんするのは初めてだけど。でも）

　フェルにとっては、腹を割って話せる人間ばかりなのだ。

「お前……！　その話は」

「いーえ旦那さま。もうイヤなんです」

　当然気け色しきばむクロウを、すかさずフェルは遮った。

「誰にも彼にも、あれもこれもどれもそれも隠し事ばかり！　ええそう、構わないとは申しましたわ。あなたはわたくしを守るためだとおっしゃいましたし、わたくしも尋ねませんと申しました」

　何を隠されようと、彼への信頼は揺らがない。決意は同じだけれど。

　今は──それだけではなく。

「みんな、助けたいんです、あなたを。わたくしだって！」

　とにもかくにも、歯がゆい。

　いつの間にか、背後でジルフォードやミゼ、ケイも立ち上がり、フェルを援えん護ごするようにクロウを見つめている。

「──あなたのために危険を背せ負おう覚悟はとうにできております。だからあなたも、わたくしを危険に遭あわせる覚悟を決めて！」

「……！」

　フェルの真剣なまなざしに、クロウは、わずかに息を吞んだ。

　──やがて。

「……お前の思いはよく理解した」

　クロウは長いため息をつく。

「！　旦那さま。本当に？」

「話すべきことは、ある。だがその前に。……外がい野やが気になる。シレイネ以外は外してくれ」

　兄や護ご衛えいたちを軽く睨むクロウに、ジルフォードは「ふぅうむ」と顎に手をやる。それから、あっけらかんと宣言した。

「見た目、外すには外してやるが、力いっぱい愉しく盗ぬすみ聞くぞ。たぶん、そこのお前の家令も一緒だろうな」

「やだなーバラさないでくださいよ殿でん下か」

「ものすごく爽さわやかに犯行宣言されましたわね!?」

　即そく座ざに突っ込むフェルに、「まあまあ、細かいことは置いておけ」と彼は笑った。

「それでは円満な夫婦関係に貢こう献けんすべく、しゃっしゃとはけようじゃないか諸しよ君くん！　のちほどこの上の天井裏に集合だ！」

「お二人の話なら私が聞いておきますので、あなたはおとなしく地べたでお待ちくださいジルフォード殿下。どうせ、腐くさりもしていない天井を器用に踏み抜いて転がり落ちるのが目に見えています」

　がやがやと盗み聞きの予定を大声で話し合いながら、ジルフォードは皆を引き連れて出ていってくれる。

　間もなく、薄暗い離宮の部屋には、フェルとクロウの二人だけが残された。

「……なんかもう、皆さまには、一緒に聞いていただいてもよかったのでは。盗とう聴ちようの定てい義ぎが根本から揺らぎそうですわよ、わたくし」

「野や暮ぼなことを言うなよ」

　クロウはフェルの顎に指をかけると、少し上向けさせる。フェルは首を傾げた。

「野暮？　旦那さま、どういう……、ふっ、う」

　それは、予告もなく。

　群ぐん青じようの双眸が間近に迫り、──気づけば唇を奪われていた。

　とっさに逃のがれようとしたが、しっかりと腰と後ろ頭を捉とらえられて叶かなわない。どんどんと胸を叩いて抗こう議ぎしたが、より深く吐と息いきを絡からめられて終わった。

「──っ！　──!?」

　やがて、解放された頃には、くたくたに煮込まれた野菜のように、フェルの力はすっかり抜けきっている。

「い、いきなりなんなんですの……！」

　足が砕くだけて自力で立っていられなくなったフェルを愉しげに支えると、クロウはフェルの手首を頭ず上じようで束ねてしまう。彼の手は大きくて、フェルの手首はふたつともきれいに枷かせを嵌はめられてしまった。

「何って……仕置きだが？」

「仕置きぃ!?　わたくしは何も、ひゃっ、ちょっと」

　首筋に彼の顔が下りてきて、薄い皮ひ膚ふを、きつく吸われる。次はデコルテだ。ちくりと刺すような痛みとともに、白い肌に次々につけられる紅あかい印に、ぎゃっとフェルは叫さけんだ。

「仕置きを受ける心当たりが皆かい無むなのですけれど！」

「ふーん、皆無か。……シレイネ。伝言を受け取ってるんだろう？　俺はお前に、『鈴蘭の花が答えだ』と伝えたと思うが」

「ええそう。聞いてますわ。あの花、『無む垢く』って意味でしょう？　要するに、わたくしに無む知ちなままでいろと。あなたが何もお話しくださらないおつもりだと分かったから、わたくしはこうして強きよう硬こう手しゆ段だんに……」

「違う。俺の伝えたい意味は『純粋』だ」

「はい？」

　完全にきょとんと言葉を失うしなうフェルの顎を指でなぞり、クロウはにっこりと微笑んだ。

背せ筋すじも凍こおり、魔物も逃げ出す……極ごつ寒かんの笑みだった。

（あれれ。旦那さま、お、怒ってる？　待って待って、怒るのはこっちだし!!　こんな状況でだんまり決められて理り不ふ尽じんに怒らない人なんて誰も……）

「俺はもともと、置き手紙を読んで、お前に話をしようと思って訪れた」

「え」

　とっさに覚えた反発は、そのひと言でしゅるんと縮んでしまう。

「……お前の誠せい意いも、不安も分かったから。ぎりぎりのところまで、話せるだけすべてを明かそうと決意して、ここに来たんだ」

　純粋。

　つまり、フェルの誠意に、混じりけなしの同じ想いで応こたえると、そういうつもりで。

（そうだったんだ。旦那さま）

　思わず声を失うフェルを、ぎゅっと抱きしめ、彼は耳許に囁ささやきを落とす。

「だから花言葉は嫌いなんだ。意味があいまいで不確かで。だが、……まったく。お前はいつでも斜め上の返しをくれるな」

「……ごめんなさい。ひどい勘かん違ちがいを」

　フェルは恥じ入って、彼の胸に額を押し当てた。

（そう。わたしったら、勘違いの挙げ句に、よりによってちゃんと決意を固めて話をしに来てくれた旦那さまに、女装ジルフォードさまをけしかけて、おまけにモップとフライパンとハタキで三人がかりで袋ふくろ叩だたきにしようと……）

　そりゃ怒る。

　──言葉にして初めて気づいた。あ、これ、だめなやつだ。言いい逃のがれの余よ地ちがない。

「仕置きの心当たりは見つかったか？」

「え、えーっと……」

　身の危険を覚えたフェルは、とっさに腕から逃れようとするが、身長差も体格差もありすぎて無駄だった。

「ご、ごめんなさいごめんなさい本当に申し訳ございません！」

「構わない。……何をしてもいいという最高の口実をくれたわけだからな。ちなみに鈴蘭には『甘かん美び』という花言葉もあるらしいぞ」

「そんな口実あげてませんから、みみみ耳、耳はやめて!?」

　とりあえず、天井裏に盗み聞き集団が到着する気配を旦那さまが察さつ知ちするまで、フェルはたっぷりと強きよう制せい的てきに〝甘美〟な時間を味わわされたのだった。




　そして、長い話が始まった。聖せい詩し篇へんと妖精と、あわいから侵しん入にゆうしてくる『あちら側』のものたち。荒こう唐とう無む稽けいにも思われる、ユナイア・エルラント二国の歴史の物語。

　──燭しよく台だいの蠟ろう燭そくが燃え尽きる頃。

「妖精王の報復……？」

「ああ。あのパーシヴァルに入っているのは、人じん外がいの存在の王だ。カイズ猊げい下かの話だと……境界の向こう側からやってくる、と」

　ユナイアによく生まれる夕暮れの色を持つ女性が、妖精王に花嫁候こう補ほと目もくされ、狙われていること。そのため、エルラントと妖精王に共きよう助じよの仕組みが生まれてしまった。

「妖精にとって、知ることは知られること……だから、あなたはずっと、わたくしに情報を隠していたの？」

「今も、選んで渡してはいる。詳しく知ると妖精に魅み入いられる呪のろいがかけられているから、話せないこともあるんだ。相変わらず、秘密が残るのは同じで悪いな」

「いいえ。十分です。何が起こっているのかは、理解しましたもの。少なくとも、あなたと一緒に戦えるだけの武器はいただきました」

　くすりとフェルは笑んだ。

　別に、彼が信じられないから情報が欲しかったわけじゃない。いちばんの願いは、彼に自分を傷つける噓をついてほしくなかっただけだ。

　そう言うとクロウは一瞬虚をつかれた顔をしたが、「……お前らしい」とやがて苦笑した。

「それにしても、『妖精王』……パーシヴァルさまの身体と魂を取り込んでいるってどういう意図が？　悪趣味すぎますわ……」

　──人間を宿しゆく主しゆにした妖精王は、モルドレッドの剣であわいの向こうに押し返せる。

　けれど代だい償しように、器うつわにされたパールは魂を粉こな々ごなに砕かれ、完全な無に還かえってしまう。

（なんってこと、するんだ。なんて残ざん酷こくなことを）

　弟を大切に思い続けるクロウの心の傷を確実に抉えぐるやり口に、フェルは吐き気がした。怒りなのか、やりきれなさなのか。

「……あれはパールじゃない」

　クロウの声に、はっとフェルは顔を上げた。

「パールは死んだ。……もとから、もういないんだ。そして本当のパールは、心からクルヴァッハの平へい穏おんと、ユナイアとの和平を望んでいた。だから」

　その魂を利用して開戦に持ち込もうとしているなら、どんな手しゆ段だんを用もちいても止めなければならない。

「旦那さま……」

（あなたは、それでいいんですか）

　口に出しかけた疑問を、すんでのところで吞み込んだ。代わりに、まったく別の話題を振る。

「皇宮で使われている呪毒の種類は『知らずの理』ですわね？」

　気を取り直してのフェルの質問に、クロウは頷く。

　核かくとなる『親』の被ひ毒どく者しやから、どんどん感かん染せんが広がる複ふく雑ざつ怪かい奇きな呪い。

「この皇宮で、誰もが知っているような人間が『親』になっている、ってことですわよね」

「最近、不自然なほどにパールの言いなりになっている人間なら一人しかいない。……が、解毒はしにくいな。ものすごく」

　その言葉で、フェルはなんとなく察さつしがつく。

　──ひょっとしなくても。

「皇帝陛下……!?」

「パールに不自然なほど肩入れするその様子は、ほぼ間違いなく呪毒の影響だろう。父上は生前のパールを嫌っていたから、余計に」

「また面倒な相手を」

　最悪だ。思わず、フェルは額を押さえる。

「そうだわ。どうせ毒にかけられた呪いの中身なんて、『パーシヴァル＝エルラントは生きていると信じ込め』って内容でしょう？　謁えつ見けんを願い出て、解呪できたりは」

「と、同じことを俺も考えたが、実はそう簡単にはいかない」

　難しい顔で、クロウは次の情報を出す。

「『知らずの理』の呪いは心の深いところに根を張る。処置のあいだに同じ毒に冒された人間が近寄れば、解いたはずの呪いでまた汚染されてしまう。皇宮にいれば、それだけで周囲の人間と毒し毒されるということだ」

　曰いわく。

　キリヤの情報では、「もとを絶たたなければ、毒の影響を受けた人間は基本的には戻らない」とのことなので、周囲の人間を正気に戻すためにも、解毒は周りに誰もいないところで直接皇帝をどうにかするしかない。

「難なん儀ぎですわね」

　絶対、性格が悪い人が考えた毒だ、これ。

　げっそりしたフェルだが、よく考えなくても、性格のいい人は井戸に無む分ふん別べつに毒なんて流さない。前ぜん提ていがおかしかった。

「ああ、そうですわ。あなたにばかり話させてしまいましたが、わたくしのほうがまだです」

　実は、召めし使つかいに化けて、素知らぬ顔で幾度となくあなたと話し込んできたんです、という件も。

「まずは改めて自己紹介から。今まで黙っておりましたけれど、身代わりのわたくしの本当の名前と身分とから──もむっ」

「待った。それは言うな」

　大きな手で、がぼっと口を塞ふさがれて、フェルはじたばたもがく。

　四し苦く八はつ苦くして口を解放させると、「どうして」とクロウを睨んだ。

「隠す理由はなくなりました。不公平でしょう」

「ちゃんと、あとでゆっくり聞くつもりだ」

　肩を竦すくめ、クロウは微笑んだ。

　びっくりするほど柔らかい表情だ。

（『召使フェル』の時は、普通に見せてくれるけど）

　ひょっとしなくても、昔はきっと、彼はよくこんな顔で微笑んでいたのだろう。それこそ、本物のパールの前で。

「だからそれは……無事に領に戻ってからの話にしよう」

「え」

「あの『パール』が言っていただろう。クルヴァッハは、もうすぐアーモンドの花が咲く季節だと」

　薄うす紅べに色いろの花がけぶるように枝を彩いろどる季節だ。

　アーモンドの盛さかりは短い。

　その先に、鈴蘭の開花が──初夏が待っている。ベルティナの前夜、ワルプルギスの夜が。

　なんだか妙みように懐なつかしくなった。いくらも留る守すにしていないのに。

（離婚する前に、また戻れるのかな。あのお城に）

「……アーモンドなんて、黒龍城のお庭にありましたかしら。あなたの趣味で、どこもかしこも毒草毒樹だらけですのに」

「知らなかったのか？　アーモンドは毒樹だ。種しゆ子しは食用になる場合が多いが、生の実にはアプリコットと同じ毒素が含まれている」

「うそ!?」

　今まで、アーモンドのお菓子やパンを山ほど食べてきたフェルは真っ青になったが、「本当だが、安心しろ」とクロウは笑ってみせた。

「アーモンドの種子の毒はごく微び量りようだし、……そもそもあの聖堂や庭にある植物は、少なくとも使用人たちの手の届くところで栽さい培ばいしているものについては、誤って彼らが触れたり使ったりした場合でも万一が起きないように、毒性を弱めて栽培している」

「そうだったんですの!?」

　これは初耳だった。

（たしかに！　嫁いだばかりの頃、シュア・ノーツァっていう猛もう毒どくの葉をぺろっと吞み込んでも、旦那さま平然としてたけど……！）

　あれは、ひとえに彼が毒物を口にし馴なれているせいなのだと思っていた。これに対し、「まぁ、それはそれだ」と旦那さまは苦笑した。

「少し話が逸れたが。アーモンドが咲いたら、お前の、本当のことを教えてくれ」

「え」

「クルヴァッハの春は美しい。お前はよほど離り縁えんしたいようだが。少し花を楽しんでから故こ郷きように帰るのでも遅くないだろう？」

「ま、まあ間に合うといえばそうなのですけれど！　うう……仕方ないですわね」

　なんだかうまい具合に乗せられているかもしれないが。フェルはそっぽを向きつつ頷いた。

　──さて。

　これで、聞くべきことは聞いてしまったわけだ、とフェルは納得する。

「……ええと、いろいろとわたくしも知ってしまったけれど、別にどうってことも起きていませんわね。あなたの仮説は正しかったのではないかしら。わたくしはほらこのとおり、へっちゃらです」

　見せつけるように、フェルは微笑んでクロウにひらひら手を振った。

（知ることは知られることだという。でも）

　真実を聞いた瞬間に恐ろしい妖精が群むらがって、「ワハハハ！　知ってしまったな！」とジルフォード調で襲いかかってきたり、地面が割れたり雷かみなりや火事や親父おやじが降って湧くものでもなかった。

「そうだな。今のところは、な」

　クロウは苦笑した。

「……たとえ何かが起きたって、それは覚悟の上なんです。受け止めて、弾はじき返してみせます。わたくしはそんなに柔やわじゃありませんもの」

　これで本当に『何か』が起きるとして──それはきっと避け得ない事態だ。知ったその先に何が待ち受けていようとも、決して屈くつしない。

「……そうだな」

　フェルの言葉に、クロウは苦笑した。どこか思い詰めたような、翳かげりのある表情だった。

「お前となら、覚悟の上だ。何が起こっても。……何と戦うことになっても」

（旦那さま……やっぱり、あなたの決めた『覚悟』は）

　薄うす々うす察さつしたフェルだが、盗み聞きのことを思えば、この場で言げん及きゆうはできない。

「とりあえず、外だか上だかでお待ちの皆さまをお呼びしましょう？　ひょっとしたら、もう戻っておいでかもですけれど」

「天井裏で聞き耳を立てているネズミ連中の気配はよく分かる。──おい、ケイ。それにミゼルカも。全部終わったぞ。お前の悪趣味なあるじも連れて、とっとと入ってくるがいい」

　クロウが天井に向かって呼びかけると、こんこん、と軽けい快かいな返事が返ってきた。まったく悪びれないネズミたちだ。

　くすくすと笑い合いながら、フェルはあたたかな安あん堵どに包まれていた。

（よかった。乗り越えてみせる。この人と、一緒なら）

　ざわざわと、窓の外でこずえが揺れる。

　──ようこそ、ようこそ夕暮れの姫。あなたはもう、戻れない。

　さやかな葉は摺ずれが、また誰かの声に聞こえた気がしたが、耳を澄ませばやはりただの音で。なんだ気のせいだ、とフェルは息をついた。

　事態が思いがけない展開を見せるのは、翌日のことである。
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　──〝ねえ、お嫁さん〟

　銀の鈴を転がすような声で呼びかけられ、フェルは顔を上げる。

　いつの間に入り込んでしまったのだろう。真っ白い部屋だ。カーテンも、調ちよう度ども、何もかもが純粋な無む垢くの色。

（ってことは、ここは……あの離り宮きゆうだよね。いつの間に入ったんだっけ。あ、夢か）

　なぜなら、拘こう束そくされたはずの人物がいるからだ。

　目の前に座っているのは、この白の離宮の主あるじ。

『……お義か母あさま』

　亡ぼう国こくの王女にしてクロウとパールの母、リグレイン＝フレアメル。

　雪の肌に咲くあでやかな紅こう唇しんを、優ゆう雅がな笑みの形に吊つり上げ、こちらを見つめる少女めいた容よう姿しの麗れい人じんを、正面切ってフェルは睨にらむ。

　夢は、異界と現うつし世よを繫つなぐ出入口だとは、ガウェインの言葉だ。

（これって、あまりよくないところに入り込んでしまったのかも）

　夢の中で悪いものに邂かい逅こうしてしまったら、まずは吞のまれてはいけないという。相手の呼び掛けに、まともに取り合うことも禁きん物もつ。そのために、決して相手から目を逸そらしてはいけない。

　心を鼓こ舞ぶするには、思い出すために考え込んでしまうような難むずかしい聖せい詩し篇へんではなく、たとえば簡かん易いな魔ま除よけの薬草の名を唱となえなさいと、寝ね物もの語がたりで教えられた。

（ペルシ、セージ、ローズマリー、タイム……）

『まあ、いやだ。そんな仔こ猫ねこみたいに毛を逆立てて、かわいらしいこと。私はなにもできなくてよ。だって、今は牢ろうに繫つながれた無力な囚しゆう人じんですもの』

　唇くちびるを引き結び、硬かたい表情を崩さないフェルに、夢の中のリグレインはころころ笑った。

『これは、きっと夢なのね。でも幸せ。あなたとは、もっとゆっくりおしゃべりしてみたかったの。最初にお話しした時は、あなたにもあの子にも、すっかり警けい戒かいされてしまって』

（あったり前でしょう!?）

　フェルは声も出ない。

　目の前でバラバラ殺さつ人にん形ぎよう事件を見せられて、平然としていられる人間がいたら、たぶんまともな神しん経けいが死し滅めつしている。

『面おも白しろい顔をしているわ。ふふ、生なまの檸れ檬もんをまるごと口に入れられたみたい。うまく噓うそをつけないのね。皇こう宮ぐうでは、妖よう精せいよりも怖い人間がたくさん出るのに、そんなに素直じゃ、あなた生きていけないわ？』

　怖がるのも忘れて呆あきれ返るフェルにひとしきり笑ったのち、リグレインは、ふっと真顔になる。

『そうね、あなたがそんなだから……あの子は、私を置いて行ったのね。失うしなったものを忘れられたのだわ。……ひどい』

（あの子って。旦那さまのこと……？）

　フェルの前で、リグレインは両手で顔を覆おおう。

『ひどい。ひどい、ひどい。あなたのせいで、あなたのせいで、あなたのせいよ──あの子は私と同じになるはずだったのに。きっと、同じになれると信じていたのに』

　クロウは、長年囁ささやかれた呪のろいを絶たち切きって、ようやく母親との確かく執しつを克こく服ふくしようとしているところだ。同じになる、とは、つまりリグレイン同様、大切な人を亡くして絶ぜつ望ぼうし、心を壊こわしてしまうことだろうか。

（ハシバミ、ナナカマド、イラクサ……）

　薬草のまじないを何度も心の中で繰り返し、慎しん重ちように唇を開く。

『そんなことさせません。あなたの呪いは、もう彼には届かない』

　フェルが夕暮れ色の瞳ひとみで睨みつけると、『そうね』とリグレインはかぶりを振った。

『届かないわね、あの子には。それはね、もういいの』

　彼女の、足首まで届く豊かな黒髪が、ふわふわと羽のように揺れる。

『あのお人形は、もういらないわ。今は、お嫁さん。あなたがいるもの。……ありがとう』

『わ、わたし……？』

　リグレインは手を組み合わせ、微笑ほほえんだ。夢みるように、うっとりと。

『もうすぐよ。あなたはきっと、私と同じになってくれる。愛する人を亡くして、愛する故こ郷きようを亡くして、大切な家族を奪うばわれて』

　リグレインの白しら魚うおのような指が、きゅうっとフェルの首に絡からみつく。綻ほころんだ唇は、新雪に咲く真しん紅くの冬ふゆ薔ば薇らの花びらのようで。

『どういう意味ですか……っ!?』

『だぁって』

　詰きつ問もんしようとしたフェルだが、そこでひっと息を吞のむ。

『呪われちゃったもの。あなた』

　第三妃の翡ひ翠すい色いろの瞳は、いつの間にか、ぽっかりと空あいたうつろな眼がん窩かに変わっていた。

　あるべき眼がん球きゆうを欠いたふたつの黒い穴あな倉ぐらから、鮮せん血けつが、涙のようにつうっと流れ落ちる。

　足首まで届く黒髪がさざめき蠢うごめき、生き物のようにフェルの体中に巻きつく。それは途中から薔薇の蔓つたに変わり、鋭するどい棘とげが肌を貫つらぬいた。

『もう戻れない。目が覚めたら、きっと何もかも違う世界よ。絶望は甘い。憎ぞう悪おはうつくしい。ふ、ふふっ……おそろい。おそろいなのよ、私たち。きゃはっ、きゃははぁ……！』

（こんなの夢だ。ただの夢なんだ……！）

　ペルシ、セージ、ローズマリー、タイム！　お願いだからはやく醒さめて！

　耳にこびりつく哄こう笑しようを振り払うように、フェルは耳を塞ふさいで歯を食いしばり、固く目を閉じた。
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　──ひどい悪夢を見た。

（休むための睡すい眠みんで逆に疲つかれるとか、時間の無む駄だすぎて最っ悪……）

　瞼まぶたを押し上げると、天てん蓋がいの内側に描かれた見事な絵画が飛び込んでくる。

　寝ね汗あせでべっとりと肌に張りつく寝ね間ま着きが気き色しよく悪い。その反面、朝の情景はどこまでものどかで、窓辺に小鳥の鳴き声までする。

「起きよ……」

　まだ少し朝焼けの薄暗さは残っている時刻だが、夜は明けるには明けている。まだ侍じ女じよが起こしにくる気配はなかったが、二度寝する気にもなれなかった。

　むくりと寝しん台だいの上に半身を起こすと、フェルは掛け布を取りのけ、ビロード張りの足置き台に白い爪つま先さきを伸ばす。その途と端たんだ。

（え、何これ）

　ぐらり、と視界が揺らぐ。

（きもち、わるい）

　一瞬、何が起こったのか分からない。

　鈍にぶい衝しよう撃げきを覚えて状況を確認すると、自分は床にうつぶせに倒れ込んでいるようだった。いつの間に……。分厚い絨じゆう毯たんのおかげで、幸い怪け我がはないようだ。

「痛っ」

　しかし、立ち上がろうとした瞬間、こめかみを錐きりで刺すような鋭するどい頭ず痛つうが波は状じように襲おそってきて、すぐにそれどころではなくなる。

（しっかりしろ。寝ボケてるの？　それとも風か邪ぜ？　冗じよう談だんこちとら無む遅ち刻こく無む欠けつ勤きん皆かい勤きん賞しようなんだから）

　床に手をつくと、絨毯の長い毛足が指に絡からみついてきた。

　いや、違う。

（ひっ……!?）

　たしかに絨毯だったはずなのに。手のひらの下では、見たこともない、真っ黒い影のようなものがぞろりと蠢うごめいて──

「きゃぁあ!?」

　思わず頭痛も忘れて飛びのいたフェルの許に、甲かん高だかい悲鳴に驚いた侍女たちが、「奥方さまどうされました!?」と駆かけつけてくる。

「あ、あれが……そこに、何か変なものが！」

　新種の家庭内害がい虫ちゆうだろうか。いや、そもそも生き物ではないような。

　床にへたり込んだまま、震える指で床を示したフェルだが。

「はい？　……何もいませんよ？」

　黒こく龍りゆう城じようから連れてきた侍女たちは、顔を見合わせると噴き出した。影は、いまだにゆらゆらと布の上を這はっていたが、やがてこぼしたスープのように染しみ込こむと、見えなくなってしまう。

「お怪け我ががなくてよろしゅうございました。怖い夢でもご覧になったんですね。今、お顔を洗う湯をご用意しますから」

（違う。みんな、……あれが見えてないの？）

　フェルは呆ぼう然ぜんとした。

　わん、と、耳鳴りがする。次第にそれは小さな羽は虫むしの飛び回るような雑ざつ音おんとなり、鼓こ膜まくを不ふ快かいに引っかいていくのだ。




　よりはっきりと違いが分かるようになったのは、部屋を出てからである。

（あれも、これも、それも。誰にも見えてない……？）

　柱の陰や、天てん井じようの隅すみで、影のふりをして蠢く何か。

　足元を騒ぎながら駆かけていくこびと。床を泳ぎ、跳ねる銀色の飛び魚。ティカルや黒龍城で見たような、ぼんやりと光る揚あげ羽は蝶ちよう。壁からひらひら招く白い手。

　他た愛あい無ない大きさのものばかりだが、きゃらきゃらと騒ぎながら、フェルの顔を覗のぞき込んでいく。声ならざる声の会話が聴こえる。やあ、お妃きさきさまだ。きれいな花嫁さんだね。

（目、……合わしたらだめな気がする）

　どうしていきなり。

　幻げん覚かくだろうか。それとも、まだ目が醒めていないのか。口くち許もとを押さえ、フェルはぐらつく頭を振った。

　体調はいよいよ悪く、頭痛が悪あつ化かして吐き気まで催もよおしてきた。こんな大事な時に。変なものが見えて、おまけに調子を崩すなんて。

（一体どうしてこんなにいきなり……）

　──〝祝福をあげよう、夕暮れの姫。きっと二日後には、視える世界が変わっているよ〟

　不意に思い出すのは、あの『妖精王』の言葉だ。あなたは呪われちゃったもの、とリグレインも夢で告げていた。

（……原因、ひょっとしなくてもあれ!?）

「奥方さま、どうされました？」

　いつの間にか、侍女の一人に怪け訝げんそうに顔を覗のぞき込まれている。

「な、なんでもないの」

　フェルは慌てて取りつくろった。一方で、この異変について思し案あんを巡めぐらせる。

（どうしよう。これ、早く旦那さまに相談したほうが……）

「殿下に告げ口しようと思っているなら、やめたほうがいいですよ、奥方さま」

「……!?」

　びくりと肩を震わせるフェルの耳に唇を寄せ、彼女は微笑んで重ねる。

「妙なものが見えるようになった目のこと。話せば、そこに繫つながりができますから。彼に、何が起こっても知りませんよ」

　ひそひそと告げてしまうと、彼女はそこで、すとんと常の調子に戻った。

「奥方さま、なんだかお顔色が悪いです。ご無理なさらず寝台に戻られたほうが」

　何事もなかったかのように心配してくる侍女に、フェルの血の気は一気に引いていく。

　──見み張はられているのか。

（それ以前に、本当に……旦那さまに言わないほうが、いいのかな）

　逡しゆん巡じゆんの結果、──フェルは彼に何も話せなかった。
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「どうもまずい事態になった」

　難しい顔で、慌あわただしくクロウが戻ってきたのは、昼過ぎのことだ。離り宮きゆうのあるじであるジルフォードや護ご衛えいのミゼも一緒である。

　彼らは離宮に着くなり、足早にフェルの許もとを訪れた。

「どうされましたの、お二人とも……血けつ相そうを変えて」

　太陽の下もとだと、気味の悪いものたちは鳴りをひそめる。断食節フアスナハトの祝い飾り作りを口実に、侍女たちと一緒に前庭に出て、クローバーやローズマリーを入れた花はな冠かんむりを編んでいたフェルは、きょとんと目をしばたたいた。

　二人とも、ベンチに腰掛けるフェルの姿を見たとたん、ほっと息をつく。

　それからすぐさま、周囲の黒龍城の侍女たちに、「お前たち、早く館やかたの中に入れ」と家鴨あひるでも追い立てるように命めいじる。首を傾かしげながらも、すぐに彼女たちは従したがった。

「ジ、ジルフォードお義に兄いさま？　どうしてそんなに慌あわてておいでなの」

「どうしたもこうしたもないのだ嫁。さあさあ、こんなところにいないで、早く中に入るのだぞ。お義兄さまの見立てでは、嫁は体調が悪いはずだ。そうそう、昨日、夕食に鮭しやけのグリルを一匹まるまる丸飲みして、咽の喉どに骨を詰めたんだった。気分が悪くて吐はきそうで、ゆっくりこの離宮で静せい養ようしていなければ今にも死んでしまう。そうだな？」

「はい？　いやだジルフォードお義兄さまったら、なんの話ですかしら。鮭の丸飲みなんて勿もつ体たいない、ちゃんと頭から尻尾しつぽまで味わいますわよ……」

　呆れかえるフェルの手首を無理やり摑み、「いいから急げ」と今度はクロウがベンチから引っ張り上げる。その途と端たんだ。

「どこに連れていくのですか？　そこの姫君は、もうあなたが自由にできる立場にはありませんのに」

　中性的な声が響き、フェルははっとする。クロウとジルフォードは、舌した打うちして動きを止めた。

「……ヨミさま？」

　フェルはぽかんとする。

（何かあったのかな？　ご自身の黄おう龍りゆう師し団だん兵へいをたくさん連れて……）

　呆あつ気けに取られるフェルを抱き寄せて背に庇かばい、クロウはヨミを睨にらむ。

「帰れ。妻は病弱で、今も気分がすぐれない。お前たちに同行できる状態ではない」

「そうは見えませんけど。……あ、こんにちは、もと義あ姉ね上うえ。残念なお知らせです」

　兄の背後に追いやられたフェルを覗のぞき込むように、ヨミはひょいっと横に身を傾かしがせる。

　それを合図に、彼の背後に並んでいた兵士たちが、ざあっと流りゆう砂さのように動き、こちらを取り囲んだ。

　なんでこんなに険けん吞のんな──というか。

（もと、って？）

「どういうことですの。……ヨミさま」

「それは、だって」

　彼は無表情のまま、まったく変わらない淡たん々たんとした調子で続けた。




「父上より、離り縁えんの命令が出てるからに決まってるじゃありませんか」

「え……」

　一瞬、何を言われたのか分からない。




　離縁？

「誰が誰と」

　とんちんかんな質問をしているのは分かっている。しかし、まったく頭が追いつかない。

「あなたとクロウ兄上が」

（そっかそりゃそうだ。離婚できるってことは結婚してないとだもんなー）

　淡たん白ぱくながら、ヨミは律りち儀ぎだった。その律儀さは若じやつ干かん旦那さまに近い、と思ったのも束つかの間ま。

（って、いやいやいや。離婚はしたいけど今じゃないし!?　皇帝陛下に命令されるいわれもないし！）

　一いつ拍ぱく置いて頭が冷静になると、一気に血の気が引いた。

「なっ、ご冗じよう談だんばっかり！　わたくし、悪趣味なお戯たわむれは好このみません」

「好きでも嫌いでも知ったこっちゃないです。でも、戯ざれ言ごとじゃなくて、ほら証しよう拠こ」

　ごそごそ懐ふところを探り、彼は「はいどうぞ」とぞんざいに一枚の紙を取り出した。

　宝ほう冠かんを守る紅あかい翼よく竜りゆうと月げつ桂けい樹じゆの輪。

　──ウーベルの紋もん章しようだ。

（もしかしなくても旦那さまがやってた筆ひつ跡せき偽ぎ造ぞうなんじゃ……）

「偽造じゃないです。その玉ぎよく璽じ、さっき御ご前ぜん会議の場で貰もらった、捺おしたてほやほやです」

「だって、どうして!?　理由がございませんもの！」

「理由がどうしたもこうしたも。我が国がユナイアと戦いくさを始めるための、ですけど」

「……!?」

「お疑いなら、父上からの命令書、もうちょっと詳くわしく見ましょう？　あなたを連れて来るように書いてありますよ。そんなことせずとも、さっきまで一緒に御前会議に出席していた兄上たちがいちばんよくご存じだと思いますけど」

　はっとフェルは二人を振り返る。やけに慌てて、フェルを隠してしまおうとしていた彼らは、苦にが虫むしを嚙み潰したようなしかめ面つらをしている。

　開戦の機き運うんが高まっているとは聞いていた。でも。

「ありえません。そもそも理由が無いですわ！」

　信じられない、とフェルはかぶりを振ってたたみかける。

「それにだいたい。商しよう路ろは。商路はどうなさるんですの」

　そこでふと、我に返る。

　イグレックの体調不良の原因の話がでっち上げであること。商路の建設のために開戦は不都合であること。そんなことは、当然、御前会議の場でもクロウやジルフォードがさんざん反はん駁ばくに使っただろう。だというのに、彼らはここで唇を嚙んで黙っている。

（……お父上に、聞き入れられなかった!?　あたりまえの正せい論ろんを、発言力のある二人が組んで主しゆ張ちようしても、叩きつぶされてしまった結果が、今ってこと）

　ウーベルは優秀な皇帝。無理やり開戦しようとしていたイグレックの不正も裁さばき、商路の建設にも賛さん同どうしてきた──はずなのに。

「あなたは、黒龍公夫人改め、ただの人ひと質じちになっちゃいます。ぼくは父上から、あなたを連れてくるよう命じられました。面めん倒どうくさいですが仕方ないのです」

　ヨミは淡たん々たんと告げると、「連れて行ってください」と周囲の兵たちに命めいじた。

　命令に応じて、いくつもの腕が伸びてくる。それを勢いきおいよく払はらったのは、クロウの手だった。

　彼はフェルを庇かばうように腕に抱く。

「たしかに妻を差し出すよう命令は受けたが、受うけ容いれるなんてひと言も言っていない。だいたい開戦の件も、こちらは議ぎ決けつの瞬間に立ち会っていないんだ。それでも力ずくで連れて行こうというなら、相手にはなるが？」

　クロウの合図と同時に、中庭に護衛として控えていた黒こく龍りゆう師し団だん兵へいが動く。彼らは一いつ斉せいに剣を抜き、応おう戦せんの意を見せた。

　エルラント最強の誉ほまれ高い黒衣の兵たちを前に、黄の兵たちはわずかにたじろく。

「自国の兵をいたずらに欠かさないでください、クロウ兄上。……不要な抵てい抗こうをしてほしくもないんです。あなたがたを傷つけるのが目的ではないので」

　そう言うと、ヨミはわずかに顔をしかめた。少し苦しげな色が滲にじむ。

（……え？　ヨミさま、それってどういう……）

　その肩を、後ろから誰かが叩いた。彼はそこで、すっと脇わきに避よける。

　背後から現れたのは──




「そうだね。あなたの部下になるべき兵の恨うらみを買うのはよくないよ。──ユナイア殲せん滅めつ戦せんの総そう指し揮き官かんは、エルラントの軍神と称たたえられたクロウ兄上がするんだからさ」




　あとを引ひき継ついで現れた青年の名を呟きながら、フェルは呻うめく。

「パーシヴァル殿でん下か……!!」
















　その屍し皮ひをかぶった、妖よう精せい王おうだ。

　おまけにその後ろから、紅くれないに身を包つつんだ兵たちが続々と現れたではないか。

　皇帝直ちよつ轄かつ軍ぐん。紅龍師団兵たちだ。

（いま、なんて。旦那さまが、ユナイアに攻め込む……!?）

　たしかに、先の戦のいちばんの立たて役やく者しやは彼だ。それでも。

「冗じよう談だんじゃない。今、あの国に俺が攻め込む理由がどこにある」

　言葉も出ないフェルに代わり、クロウが声を荒あららげる。

「第一、妻の故郷ならば我が故国も同然。我らが婚こん姻いんを許したのは陛下だ。そして我々は民の規き範はんとなるべき者。そこまで人道に悖もとる行いをせよと」

「はてな」

　この反論に答えたのは、パールではなく、隣となりで聞いていたヨミだ。彼はかくんと首を傾げ、心底不思議そうに疑問を口にした。

「なぜにまた。今だって、しょせんは妻という名の人質でしょうに」

「……ヨミ。貴様」

　そばで見ているフェルのほうがぞっとするほど鋭するどいクロウの眼がん光こうにも、末の弟はどこ吹く風だ。

「クロウ兄上は、先日いわれなき汚お名めいを着せられて罰ばつせられようとしてた、よね。謀む反ほんっていう」

　おれはそれが残念でならない、とパールは苦笑する。

　思わず息を詰めて耳を傾けるフェルの前で、「だから」とパールは笑みを深める。

「同どう腹ふくの兄に汚名を雪そそぐ機会を与えていただければ、と思っておれが推すい挙きよしたんだよ」

　きっと率そつ先せんして、敵国のあるじの首を差し出してくれるはず、と。

「!!」

「シレイネ＝アリステル＝ユナイア。状況が吞のみ込めていてもいなくても。あなたはすでにクロウ兄上の妻ではなく、エルラントの人質だ」

　その声を合図に、周囲の紅龍師団兵が、しびれを切らしたように踏み出してくる。

（連行される）

　クロウの謀反の疑いは晴れても、今度はフェルが捕つかまってしまうのだ。このままではクロウと引き離されてしまう。そして、彼は望まぬままフェルの故郷を焼き払いに行かされるのだ。……こんな訳の分からない理り屈くつで！

　自分を取り囲む兵たちを睨むフェルを庇うように、クロウが立ちはだかった。

「離婚……か。いいや。それは叶かなわない」

　クロウは周囲を見回して薄く笑む。

「俺は、妻とは、生しよう涯がいを共にすると神誓ゲツシユを交わした身だ。神誓を解かい除じよしなければ、離婚はできない」

「……それじゃ、聖せい職しよく者しやを呼んでさっさと解除させよっか？」

「それも難しいだろうよ」

　フェルとクロウを庇うように立ち、あとを引き継いだのは、意外にもジルフォードだ。

　彼は普段の陽よう気きな雰ふん囲い気きが噓のように、凍いてつくまなざしをパールに注いでいる。

「愚おろかな問いだ。今は斎さい戒かいの時。断食節フアスナハトが明けるまでは、神に立てた誓いを破るなど、戦の行方ゆくえに影を落とすようなもの」

　よって神誓の解除も、戦の指し揮きも受けられない。

　そう言って、長ちよう兄けいは父帝の兵たちと対たい峙じした。背後で、ミゼが武器を構かまえるのが分かる。離宮の警備には儀ぎ仗じようのための白はく龍りゆう師し団だん兵へいもいるのだ。まさに一いつ触しよく即そく発はつの空気が満ちる。

「あくまで逆らうんだね、ジル兄上まで。父上のご決定なのに？」

「逆らってなどおらんぞ、私は。父の治ち世せいの安あん寧ねいを願うがこそだ」

「けどさ？　断食節まではってことは、断食明けなら、離婚も総そう指し揮き官かんもやりますってことだよね」

「……」

　暗いまなざしを向けるクロウに、「でしょ？」とパールは笑む。

「それじゃ兄上、しばらくのあいだは身を慎つつしんで過ごすといいと思うよ。ジル兄上の離宮にも、聖堂はあったはずだもんね」

　にこ、と微笑んで、パールが人差し指を立てる。

「また迎えに来るね、シレイネ姫。……大丈夫。戦で兄上が戻ってくるまで、あなたのことは皇こう宮ぐうでちゃんと預かるし」

　締しめくくりの言葉は、あからさまにユナイアの滅めつ亡ぼうを予言するものだった。

「亡国の姫を皇こう統とうに迎える例なら、おれたちの母上がそうだから、さ」

　彼がくるりと背を向けると、ヨミがそのあとに従う。皇帝に属するはずの紅龍師団兵は、まるでパールの私し兵へいのような体ていたらくだった。

（間違いない。陛下は、……妖精王に操あやつられている）

　悠ゆう長ちように様子見をしている場合ではない。

（離婚しなくちゃ大戦争って、事じ態たいはあったけど）

　──妖精王の花嫁を得ようとすれば、必ず報ほう復ふくを受ける。

　聞いたばかりの話がフェルの脳のう裏りに甦よみがえる。

　いつの間にか、事態は離婚したうえで戦争突とつ入にゆう、になっているのだ。意味が分からない。

　急きゆう転てん直ちよつ下かの展開だった。
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「ジルフォード殿下。お察さつしのとおり、離宮の入り口は、皇帝直属軍で垣かき根ねが築かれています。残念ながら、シレイネさまだけお逃がしするのは難しいのではと……少し、間引いてきますか？」

「そうかね。ミゼ、ご苦労。じゃれてはこなくてよいぞ。父上の正規軍が、十と重えに二は十た重えに取り巻いた包ほう囲い網もうを無理やり突とつ破ぱしようとするほうが愚おろかしい」

「御ぎよ意い」

　仮の義あ兄にが十年来の護衛に命令を下す声を、フェルはぼうっと聞いていた。

　窓を閉め切り、分厚いカーテンを下ろし。まだ明るい時間だというのに、離宮の中は、まるで嵐でも来たように薄暗くなる。部屋の中にいるのは、クロウとフェルのほかは、ジルフォード主従とケイだけだ。

　不意に──ピイピイと、かすかに甲かん高だかい啼なき声ごえがする。

　フェルが足元を見下ろすと、翅はねの生えたこびとたちが、床で円舞ワルツを踊っているところだった。ここは太陽の光が入らないので、妙な幻げん覚かくが元気になったものらしい。また、あの頭痛も復活する。

（うわ、しまった……）

　こめかみを押さえ、ひそかにフェルはため息をつく。吐き気も痛みも次第に激はげしくなり、正直座っているのもしんどいが、ここでみんなに余計な心配をかけるわけにはいかない。

　遊んで、花嫁さま。柊ひいらぎの実のように紅あかい目玉でこちらを見上げ、水色のドレスの裾すそにまとわりつくこびとたちの悪戯いたずらに、フェルはいつも持ち歩いている浄石のかけらを胸に抱きしめる。本物のシレイネ姫から預かった、青く発光する夕ゆう輝き晶しようだ。ぎゅっと目を閉じて、強く念じる。

　あっちに行って。わたし、あなたたちと遊んであげられない。

　そうよ、今はまだ何も思い出してなんか、いないんだから……。

（今はまだ、って何？　あれ、わたし……なにを、考えて……？）

　その途端、虚きよ実じつの境さかい目めがはっきりと分かれ──幻覚と頭痛が、ふっと遠のいた。

　こびとたちはいなくなっている。頰に手を当ててぱちぱち目をしばたたくフェルに気づかず、隣では兄弟きようだい詮せん議ぎが進行している。

「なるほど、……化けものの親玉がいよいよ牙を剝むいたな。中身がパールじゃないと分かっていても、同じ顔と声で話されるとぞっとしないものがあるな、愚ぐ弟ていよ」

　ジルフォードは、当然のこと、ミゼを通じて昨日の話をしっかり聞いていたらしい。「よくすんなり信じられましたね、あの内容を」と呆あきれるクロウに対し、「まあ、な。妖精と聖詩篇……これでパールが蘇よみがえった事実さえなければ、さすがにこの私もなんと荒こう唐とう無む稽けいなおとぎ話と疑っただろうよ」と軽くこめかみを押さえている。

「それにしても、妖精やら毒どく龍りゆうやらと、ゲテモノにばかり寄ってこられて嫁の気苦労は絶えないな！　いやはや下へ手たに美人になど生まれるものじゃない」

「そこですの!?」

　さりげなく人外と横並びにされたクロウが兄をはたき倒すのを見て、フェルは思わず脱だつ力りよくした。

「冗談はさておき……父上に、あれだけ話が通じなくなっているとは」

　今の皇宮は、ほとんど妖精王の掌しよう中ちゆうだ、と。ジルフォードが気味悪そうに呟つぶやく。

「ヨミだけは、自分の意思で妖精王に従っている節ふしがある……だが、おいおい話は聞いていくとして、目もつ下か、差さし迫せまった問題ではない」

　なにせ、今ははっきりと危険が具ぐ現げん化かされてしまった。

　ユナイアへの派は兵へい。そして、クロウの出しゆつ陣じんだ。

「だがまだ、開戦については貴族のごく一部しか知らないことだ。……阻そ止しのしようもある」

　クロウの言葉に、ジルは頷うなずく。

「そのとおりだ。ただし迅じん速そくに策を講じなければ手遅れになる。……愚弟と嫁」

　そこでいったん言葉を切り、ジルフォードは空色の瞳をフェルとクロウに向ける。

「今さらだが、私はすべての話を聞いた。この先も、その前ぜん提ていで話していいな？」

「……はい。そうなのでしょうね」

　不意に不安になる。エルラントは妖精の与くみした国だ。

（ジルフォード様はエルラントって国をいちばん優先して物事を考える……衝撃じゃなかったのかな、この国の本当の歴史）

「正直なところ衝撃なら昨日ひと晩さんざん受けたとも。だが、二百年前のご先せん祖ぞ様の所しよ行ぎようなんぞ知ったことかだ。くそ食らえだろう」

　どきどきしていたが、その義兄のひと言で、フェルは顔を上げる。

「お義に兄いさま」

「この血は国のしもべだ。この身体は、暮らす民のためにあり、先人の築いた歴史の上にある。断じて、得え体たいの知れない化けもののためではない。……というわけで、勝手に協力させてもらうぞ。いいな」

　力強く宣言され、フェルは微笑んだ。

（……ジルフォードさまがいてくださってよかった）

　状況は最悪なのだが、それがまだ救いだとつくづく思う。底抜けに明るくて力強い義兄の存在。

　それに彼はこの国の皇こう太たい子しだ。いわば、皇帝の次に権けん威いがある。もしクロウと二人だけだったら、もっと絶望的なことになっていただろう。彼がいれば、まだ対抗のしようもある……。

　人知れず息をつくフェルの前で、クロウとケイが難しい顔で話しこんでいる。

「毒は皇宮中に蔓まん延えんしている。やりたい放題だな」

「呪毒ってのがまた得体が知れませんもんね。まあ、奥方さまがお持ちの、夕暮れ色の瞳の力で対抗できるのが救いですよねぇ……」

「ん？　嫁の瞳がどうしたというのだね」

　ジルフォードとミゼはこの話は初耳だったようだが、ユアンを解呪した先の事件で、なんとなく察するところがあったらしい。クロウが彼らに説明する声を聞きながら、思い出したことがある。

　──〝駄目だよ。命じているのはおれだ〟

　はっとする。フェルは、慌ててクロウに新しい情報を追加した。

「そうだわ！　そもそもわたくしの力、効かないかもしれないんです」

「？　どういうことだ」

　訝いぶかるクロウに、フェルは井戸での出来事を語った。ラナを浄化しようとしたら、あのパールの声で打ち消されてしまったこと。

「……呪いをかけ直された、ってことか」

「別に新しく呪毒を吞ませたわけでもないのに」

　今まで、フェルの瞳の力は絶対だった。呪毒には確実に効いてきたのに。

（やっぱり、タダで手に入れた拾いものだから落とし穴があるのかな……なんでこんな力があるのか不明なままだし）

　自分の力について、すっかり自信をなくしたフェルだ。

「……お前の目が持つ力については、俺も少し、考えているところがある。どういう性質のものか。おぼろげだったが、今の話で確かく信しんした」

「えっ？」

「呪毒は、そもそも正反対のより強い呪いで中和されるという性質があるんだ。……お前も知っているだろう？　黒龍城での一件で」

「え、は、はい。そういえばそうですわね」

　毒どく龍りゆう公こうを殺すために本物のシレイネ姫が使った、誰もが眠りに落ちる呪毒『ゆかずの現うつつ』。それに対抗するため、クロウは『眠らずの蝶ちよう』を自みずからあおったという。受けた誰もが眠らずに命令に従い続けるという呪いに、〝決して眠るな〟という命令を己おのれへぶつけて。

「呪いを、呪いで相そう殺さいする……この構図、何かに似ていると思わないか」

「何かって？　ええと……あ」

　暁あかつきは浄じよう化かの力。対して黄たそ昏がれは、災さい禍かの力を持つという。

　そこでやっと気づく。フェルの瞳は、夕暮れ色だ。毒に込められた呪言の真ま逆ぎやくを唱となえれば解呪できるのだと、今まで信じてきたが。

（もしかして、わたしの瞳の力は、別に呪いを浄化してるわけじゃなくて、むしろ）

「より強い呪いで、呪毒の作用を上書きしてるだけ……？」

「……おそらくな」

　つまりフェルの夕暮れの眼まなこは、威い力りよくと汎はん用よう性せいの高い夕輝晶なのだ、と。

　──そう、クロウは考えているようだ。

「うそ!?　しょ、衝撃なんですけども……!!」

（要するにわたしの目、きっつい呪毒なの!?）

　顎あごを落とすフェルに、「残念ながら、ほぼ間違いないと思う」とクロウは容よう赦しやなく宣告する。

「うっひゃーすごいですねー奥方さま、目ん玉が最強の呪毒って、超イカすじゃないですかぁ」

「嫁はすごいな！　流し眼で男を倒す美人は数あれど、目から毒攻撃を繰り出せる姫君なんて嫁ぐらいのものだろう。うらやまし……くはないな全然！」

「お二人とも。それ、返事したら確実に損そんするやつですわよね、わたくしが」

　ぱちぱちと手を叩き、ケイやジルフォードがやんやと誠せい意いの感じられない慰なぐさめをくれる。囃はやし立てともいう。ますます凹へこんだ。

「呪毒は、毒と呪いの複ふく合ごう。もとになる毒の成分が身体から抜ければ、当然呪いも効かなくなるはずだ。だから、たとえばガウェイン殿の『眠らずの蝶ちよう』の呪いがぶり返すことはもうないわけだが……早い話、お前の瞳は絶対じゃない。より強い呪いには押し負ける可能性があるということだ」

　無む神しん経けいな野や郎ろう二名の脳のう天てんにゴンゴンと連続で拳こぶしを見舞ったのち、若じやつ干かん気の毒そうに結論を述のべるクロウにかぶりを振り、フェルは虚うつろに微笑んだ。

「要は相手に勝つ気の持ちようってことですかしら。うふふ……」

（いいじゃないの。やってやる！　上書きでもなんでもしちゃうしガンガン逆さまに呪っちゃうんだから。先生に昔教わった気合、『命タマァ奪ったるわ』ってやつよ!!）

「けれど、そうも不確かなものなら、……シレイネさまの瞳に頼りきるわけにはまいりませんね」

　冷静な意見を述べたのは、ミゼだ。

　そうだ。

　皇宮に蔓まん延えんしている『知らずの理』は、誰もが畏おそれを抱いだく人物を『親』に広がる呪い。それが、よりによって皇帝陛下にかかっているときている。

　仮にフェルの瞳で皇帝を浄化できても、もう一度パールに呪いを掛け直されれば水の泡だ。元げん凶きようを退しりぞけてしまわなければ。

「以上を踏まえた上で、俺からちょっとした提案だ」

「ちょっとした提案？　ってなんでしょう、旦那さま」




「──父上を誘ゆう拐かいしないか」




　ちょっとしたも何も、大それたものすぎる提案をされて、フェルは飛び上がった。

「はぁあ!?　しょ、正気ですか!?」

「奇き遇ぐうだな。俺も自分の正気を疑っている。だが、正しよう真しん正しよう銘めい、本気だ」

「おや、これは驚いた。お互い狂きよう気きの沙さ汰たでは気が合うものだ！」

「そうですか。あなたと揃そろいの思考なら、俺の頭は確実に狂ってますね」

　ジルフォードが手を打って爆笑したので、「えええ!?」とフェルはあんぐり口を開ける。

「むろん、勝算がないわけじゃない」

「今は春分節オースターラの、断食だからな」

　あと三日もあれば十分いけるんじゃないか、と続けるジルフォードに、フェルはひたすら首を傾げるしかない。

「断食節は潔けつ斎さいの時。当然、皇帝が中心となる行事だ。花霊ペルヒトの剣けん舞ぶが明けたら、国の平へい穏おんを願って、初代皇帝の祀まつられた霊れい廟びようでもある聖堂に、皇帝は一人で籠こもる」

「おまけに、聖堂は皇宮の敷地でも外れにあるのさ。人の出入りも少ない」

　クロウとジルフォードの説明を交互に受け、フェルはおそるおそる訊きいてみる。

「……ひょっとして、その間を狙って……？」

「眠らせてかどわかし、人目につかない場所へ幽ゆう閉へいしてシレイネの瞳を使って呪いを押さえこむ。あとは身体に残った毒の成分そのものを抜く」

　毒入りの水が身体から抜け切るまでの間、ウーベルを皇宮の他の人間から隔離してしまえば、呪毒の『親』が消える。そうすれば、自動的に『子』もいなくなる。

　いくらなんでも危ない橋すぎやしませんか、とフェルはごくりと唾つばを吞む。

　しかし、よく考えれば、皇宮にはあの『パール』がいるのだ。彼は皇帝の側そつ近きんという立場を利用していつでも皇帝に付き添える。

　一度パールに見つかってしまえば、クロウもジルフォードもおしまいだ。では、本当に無理やりにでも連れ出して隔かく離りするしかない。

「ちなみに……知ってはいるだろうが念のため。陛下は今こそお年を召めされてはいるが、かつては愚弟、お前と同じく『軍神』の異名を取るほどの勇ゆう猛もうさで鳴らしたお人だよ。斬り結ぶ相手としては、まあぶっちゃけ難しいだろうな」

「そうですね。実際、父上の斎戒が明けたら、聖堂の控えの間に、返かえり討うちに遭あった暗あん殺さつ者しやたちの屍しかばねが転がっていたのはザラです」

（ひえええ）

　しれっと頷くクロウに、フェルは震え上がった。

　そういうことがあったなら、きっと護衛態たい勢せいも万全だろう。せめてガウェインがいてくれたら話は別だろうが、なかなかというかかなりの難なん関かんだ。

「旦那さま。本当に実行するんですか!?」

「ちなみにこういう事態に備えて、父上の籠られる祈き禱とう室しつの見取り図も確保してある。そうだな、ケイ？」

「あ、やっと出番もらえた。自分め、存在忘れられてるかと思いましたが、そのとおりですよ。ほらここに」

「いやに抜かりないですわね！」

　家か令れいに命じて、しれっと物ぶつ騒そうな内容の羊よう皮ひ紙しを取り出させた夫に、フェルは半はん眼がんになる。

「こういうこともあろうかと。……お前が呪毒について調べていたあいだに、少しな」

　では、あの『妖精王』入りのパールが登場したあたりからずっと、クロウは皇帝の誘拐を視し野やに入れていたわけか。さすが毒龍公、物ぶつ騒そうな思し考こう回かい路ろだ。

（結構、いや本当に、濡ぬれ衣ぎぬじゃない方向で謀む反ほんっぽくなってきたし）

　バレたら即そつ行こう投とう獄ごく、バレなくても人質として軟なん禁きんが待っている身としては、背はい水すいの陣じんすぎて変な笑いがこぼれる。もっともそれは、バレたら処しよ刑けい、バレなくても前線送りのクロウも同様なのだ。夫婦揃って進しん退たい極きわまりすぎである。

　とはいえ正直、──この作戦には巨大な穴がある。

「人目につかない場所って、そもそもどこですの？」

　敷地内で、上うわ背ぜいのある成人男性一人を抱えていようものなら、衛兵に絶対に見つかる。むしろ、皇帝が籠る聖堂から出てきた時点で捕ほ縛ばく確実だ。

（人がいっぱいいる皇宮から、国一番の有名人を連れて、誰とも会わずに脱だつ出しゆつなんて……いやいや、それ以前に、聖堂周りにも兵士がいっぱいいるんでしょ。地図はあっても入りこむ経路がない！　皇帝陛下のいる建物に近づくだけで、もう無理なんじゃ!?）

　前ぜん提ていとして、そもそも標的様に近寄れないのなら、どうしようもない。ここにきて、『皇帝誘拐、まあ頑がん張ばればイケるだろ』とド根こん性じよう論ろんに走るなんて、まさかそんなことは。

　悶もん々もんと頭を抱かかえるフェルに、旦那さまは口許に人差し指を当てた。

「……さて問題だ、シレイネ。一気に数万に及ぶ人間の心を操ることができる化けものに、俺たちが勝てるものは、なんだ？」

「勝てるもの……？　分かりません」

　蟻ありが寄り集まっても、象に踏ふみつぶされればおしまいだ。まったく規模の違う力で圧あつ倒とうされれば、どうにもならないように思われる。

　素直にそう言うと、クロウは苦笑した。

「情報と、論ろん理りの力だ。……たとえばどんなに強大な兵器でも、必ず仕組みがある。要かなめの歯車に、小石を嚙ませてやればいい」

　さっぱり分からない。

　再び半眼になるフェルに、クロウはうっすらと口くちの端はを吊り上げる。

　実に彼らしくて逆にほっとする、たいそう腹黒く美しい笑みだった。

「……蟻の底力を見せてやろうじゃないか。あの象ばけものに」




　決行は明日、機会は一度きり。皇帝陛下が斎戒に入られる時に。失敗すれば全員、命はない。

　彼の立てる作戦に、フェルは真剣に聞き入った。
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　四番目の異い母ぼ兄けいは、『彼』にとって、まさに太陽そのものだ。

『ヨミ、きみの名前って、極きよく東とうの言葉から来てるってほんと？』

　特に寒い冬の日だった。

　結けつ露ろした窓まど硝子ガラスは真っ白になり、指でなぞると滴しずくが滑すべり落ちる。

　火の気のない埃ほこりっぽく薄暗い図書室で、いつもどおり読書にふけっていた『彼』に、『風か邪ぜ引くよ』と毛布を届けがてら、くだんの異母兄は尋ねたものだ。

『？　はい、パール兄上。そうらしいです』

『どんな意味なの？』

『冥めい府ふ。あの世です』

『え。まじ』

　ぎょっとする兄に、『彼』は少し意地悪心が湧わいた。極東の文字で『黄ヨ泉ミ』。彼は無む邪じや気きな母親から習ったとおり、窓硝子に指で書く。

『ちょうど出入りの東方商人から、極東の島国では海の向こう岸ではなく、延えん々えんと続く坂を下った地ち底ていに冥府があると習ったもので、記念につけたんだとかなんとか』

　知ったばかりの言葉をすぐ使いたがる幼おさな子ごと同じだな、と我が母親ながら呆あきれる。

『き、記念ってヨミ』

　当時身分の低い貧びん乏ぼう貴族だった母は、時の皇こう帝ていウーベルの愛あい妾しように召めされて子を授さずかり、すっかり舞い上がってしまった。彼女にとってその言葉は、東方商人を離り宮きゆうに呼びつけられるまで出世した幸運を象しよう徴ちようするものだったのかもしれない──とはあとで分かったが、なんにせよ、縁えん起ぎでもない名をつけられた本人には迷めい惑わくな話だった。

（まあ別に、生まれたところでさほど価値もない、幽ゆう霊れいみたいな第六皇おう子じが、どういう名前をつけられたところで、父上は歯し牙がにもかけないでしょうが……）

　子供心ながら、あの男が気まぐれに母に手を出したにすぎないことも──その心が、常にとある一人の女性に向かっていることも、薄うす々うす察さつしていた。

　──〝あのかたは、次はいつ来てくださるでしょう。〟

　何も知らない母は、日々、うきうきと父帝を待ち続けている。娘が皇帝の胤たねを生んだことで有う頂ちよう天てんになった祖そ父ふや親しん類るいたちも、みな。

　あるいは事実から目を背そむけているだけか。

（愚おろかだ。いや、病やんでいる。誰も彼もみんな）

『おかしいなあ。おれは、全然別の単語だって聞いてたんだけど……』

　急に暗くなったヨミの表情を見て気まずそうな兄に、『別の単語？』と『彼』は首を傾かしげた。

『そう。クロウ兄上から教えてもらったんだ、さっき。おれが聞いたのはね』

　そう言って、パールは『えーと、どうだっけ……』指先で四し苦く八はつ苦くしながら、同じく曇くもった窓硝子に文字らしきものを書きつけた。

『あ』

　──〝読ヨミ〟。それと、〝嘉ヨミ〟。

『ひとつめの意味は、まさに書しよを読むことだって。読書家のきみにぴったりだ。もうひとつは、……祝福だってさ』

『祝福』

『つまりきみは、書に祝福された子、ってことになるんじゃない？』

　道どう理りでね、って思ってさ。

『書に祝福された子、ですか』

『うん。つけられた当初の意味なんかどうでもいいよ。ってか、偶ぐう然ぜんだったら余計すごいよね。きみの名前は、きみの好きな道を喜んでるんだよ』

『……パール兄上』

　相変わらず恥ずかしい人だ、と照れ隠しに思う。

　倦うんだ気持ちを、どうしてこう、すぐに洗い流してしまえるのか。彼の言葉は、まるで魔法のようだった。

　にこにこと、『どうだ！』と言わんばかりに嬉しそうな異母兄から目を逸そらし、『彼』は自分も指を硝子に伸ばす。

『字、間違ってます。ところどころ、線が多くて少ない。正しくはこう』

『うそ!?』

　彼の中にも、きっと押し流せない鬱うつ屈くつがあっただろうに。

『あ、ほんとだ。たしかにこんな字だった気がしてきた。はー、頑がん張ばって覚えたと思ったのに、たったふた文字でこれかあ。ヨミはすごいなあ。それにクロウ兄上もすごいや……そんな知識、どこで勉強したのかな』

　あはは、と笑うその様子に、『彼』も口くち許もとを緩ゆるめる。

　──明るいほうに。光のほうに。

　そのそばにいたいと願うのは、何もあの、鋭えい利りな漆しつ黒こくを宿す三番目の兄だけではないのだ。

（パール兄上。ぼくだって、あなたの……）

　曇り硝子に指先で描かれたふたつの記号は、気づけば、溶とけて流れてしまっている。祝福どころか、それが文字であることすら分からないほど、あとかたもなく。

　まるで、兄の生きた証あかしすらすっかり消えてしまったあとの、世界のように──

（失うしなったものは取り戻せない？　知ってる、そんなこと。……でも、そんな理り屈くつで納得できるわけがない！）

　だから、闘たたかうしかない。たとえ道を外れても、魂たましいを魔物に売り渡しても。

『あーあ、知っちゃったのか』

　願いを叶えるためにありとあらゆる禁きん書しよをひもとき、いくつもの真実を知った時、それは『彼』の前に現れた。

『本当なら、知りすぎた人間なんて邪じや魔まなだけ。殺してしまうところだけど……面おも白しろい。きみの願いは、むごくて純粋で美しいから』

　豊かな黒髪の第三皇こう妃ひに寄り添いながら、大切な兄と同じ姿で、同じ声で、口調で仕草で、それは嗤わらう。

『美しいものは好きだよ。叶えてあげよう、ヨミ＝アグラヴェイン＝エルラント、きみの望みを。……代わりに、おれの手を取りなよ』
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（……いやなこと、思い出した）

　青白い月が皓こう皓こうと、夜空に懸かかっている。

　色を闇やみに沈ませて眠りに就つく、皇こう宮ぐうの奥庭に敷かれた千花絨毯インフイオーレを眺ながめ下ろし、ヨミはため息をつく。こつん、と大理石の柱に額を当てれば、無む機き質しつな冷たさが心地ここちよい。

　父が籠こもる祈き禱とう室しつは、聖堂の奥にある。正面玄関の扉の横に控ひかえ、彼は近衛このえの指し揮きを任まかされていた。

　といっても、ひ弱で引きこもりな第六皇子にできる指し揮きなどほとんどない。せいぜいが、非常事じ態たいに首から下げた笛ふえを吹くことぐらいだ。警けい備びは紅こう龍りゆう師し団だん兵へいと、父の言いなりに動く黄おう龍りゆう師し団だん兵へいに任まかせてある。

　彼はただ、つつがなく皇帝が儀ぎ礼れいを終えて出て来るまでの三日間を、いつもどおり静かに過ごせばいい。場所が変わっても、書籍を持ち込んで読みふけることに変わりなかった。

　──〝商路は？　商路は、どう説明されるんですの〟

　ふと、あの夕暮れを身に宿すユナイアの姫君の顔が頭に浮かんだ。

（気の毒に、って。思わないわけじゃない。あの姫君にも……ジルフォード兄上やクロウ兄上にも、不幸になってほしいわけでもない。でも）

　指先で、手元に広げた古びた写本の文もん言ごんをなぞる。朽くち木きに縋すがる者よ。汝なんじ、忘るるなかれ。尽きた命は蘇よみがえらずとも、汝には、新しき種を育はぐくむ手があることを……。

　ヨミはぱたんと読んでいた本を閉じた。

　血を分けた兄弟きようだいを生いけ贄にえにすること。ほぼ無関係の姫君を無理やり巻き込むこと。ためらいがなかったわけではない。ただ、もっと大事なものがあっただけ。

（断食節フアスナハトが終わって、クロウ兄上を戦地に送り、あのお姫様を差し出したら……）

　──〝お前の大切なこれを、返してあげよう〟

　聞き親しんだ声が告つげた言葉を思い出し、うっすらと頰ほおが緩んだ。

　もう少しだ、と。

　──〝ヨミ。この身体は、おれが入っているから、まだ死にきってはいないんだよ。心臓に空あいた穴も癒いえているし、魂たましいも記き憶おくも残ってる。無事に目的を果たして使い終えたら、いらなくなった殻からはきみにあげるよ〟

　兄と同じ声で、あの妖精王ばけものはそう言った。

　疑う彼に、「きみのような、羽虫にひとしい命に噓うそなどついてどうするの」と、兄そっくりな顔で笑って。

（皇宮に呪毒を撒まいて、舞台は整えたんだ。いつでも違い和わ感かんなく、あの人が帰ってこられるように）

　ゆるゆると、ヨミは月に手を伸ばす。朽ち木に縋るなと聖せい句くは警けい告こくする。冗じよう談だんじゃない。新しい種などいらないのだ。

（待っていて。もうすぐです、パール兄上。もうすぐで、ぼくは）

　──と。

　ふっと自みずからの上に落ちた影に、ヨミは顔を上げた。

　その瞬間、目に飛び込んできた人物に、思わずぽかんとする。

「ごきげんよう、ヨミさま。いい月夜ですわね。なんだか少しお出かけしたくなるような」

　夜よ目めにも鮮やかな、夕暮れを宿す瞳ひとみ。波打つ緋ひ銀ぎんの髪は、しっとりと濡ぬれそぼっている。

　人ならざる者の王にふさわしい、美しい、人間離れした容よう貌ぼうの、それ。

　一瞬、幻げん覚かくかと思ってしまった。

「シレイネ姫……!?」

（いつの間に、どこから!?　だって、断食明けまで、ジルフォード兄上の離り宮きゆうは兵士で囲んでいる。彼女は館やかたから出られないはず）

　驚いている暇ひまはない。彼は即そく座ざに、首元の小さな呼よぶ子こを摑つかんだ。

「待って」

　口許に当てる前に、彼女の白い手がそれを阻はばむ。

「ヨミさまに、お話がありますの。旦那さまにお聞きしました。……あなたは、妖よう精せい王おうに操あやつられてはいない。目的があって従したがっているだけだと」

「そうですね。妖精に育てられた国が、養やしない親に逆らっても無む駄だですので」

　白い指を外そうとしたが、ひんやりと冷たいそれは、とても姫君のものと思えないほど強い。ヨミは舌打ちした。

「ええ。けれどそれは、あなたの本当の目的ではございませんわね？」

　ここでのんきに話し込もうというのか。早く人を呼ばなければ。そう思うのに、つい、応じてしまった。次に彼女が続ける言葉が、気にかかったせいだ。

「……何が言いたいんです」

「あなたの本当の目的が、『亡なくなった本物のパーシヴァルさまを蘇らせること』なのではないか、というお話ですわ」

　ざわ、と。心臓が騒さわぐ。

　無ぶ遠えん慮りよな手で無理やり胸のうちを探られる不ふ快かい感かんに、ヨミは顔をしかめた。

「……失礼なお姫様ですね。嫌いになっちゃいますよ」

「どうぞ。無む神しん経けいにもなりますわ。こちらも命がかかっていますもの。何よりも、旦那さまや、故こ郷きようの大切な人たちの命が。あなたが妖精王に協力して、無駄な戦いくさを起こそうとなさるから」

　彼女は苦笑すると、すっと表情を厳しくした。

「そもそもわたくしの口から伝えるべきではないし、僭せん越えつだと存じておりますわ。でも、……あなたの目的は果たせませんの。だって、パーシヴァルさまは、本当に、もう亡くなっているのだから」

　妖精王の宿しゆく主しゆに選ばれた亡もう者じやの末まつ路ろはふたつ。

　ひとつは、モルドレッドの剣で、巣くう王ごと葬ほうむられるか。

　もうひとつは、身も魂も、ぼろぼろに喰くい尽つくされるまで利用されるか。

　容よう赦しやなく告げる彼女に、ヨミは歯を食いしばる。

（知ってる。そんなことは）

　聖せい詩し篇へんの真の意味も、裏の歴史も、妖精との戦い方も。書庫に眠るすべての本を、頭に叩き込めば、だいたいのことは知れる。

　でももう、あれに縋すがるしか、自分には道がない。

「『あなたは私の命取り』……」

　ヘムロック。目の前に佇たたずむ彼女に贈った毒花の花言葉を呟つぶやき、くす、とヨミは微笑んだ。あのお遊びの時は、選んだ花に特に深い意味などなかった。だが、まさか今頃思い出すなんて。

（きっと、まっすぐに生きられるだけ、大切にされてきたのだろう、あなたは）

　夕暮れ色の姫君。人のためではない、妖精王のたべもの。

「花言葉どおりになっちゃいました。ここまで踏み込まれるなんて」

　自じ嘲ちようとも、怒りとも悲ひ哀あいともつかないものが、腹の奥からせり上がる。

「──ぼくは」

　聞きわけのない子供の起こす癇かん癪しやくのように、顔を歪ゆがめて。

「納得できない。許せない。パール兄上が死んだなんて、あり得ない。だって、ぼくが知ったのは、埋まい葬そうもすべて済んだあとだ。遺い体たいも見ていない。葬そう儀ぎもなかった。だから兄上は、死んでなんかいないんだ……!!」

　返してくれる、とあの化けものは言った。実際に、あれはパールの身体からだを使い、その記き憶おくを持っている。一いち縷るでも望みがあるならば、賭かけるしか、ない。

　ピィ──！

　鋭するどい金きん属ぞく質しつな呼子が夜のしじまに響き渡る。

「侵しん入にゆう者しやです！　誰か捕まえてください!!」

　ヨミが叫ぶのと同時に、夕暮れの姫は微笑んで身を翻ひるがえす。暗がりに飛び込んだ彼女を、すぐさま雪崩なだれを打って兵が追った。

（いったい、どこから入ってきたんだろう……）

　その場に取り残されたヨミは、呆然と彼女の立っていたところを見る。点々と水すい滴てきが落ちていることが不思議で、柄がらにもなく、名前のとおり人魚シレイネのようだと思った。

　──止めなくては、とヨミは唇くちびるを嚙かむ。文字どおり命取りになりかけている、あの人を。
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（はー、足が攣つったらどうしようかと思った！　海あ女まの日ひ雇やといやっといてよかった!!）

　──半分軟なん禁きん状態のはずの姫君がいきなり聖堂のそばに現れたら、いい具合に警備を引っかき回せるものだ。

　目もく論ろ見みどおり、警けい護ごを務める紅龍師団兵たちの注意を引きつけるだけ引きつけて、フェルは聖堂の周囲を逃げ回った。

「おい、いたか!?」

「いや。ヨミ殿下は幻覚でもご覧になったんじゃないか」

「だけど、俺もたしかに見たぞ……変だな？」

　少し離れた場所で交わされる見張りの兵たちの会話を聞きながら、第三皇子から陽よう動どう役やくをおおせつかったフェルは、中庭の茂みの陰に潜ひそんでいた。

　春しゆん分ぶんとはいえ、さすがに夜はまだ冷える。濡れた服は肌に張りついて容よう赦しやなく体温を奪うばいにかかってくるもので、フェルは嚙み合わずガチガチ鳴りそうな歯を押さえた。

（さ、さぶい……！　皇宮の井戸や水路が全部繫つながってるからって、泳いで潜せん入にゆうはさすがにマズったかも！）

　毒入りの地下水だが、フェルに呪毒は作用しない。ほかに侵入経路を思いつけなかったのだから仕方ないのだが、先日の井戸転落未み遂すい事件が思わぬ怪け我がの功こう名みようになった。

　しかし、早く着替えなければ風か邪ぜを引いてしまう。背せ負おってきていた防水のにかわを塗ぬった革かわ袋ぶくろから、素早く動きやすい簡かん素そなドレスを取り出した。

　ごそごそと着替え終わったところで、すぐそばで何かを殴なぐるような音と、鈍にぶい呻うめき声が聞こえる。

　やがて茂みから顔を覗のぞかせたフェルの目に飛び込んできたのは、東方由来の武器『鋼こう絲し』を手た繰ぐりながら、にこにこと微笑む黒こく龍りゆう城じよう家か令れいの姿だった。

「おや、奥方さま。ご無事でしたか。エルネットさりた、最近始めた特別警備業ぎよう務むのご提てい供きようです。名付けて、信頼と安全のサリタが現場に押し込む・略して『サコム』」

「えー……今さらですけど。微び妙みようにどこかに引っかかりそうな名称つけるの、やめませんこと？」

　彼の足元には、先ほどの警護の兵たちがきれいにノされている。相変わらず、物ぶつ騒そうな家令だ。

「さて、と」

　危険のなくなった中庭で、フェルは目の前にそびえる聖堂を見る。

　彼女に与えられた任にん務むは陽動と、やはり皇こう帝てい陛へい下かの解かい呪じゆだ。

（でも、何より、皇帝陛下ご自身がものすごくお強いって）

　刺し客かくを一人でギットギトにノしたという皇帝に戦せん々せん恐きよう々きようなフェルに、ケイが「一応、『親』の呪いにヤラレてる以外は普通の人ですから、こちらの安全のためにお食事に睡すい眠みん薬やく混ぜておいたそうですよ？」とさらっと外げ道どう発言をくれる。

「旦だん那なさまの作戦どおりですと……本当に、このまま突とつ入にゆうしてしまっても問題ないんですの？」

「ええまあ。驚いたことに、大丈夫なんですよ」

　ケイは肩を竦すくめた。

　たしかに、今──これだけのんきに話していても、見張りが飛んでくる気配はない。

「大だい胆たんですよねえ。皇帝陛下の誘拐や軟禁ってだけでも、正直大だいそれた真ま似ねすぎるのに」

　その台詞に、フェルは頷く。

「まさか、軟禁場所を、陛下がもともと籠こもるご予定の聖堂にしてしまうなんて──ですわよね？」

　思い出すのは、作戦を話すクロウの声だ。

　──〝呪じゆ毒どくには弱点がある。ひとつは、呪のろいの目的さえ把は握あくしてしまえば、冒おかされた人間の行動がある程度読めること、だ〟

　そして、種類を『知らずの理ことわり』に限れば、「操られる人間は、基本的に理り性せい的てきなまま」という縛しばりが加わる。

　現在皇宮中に満ちている呪いの内容は、ラナがフェルを捕まえようとした時のように相手を絞って追加変更されない限りは、「パールが生きていると思い込め」という単たん純じゆん明めい快かいなものである。

　翻ひるがえせば、それ以外の点では、周囲はまったく本人たちそのものだということ。

（それじゃ、パーシヴァル殿でん下かとほとんど接せつ触しよくのない、旦那さまの味方をしてる派は閥ばつ……つまり、戦争に反対している親教会派の人たちならば、基本的に連れん携けい先さきとして協力が望める、って）

　まさか、あの『パール』と丁ちよう々ちよう発はつ止しを繰り広げながら、そんな根回しをしていたなんて。悪わる知ぢ恵えの働き方が尋じん常じようではないというか。

（そこは、さすがの毒どく龍りゆう公こう……）

　親教会派の強みは、その名のとおり、教会と仲がいいこと。要するに、聖堂や教会を使う正せい教きようがらみの各おの々おので、いろいろ便べん宜ぎを図はかってもらえるのだ。

「さすがに、いちばん近くに侍はべる兵隊さんは無理でしたけど……皇帝陛下が聖堂に入られる際に、ジルフォード殿下の采さい配はいで、親教会派の貴族ばかりで周囲を固め、聖堂ごと完全に封ふう鎖さしてしまう。護衛の実体は、制服を拝はい借しやくしているだけの黒龍師団や白龍師団兵なんですよねぇ」

　中に入り込んだ『偽にせの護衛たち』は、ひっそりと、数少ない『本物』たちを無力化していく。現在は、ほとんど夢の世界に旅立っているようだ。本物の護衛たちを制圧し終われば、呪毒に冒された兵たちと合わせて全員聖堂から退去してもらえばいい。

「正しよう念ねん場ばですわね」

　細せい緻ちな細工が施ほどこされた、高い樫かしの大扉を見上げ、フェルは呟つぶやいた。

　──父帝にかけられた呪いは、おそらくふたつだと、クロウは教えてくれた。『パーシヴァル＝エルラントは生きていると思い込め』、そして、『彼に絶対服ふく従じゆうせよ』。

（作戦は、今のとこ無事に成功してる。あとは、三日間かけて陛下を毒抜きできれば……）

　しかし、事態はまだ、一発で戦せん局きよくをひっくり返される危険を孕はらんでいる。

「ここで一度呪いを解いても、パーシヴァルさまがそれに気づいて呪いをかけ直せば、振り出しに戻ってしまうのですわね……」

「だからこそ」

　フェルに先行して扉を開け、中に招き入れてくれながら、ケイは微笑んだ。

「我が君の作戦は二段構えなのですよ」

　つまり──皇帝を一時的に解呪し、正気に戻した隙すきに。

　聖堂に仕掛けた罠わなにわざと気づかせ、もう一度、呪じゆ詛そしに来させて。パール──妖精王を葬ほうむってしまおうというものだ、と。




　そして──それに始末をつけるのは、『モルドレッドの剣』を持つクロウの役やく割わりになる。




『本当にいいんですの、旦那さま』

　着ちやく手しゆする前、フェルはたまりかねてクロウに尋ねた。

（だって、あのパーシヴァルさまを倒すってことはつまり、器に使われた本物のパーシヴァルさまの身体と魂をも消し飛ばすってことになるんでしょう）

　すべてを語ってくれたクロウの言葉どおりであるとすると、そういうことだ。

　心配するフェルに、クロウは「……そうだな」と翳かげりのある笑みを見せた。

『弟は……パールは、三年前にもう死んだ。ああなってしまってはもう、どのみち消えていくしかないのなら……』

　──〝兄上。助けて。おれはもう誰も、殺したくない……〟

　呪いに操られてイルの民たみを殺しながら、パールはわずかに残った正気でそう訴うつたえたという。

『無む駄だな戦で多くの血を流すより、自みずからの魂を捨てることを願うだろう。あいつなら。そういう奴だったんだ、本当のパールは……』

　なんでもない調子で言ってはいたが、苦く渋じゆうの決けつ断だんだとは、寄せられた眉まゆ根ねや握り込まれた拳こぶしで知れた。

　どうして剣なのだろう、とフェルは思ってやまない。自じ死しとはいえ、クロウの手を取って胸を刺さし貫つらぬいたのだ。あまりに残ざん酷こくすぎる。弟の命を絶たつ感かん触しよくを忘れない彼の手が、同じ手しゆ段だんで、再び弟を殺さなければならないなんて。




（……あの人が覚悟を決めたなら、わたしはその背を守るだけ）

　フェルは唇を嚙む。

「奥方さま。大丈夫ですか？　顔色があまりよろしくないようで」

　すっと近づいてきたケイが、ひそひそと案じてくれる。

「……平気ですわ。緊きん張ちようしておりますの」

（一人で役目に臨のぞむわけじゃない、から）

　旦那さまは、黒龍兵に聖堂から撤てつ収しゆうする指示を出しつつ、同じく白龍師団兵の指し揮きを執とるジルフォードとともに、正門付近でパールを待ち受けるらしい。皇帝の解呪を担になうフェルとは別行動になる。彼らは、弟をもう一度屍しかばねに戻しにいくのだ。

（だめだ。……考えたって、仕方ないのに）

　頭をひとつ振り、フェルは周囲を見回す。

　それにしても、ほとんど一年に一度、この時しか使わない聖堂とはいえ、さすがはモルドレット帝の霊れい廟びようを兼かねるだけはある。聖堂は大きく、また壮そう麗れいだった。

　細かな草花の紋もん様ようが浮うき彫ぼりにされた青や淡たん黄おう色しよくのテラコッタパネルで壁面をびっしり覆おおい、凝こったステンドグラスや銀の燭しよく台だい、大理石の彫ちよう刻こくとの調ちよう和わが美しい。見上げるほど高い天てん井じようを、鮮あざやかな絵画が彩いろどっている。

「……初代皇帝の霊廟、ですが変ですねぇ。それにしてはなんだか内ない装そうが新しいような」

　商人でもあるケイが、周囲の調度を見回して呟く。フェルは首を傾げた。

「そうなんですの？　あら、確かに……？」

「ウーベル陛下の御み代よになって内装を新調したって話でしたっけ。それにしたって、なんとなく装そう飾しよくが珍ちん妙みようというか、足りないような違い和わ感かんが……おや、こちらですね」

　やがて、皇帝の籠る祭さい室しつの前まで辿り着いたフェルは、ぎゅっと拳を握る。

（陛下が、中にいるのはたしか）

　予定どおりなら、薬でよく眠っているはずだが、果たして。

「お、お邪じや魔まします……」

　常の習いで一応断ってしまいつつ、フェルが意を決して扉を押そうとした時だ。




「いらっしゃい、花嫁さん？」




　ここ数日で耳に馴な染じんでしまった、柔らかな声が耳じ朶だを打ったのは。

（うそ!!　旦那さまたちは……!?）

　一度ぎゅっと目を閉じ、フェルは、意を決して振り返る。

「……パーシヴァルさま」

「考えたね。兵士を入れ替えるなんて。紅龍師団兵がみんな別人に入れ替わってるなんて、全然気付かなかった」

　周囲は、装飾照明の火が絞しぼられ、薄暗い背はい後ごの闇やみから、こつこつと、スレートの床を硬かたい踵かかとが打つ音が近づいてくる。

「ありゃ。我わが君きみたちは、出し抜かれてしまったのですねえ……ここ、どうして分かったんです？」

「ヨミが報しらせてくれなかったら、危なかったかもね。気まぐれで使ってみたけど、なかなか役に立ってくれる」

　フェルを押しやりながらのケイの問いにパールは、ちら、と振り返る。そこには、第六皇子が、息を切らせて壁にもたれかかっていた。

　よく見れば、彼の髪は先ほどまでのフェル同様にぐっしょりと濡れそぼっている。服からも滴しずくがこぼれ、足元に水たまりを作っていた。

（まさか、わたしと同じように井戸を泳ぎきって知らせたの）

　聖堂から、黒龍師団兵たちの囲みを破って抜け出したのだから、ひ弱なはずが呆あきれた根性だった。

　それほどまでに、喪うしなった兄を取り戻したいのか。

「邪魔、なんてさせないです」

　彼は、切れ切れの息を整えながらフェルを睨みつける。まなざしは真しん摯しでひたむきだからこそ、胸が痛んだ。

　亡くなった兄を返してあげよう。自分がいなくなった暁あかつきには。彼は、ヨミにそうそそのかしたという。

（でも、妖精王に取りつかれた人間の末まつ路ろが噓だとは、どうしても思えない。それに、亡くなって、埋まい葬そうされた人間が蘇よみがえるとも……）

　鋼はがねの絲いとを構えるケイを横目で確認する。時間を稼かせぎたいのも理由だが、確認したいことがあったのだ。

「あなたの正体はもう分かっておりますの。パーシヴァルさま……いいえ、妖精王」

　そう呼びかけると、彼は嬉しそうににっこり笑みを深めた。

「あれ。その呼び方するってことは、知ってくれたんだ？　おれのことを。あ、でも惜おしいかな。うまいこと、いちばん大事なところは避けられちゃってるみたいだから」

　残念そうに、しげしげと顔を覗き込んでくる『パール』に、フェルは慎しん重ちように問いかける。

「ひとつ、お答えくださいませ」

「なに？」

「亡くなったパーシヴァルさまを蘇らせるという話は、……本当ですの？」

「……」

　両りよう拳こぶしを握りしめて自みずからを睨み据えるフェルに、彼はしばらく黙っていたが。

「いや？」

　やがて、ぱっと明るく破は顔がんしてみせた。

「なんだ、ヨミ。まだ信じてたの、そんな法ほ螺ら」

「え」

　呆あつ気けに取られる黒青の瞳に、人形めいた仕草で首をかく、と傾げて。




「心臓を貫かれて冥めい府ふに旅立った人間が、そんなに都合よく帰ってくるわけ、ないだろ？」




「──」

　きみの兄なんてもう、この世に跡あと形かたもないよ。なんでもないように、妖精王はうそぶく。

　どさり。絶句するフェルの耳は、不意に、何か乾いたものが落ちるような音を捉とらえた。

「うそ、だ」

　だって、返してくれると、言ったのに。

「ヨミさま……！」

　──足から力の抜けたヨミが、うつろな瞳で石の床にへたり込んでいた。それを無感動に眺めやると、パールは彼からすっかり興味を失ってしまったようだ。

「ねえ、話はそれで終わり？」

「とりあえず自分めがお相手しときますから、奥方さまは適当にお逃げください」

　フェルに向き直る妖精王に対し、おどけた調子でケイが進み出るが、その額に汗が伝っていることにフェルは気づいた。

（まさか。ケイさまも、微び量りようの呪毒を身体からだに受けてる……!?）

　呪いの内容を、直接上書きされれば、彼もまたラナと同じ状態になる。

（焦るな。何が来ても、言葉にされれば逆を返せばいいの。競せり負まけなければいい。絶対に打ち消してやるんだから）

　あとは気力の勝負だ。

「あは。戦うの？　……気き丈じよう、なのは好みだけど」

　こつん。

　足音が一歩近づいてくる。また一歩。

（う、怖い）

　闇の向こうにいるのは、何か得え体たいの知れないもの。

　ぞろぞろと、足元を、こびとたちが駆けていく。光る蛇へびや、青い蝶ちようが謳うたう。王様のおなりだ。お妃きさきさまを迎えに来たんだ。さあ宴うたげだ。もうすぐ、道が通じるから。

「視みえるようになった？　それじゃ、ほんの一息だ」

　くす、と『パール』は笑う。

「あと少しで、ほら。おれも、きみに手が届く」

（負けるか……!!）

　妖精王は、クロウの大切な亡弟の屍しかばねを玩もてあそぶ者。

　クロウのためにも、本物のパールのためにも。絶対に、こんなところで負けられない！

　内心のおびえを振り払い、精せいいっぱい足を踏ん張り。フェルが両目に力を込めた時だ。

　銀光が、一いつ閃せんした。

　──ギィン、と。

　鈍にぶい音とともに、大理石から火花が散り、『パール』は目の前から退ひいていた。

「……わあ。来ちゃったんだ、兄上たち。その物ぶつ騒そうな剣、おれ、嫌きらいだって言ったのに」

　自らの緋銀の髪が、衝しよう撃げきで揺れるのが、視界の端にちらつく。

　フェルは、その場にへたり込みそうなのを必死で耐たえた。

「旦那さま!!　ミゼ！　……と、ジルフォードさま！」

「無事だな、シレイネ」

「よかったな間に合って！　なぜ、私の名前だけ一いつ拍ぱく遅かったのかは突っ込まないでおいてやるぞ嫁！」

　クロウと、ミゼ、そして一歩後ろでジルフォードが、『パール』を囲い込むように聖堂に突入してきたのだ。





[image: ]






　──仕し留とめ損そこねた。

　間かん一いつ髪ぱつで、剣を使って受け流されたのだ。重い衝撃が腕に伝わり、クロウは顔をしかめる。

（だが、これからだ）

　とっさに抜いた自みずからの儀ぎ礼れい剣けんで、クロウの持つ『扉』──モルドレッドの剣を受け止めたらしい『パール』は、納得したように頷く。

「ひょっとして、決心ついたんだね。おれのこと、ホントに殺すつもりだったの？」

「……だと言ったら？」

　問もん答どう無む用ようと、次々に斬ざん撃げきを加える。

　激しく交わされる剣けん戟げきの音が、静かな聖堂に響きわたった。

「剣舞の時はそうでもなかったけど、兄上、少し弱くなったかな」

　得え物ものの剣は古めかしい作りで、長さも重さも実戦には向かない。わずかに鈍にぶるクロウの剣けん光こうを、妖精王が面白そうに揶や揄ゆする。

「さてな。お前は技ぎ量りようは上げたようだが──」

　わずかな隙すきを見いだし、クロウはそばに控ひかえる家令と、兄の護ご衛えいに合図を送る。

「わ、っと。痛っ？」

　ミゼルカの放った短たん刀とうが腿ももを掠かすめ、『パール』は顔をしかめた。体たい勢せいを崩した彼を、今度はケイの鋼絲が襲う。

「三人がかり、って。結構卑ひ怯きようだね」

「今さらじゃないか？　俺の性格は、お前もよく知っているだろう」

（中身が妖精でも、器は人間だ）

　──よりによって、亡き弟の。

　エルラント初代皇帝、モルドレッドの剣。刃やいばは『扉』、そして柄に嵌はめ込まれた青い夕ゆう輝き晶しようは『鍵かぎ』。鍵を差し込んだ扉で心臓を貫けば、妖精王をあちら側に送り返して葬ほうむることができる。

　ただし、魂を喰くらわれ、屍を奪われた人間は、妖精王とともに消し飛ばされ、決して救われることはない。

　背はい教きよう者しやオーゼン＝ライオネルの言葉が、呪いのように耳の奥にこだまする。

「いいの？　おれを、殺しても」

　刃同士が擦こすれ合あい、耳みみ障ざわりな不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでる。

　壁際に追い詰め、競せり合あいに持ち込んだクロウを見据え、『パール』はほのかに笑んだ。

「その剣。使えば、あなたの弟はもう──」

「構わない」

　突き込まれた切っ先はかわしたが、頰に一本、傷が走る。鋭い痛みに構わず、クロウは横ざまに刃を薙ないで弟の手から剣を叩き落とした。ケイの鋼絲が続けて足を払い、『パール』は床に倒れる。

「くっ……」

　短く呻うめき、立ち上がろうとしたその胸を踏みつけ、床に蹴けり転ころがす。かつて誰よりも大切だったはずの者と同じ顔をしていても、もう、それは弟には見えなかった。

　──〝今生きている自分の妻を守るためだったら、死んだはずの弟が今さらどうなろうと知ったことじゃないかな〟

　剣けん舞ぶの晩の台詞せりふを思い出し、我知らず、クロウは口許を自じ嘲ちように歪ゆがめる。

「ああ、そうだよ。パール」

　永えい劫ごうに呪われたって構わない。

　地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれても。罪つみの意識に悶もだえながら死ぬことになっても。




　──〝兄上、クルヴァッハをエルラント一、いい土地にしようよ〟

　──〝魂は、あなたを祝福し続ける〟




　次々に甦る弟の声。こちらを静かに見上げる、明るい南の海の瞳。頰にかかった亜あ麻ま色いろの髪。ああ、……髪も背も伸びたものだ。

　これが本当に、本当のお前なら。どんなにか誇ほこらしく──

　否、違う、と。

　心の奥で、誰かが囁ささやく。

（もしパールが、俺を心底憎んで妖精王を招き入れてしまったんだとしても。できることなら、俺はお前も助けたかった）

　本当は、……護りたかった。喪うしなってしまったものは取り戻せなくても。

　諦あきらめたくなんてないのに。──だが、それはもはや叶わない。

　選ばなければ……切り捨てなければ。だから。




「──俺はもう一度、お前を手にかけるよ」




　雑ざつ念ねんを振り払い、剣をいったん下段に引き。まっすぐ、その胸に突き立てる。誤あやまたず、三年前のあの時、ティカルで彼を貫いたのと、同じ位置に──




「やめて!!」



















　甲高い悲鳴とともに、腕にあたたかな何かがしがみついてきたのは、その時だった。

　一瞬。

　何が起こったか分からず、クロウは思考ごと動きを止めた。

　弟の胸を貫くべきだった剣は、未いまだに目的を果たさぬままだ。頭が働き始めると、何がそれを阻はばんでいるのか認識できる。

（フェル……？）

　呆然とする。

　腕に縋すがるようにして剣を止めているのは、ほかでもない妻だった。

「どうした。危ないだろう、下がって……」

「危なっかしいのはあなたのほうですわよ!!」

「は……？」

　なんのことだ、と問おうとした瞬間。

　茜あかね色いろの瞳からぼろぼろと大おお粒つぶの涙がこぼれ落ち、とっさにクロウは声を失った。

　それ以前に、どうして止めるのだ。早くこれを殺さなければ、彼女の身に累るいが及ぶというのに。

「お前、……なぜ泣いている？」

　かろうじて呟くクロウの頰ほおに向け、フェルは泣きながら手を振り上げる。

　とっさに反応できず立ち尽くすクロウの頰に、彼女は無言で容よう赦しやない平ひら手て打うちを──喰らわせると見せかけて、拳こぶしで殴なぐりつけた。

　ごきっ。

　イイ音がする。

「!?」

　──なかなか、素直に痛かった。

　頰を押さえて言葉もない夫に、「この大馬鹿者の旦那さま!!」と、彼女は怒ど鳴なった。

「わたくしは泣いてなんかおりません！　泣いているのはご自分でしょう!?」

「……俺が？」

　目許に指先で触れて確認したが、当然のように乾いている。事じ態たいが吞み込めず、黙したクロウの首に腕を伸ばし、背伸びするようにフェルは彼の頭を抱きくるんだ。

「シレイネ……？」

「無理やりに今、選ばなくてもいいんです。パーシヴァルさまを、殺さなくても」

　何を言っているんだ。

（こいつを殺さないと。弟を、殺さないとお前が）

　言いかけて、気づいた。

　──同じなのだ。あの呪わしい純じゆん白ぱくの離宮で、実じつ母ぼをこの手にかけようとした時と。

「選べないあなたで、いいんです。……あなたが絶ぜつ望ぼうせずに済むように……一緒に何度でも道を探しましょうって、言ったじゃないですか」

　白い指が、自らの首筋に彼の額を押し当てさせるように導みちびき、耳じ裏うらから、黒髪に指先を挿さし入いれてくる。

「地じ獄ごくに落ちない方法、一緒に考えましょうって言いましたわ。見つからないのなら、わたしが一緒に背せ負おいますから。……もう、お独ひとりで、歩いて行こうとなさらないで」

　からん。

　乾いた音に、床に視線を落とす。

　妖精王の胸に突き立てるはずだった『モルドレッドの剣』が、大理石の上で、冷たい輝きを放っていた。
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　──人生には必ず岐き路ろがあるもの。いつかは、どの道を往いくか、選ばなくてはならない日が来る。

　だが、進むべき道が見えないとすれば、それはまだ、選択の時ではないということ。

（聖詩篇は、対妖精用の武器として編へん纂さんされたって話だけど……でも、わたしには、そこから大事なことをいくつも教えてもらった）

　クロウが妖精王を殺あやめる瞬間をすんでのところで押しとどめたフェルは、床に転がったままの剣を見下ろした。

（これで……よかったのかな）

　彼の覚悟は知っていた。

　妖精王は、必ず倒さなければならないことも。ここで排はい除じよしなければ、パールの身も魂も、ただ貪むさぼられる一方だということも……。

　けれど、どうしても──もう一度、彼に、弟の心臓を刺し貫く感かん触しよくを味わってほしくなかった。自分が、見たくなかったのだ。

　フェルは、裂さいた布で『パール』に猿さるぐつわを嚙ませるクロウの背を見守る。ケイの鋼絲を使って後ろ手に拘こう束そくしてしまったのを見届けたのち、フェルは剣を拾い上げて鞘さやに納めるクロウに言ってみた。

「パーシヴァルさま……いえ、妖精王は、もう心配ありませんわね。それじゃ、わたくしは皇帝陛下の解呪に向かおうと思います」

「……ああ」

　クロウは、まだどこか茫ぼう洋ようとした瞳をしている。

（どうしよう）

　この状態で、『パール』のそばに置いておくことも一いち抹まつの不安がよぎるが、妖精王が万が一にも何か行動を起こそうとした時、どうにかできるのは『モルドレッドの剣』を持つクロウだけだ。

「ええと、それじゃ。ケイさま、ご一緒いただいても？」

「？　はい、よろしいですが……」

　結局、ほかの面子メンツではいちばん気心の知れた家か令れいに同行を願うことにした。

（きっと旦那さまは、ジルフォードさまのそばにいたほうがいい。同じ傷を共有できるのはご兄弟きようだいである彼だけだもの）

　首を傾げてジルフォードの顔を見るケイに、フェルは「お願いします」と手を合わせた。

（二重に呪いをかけられなければ、とりあえず、皇帝陛下を正気に戻すことはできるはず）

　ユナイアとエルラントの戦争を防ぐという目的は、ウーベルの解呪さえ叶えば果たせるのである。

（今は判断を先のばしにしただけ。パーシヴァルさまからは、必ず妖精王を追い出さなくちゃいけない）

　けれど、クロウにやらせるくらいなら、いっそ──

　知らず知らずのうちにざわつく心臓を押さえ込むように、フェルは胸元に拳を押し当てた。時間はできたのだ。……その覚悟を決める時間も。

　まずは、ウーベルの呪毒をなんとかしなければ。

　踵きびすを返すと、もともと入るはずだった、皇帝陛下の祈いのりの間に続く扉をそっと押す。

　きい、とか細い軋きしみを上げて、古めかしいそれは難なんなく開いた。

　薄暗い祈き禱とう室しつの中に、燭台の光に照らされ、ステンドグラスが浮かび上がる。こつこつと靴くつ音おとを鳴らし、フェルは中に踏み入った。すぐに、「お待ちください。奥方さまは、自分めの後ろに」と、ケイが先行してくれる。

（陛下はどこに……？　あ）

　祭壇の前にある簡かん素そな椅い子すに座ざすウーベル帝は、こちらからは背後しか見えない。しかし、太陽神のステンドグラスに向けて頭こうべを垂たれ、ちゃんと眠っているように思われた。

（よかった。大おお騒さわぎしたからお目覚めかも、って思ったけど。予定どおり……）

　フェルがほっと息をついた、その時だ。




「野の鼠ねずみが二匹、か」




　クロウのそれにさらに深みを与えたような、低く重い美声が鼓こ膜まくを震わせたのは。

「へ、……陛下、起きて……!?」

　相変わらず腹に響く声だ、と。思う間もなく、フェルは飛とび退すさっていた。冷たい汗が背を伝う。

「寝首でも、搔かきにまいったか」

　ゆらりと椅子から立ち上がり、彼は振り向いた。群ぐん青じようの双眸は氷のよう。しかし、夫のそれを、さらにしのぐ威い圧あつ感かんに、呼吸すら苦しくなる。

「奥方さま、こちらへ……！」

　腕を後ろに強く引かれ、フェルはケイの背に庇かばわれた。彼は得物の暗あん器きを構える。盾たてとなるのは、わずかな灯あかりを吸すって輝かがやく、極細の鋼はがねの絲。

「……まずは脱出を優先させましょう」

　鋭く囁ささやかれ、思わず従いかけたものの、フェルは唇を嚙む。

（ううん。ここで呪いを解いておかなければ……状況は何も変わらない！）

　この瞳は、呪いの上書き。対たい症しよう療りよう法ほうにすぎないとしても、ないよりずっとマシだ。

「陛下。わたくしは、夜よ討うちに来たわけではございませんの」

「ほう？」

　ゆっくりとケイを押しのけ、フェルは皇帝の前に進み出る。

　──落ち着いて。

　優ゆう雅がな所しよ作さでドレスの端をつまみ、まずは一礼。背筋を伸ばし、その瞳を見つめた。

（心臓、うるさい）

　口から出そう。

　こめかみを伝う冷や汗、からからの咽の喉ど。すべてを無視して、フェルは告げる。

「わたくしは、あなた様にかけられた呪いを解きにまいりました」

「……呪い？」

　正面から、その眼を目据えることには成功した。

（いちかばちか……！）

　大きく息を吸い、フェルははっきりと彼に告げた。

「パーシヴァル殿下は亡くなっています。あれは妖精王。あなたが、言いなりになる必要はございません」

　摑みが肝かん心じん、と。

　フェルは身を逸らし、ウーベルと目を合わせる。その瞳が、紅い呪毒の光に似て、ぼんやりと淡あわく輝いた。

（お願い、効いて）

　思わず祈ったフェルだが。




「知っておる。それが？」




　返ってきた言葉の意外さに、フェルは息を吞のんだ。

「は、い？」

「パーシヴァルが死んでいること。その中身が、人ならざる化けものになったこと。そんなことは分かっている。だが、それがどうした？」

　一音一音、繰り出される言葉は明めい快かいで。

　いくら理性を保たもったまま他人を操ることのできる『知らずの理ことわり』を受けているのでも、とても無理やり毒に言わされているようには見えない。

「あの。何をおっしゃっているのかよく。わ、分かって……え？」

　思わずよろめいて後ろに下がるフェルを冷たく一いち瞥べつして、皇帝は告げる。

「お前たちはさしずめ、余よが呪毒に操あやつられて、パーシヴァルに従っているとでも思っているのだろうが」

　そこでフェルは、『巨大な見落とし』に気づいた。

　細さい緻ちなテラコッタパネルも、見事な天井画もすべて。中央教会で見た、いびつな装飾とは真逆でおかしい。

　つまり、聖堂なのに何もかもから、聖詩篇が一切排はい除じよされていたのだ──。

「逆だ」

　ウーベルは静かに告げる。

　彼が纏まとうのは緋ひ色いろのマントだ。彼の兵は紅龍師団。ウーベルの尊そん色しよくは真しん紅く。つまり、禍わざわいの赤を貴とうとぶ。

（そういえば、聞いたことがある。ウーベル陛下は、もともと黒龍公だったけど、即位後にわざわざ貴き色しよくを赤に変更しているって……）

　妖精王の力を借りて、エルラントの栄えい華がを築き上げた初代皇帝の掲かかげる色も、また紅くれない。

貴色を赤にすることは、特別な意味を持つのだとすれば？

　いろいろなものが繫がり、符ふ合ごうし。やがてひとつの答えを導みちびき出す。

　この人は、無理やりパールの言うことを聞いているんじゃない。

「……妖精王とあなたは、はじめから手を組んでおいでだったのね」

　フェルは呆然と呟いた。
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　我ながら情けない。

　皇帝の解毒に向かうフェルの背を、呆然としたまま見送ってしまったことに気づき、クロウは我に返った。

　妙みように、頭が働かない。

　──選ばなくていい。選べないあなたでいい。聞いたばかりの言葉が、何度も脳のう裏りに反はん響きようして。

（選べなくていい……？　本当に？）

　言い知れない不安が込み上げる。

　妻を守るつもりだが、今は妖精王を殺さない。

　どちらも選ばない、というこの選択は、よかったのか？

　それで、俺は正しかったのか？

「違うよ」

　静かな声で、あるはずのない返答があり、クロウは息を吞んだ。

　拘束された亜あ麻ま色いろの髪の青年が、じっと首こうべを垂れている。前髪の陰になり、青い瞳は見えなかった。

　それをもう、二度と『パール』とは呼ばない。

「……妖精王」

　いつの間にか、嚙ませたはずの猿ぐつわが外れている。放置すると危険だ。クロウは顔をしかめ、そちらに足を向けた。

「待って」

　もう一度布を手に取ったクロウを、どこかたどたどしく、妖精王は制せい止しする。彼は、俯うつむいたまま呟つぶやいた。

「どうして殺さなかったの、兄上」

「……？」

　何を言っているんだと、問い返しかけたところで。

　そこで、なんとなく、胸に引っかかっていた疑問が湧き出てきた。

（そういえば……どうしてこいつは、最初から俺に敵意を剝むき出しにしてきたんだ？　本当に弟のふりをしていたほうが、もう少し攪かく乱らんできただろうに……）

「殺さなきゃ、いけなかったんじゃないか？」

　動かないクロウに、彼は繰り返した。

（こいつは、何を言って……）

　その時だ。

　慌あわただしく扉が開き、祈き禱とう室しつの中から、フェルとケイがまろび出てくる。一瞬、さすがに反応が遅れた。

「お前たち……父上の解呪はどうなった？」

「状況が変わったんです。陛下は、呪毒に操られてなどおいででない！」

　妖精王とモルドレッド帝の関係を突き止め、恭きよう順じゆんと引き換えに妖精の力を得ることを望んだ皇帝は、みな貴色を赤にする。いわば、禍わざわいの紅あかを掲かかげることは、妖精のしもべとなることを誓ちかった皇帝の証あかしだ、と。

　──〝黒龍の庭は、紅い病やまいに冒おかされる〟

「城下に流れていた噂うわさ……紅い病っていうのは、呪毒の蔓まん延えんのことではありません。黒龍領が、皇帝陛下に潰つぶされることを予言したものなんですよ！」

　一いつ刻こくも早く脱出しますよ、とケイは焦あせった調子でクロウに告げる。

　隣で、フェルも頷いた。

「態たい勢せいを立て直しましょう。紅龍師団兵が来ます。皇領を……いえ、この国を出なければ。護衛の数程度なら、わたくしたちでなんとか切り抜けられるでしょうが、増ぞう援えんを呼ばれでもすれば……」

　──父上が正気だった？

（馬ば鹿かな。では、誰が『知らずの理ことわり』を受けていたんだ……？）

　呆然としつつ、その言葉に、クロウが頷うなずいた瞬間だ。

「選ばなきゃいけなかったんだ、あなたは」

　静かなパールの言葉に応おうじるように、紅龍師団兵がどかどかと傾なだれ込んできた。

　出口を塞ふさぐように立ちはだかる兵たちを見て、クロウは息を吞む。

　これだけ多くの兵をあらかじめ用意していたとすれば、間違いない。

「情報が漏もれてたってことか……一体どこから」

　パールではない。ヨミだろうか？　それとももっと別の──




「残念だな愚弟。こっちだよ」




　聞き覚えのある声とともに。

　──どす、と。

　重いものをぶつけるような鈍い音がして、クロウは自らの脇わき腹ばらに視線を向けた。

　一瞬、何が起こったのか分からない。

　一いつ拍ぱく遅れて、脳が認にん識しきしたのは。

　黒衣の上から深々と突き立つ、一本の短剣。

「か、はっ……」

　一いつ拍ぱく置いて激げき痛つうが襲い、口から真っ赤なものが溢あふれる。

「ふうん。意外とできるものだな。運動音おん痴ちが、戦せん神じんに勝つというのは」

　穏やかな声が空そら々ぞらしく、どこか遠い。足から力が抜け、身体が傾かしぎ。クロウはその場にくずおれる。鮮血が、見る間に白い床石に広がってゆく。

「愚弟。ランタナの花言葉を知っているかね？　『協力』と、あとひとつは、……『裏切り』なのだよ」

　もう聴こえてはいないかな、と。

　闊かつ達たつな声が、堂内に響く。

　──そうか。

　分かったところで、今さらだ。

　本当は。『知らずの理』の親は。毒に、操られていたのは。

「ジルフォード兄上……？」

　呆然と見開かれたクロウの群青の双そう眸ぼうには、手を弟の血で真っ赤に染めてこちらを見下ろす、長ちよう兄けいの顔が映っていた。
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　どうしてこんなことになったんだろう。

　どこで歯車が狂くるったんだろう。どうして、どこで、なんで！

（陛へい下かが正気で、本当の呪じゆ毒どくの『親』はジルフォードさま、それから……）

　ケイの鋼こう絲しで、なんとか囲みを破って脱だつ出しゆつしたはいいが、逃げ込んだ先の森でフェルは混こん乱らんのさなかにいた。

　クロウの傷きずは深い。先に立ってフェルの腕を引く彼の息は浅く、刺された脇わき腹ばらから流れ出た血が長く地べたに点を打った。

　落ち葉や枯れ枝を踏みしだく音が、ひときわ鋭するどく鼓こ膜まくに残る。

　ぱたぱたと滴したたる己おのれの血を見て、クロウが舌した打うちした。夜の闇やみが鮮あざやかな赤は隠しても、金かな臭くささはごまかせない。

「……ケイ。いざとなったら、彼女だけでも、連れて逃げろ」

　不意に、彼は呟つぶやく。

「旦だん那なさま。あなたはどうなさるおつもり」

「俺は、……いい。どうせ、この傷だから」

　お前だけでも。

　その言葉に、フェルはかっとなって叫さけんだ。

「いいえ、お断りします。むしろわたくしが囮おとりになります。あなたは瘦やせ我が慢まんがお得意ですもの、時間さえあればきっとお逃げになれる」

　その言葉に、クロウはふっと笑んだ。

「こんな時まで憎にくまれ口ぐちか」

「そうです。だから、見捨てたっていいんです、わたくしのことは！」

　咳せき込こむように、祈いのるように。

　フェルは言葉を紡つむぐ。

「旦那さま。わたくしは、あなたが思っているような人間じゃありません。妖精王の狙ねらいはわたくしなんでしょう!?　だったら、わたくしが戻れば！」

　フェルの必死の説得に、クロウは振り向かない。ただ、フェルの手を引いて、夜の森を進む。込められた力は強く、摑つかまれた腕が痛むほどだ。……その傷で。

「たとえ、──天が我わが上に崩れ墜おちんとも」

　不意に。

　クロウの唇くちびるから、鮮せん血けつとともに言葉がこぼれる。

　フェルは戸惑った。

「……だ、……旦那さま？」

　だって、唐とう突とつで──あまりにこの場にはそぐわない言葉だったから。

「たとえ、海うな原ばらが我が身を吞のみ込まんとも」

　神誓ゲツシユ。

（どうして今）

　彼が命を懸かけてフェルの前で誓ちかったのは、二度。一度目は、生しよう涯がいを共にすること。そして二度目は、偽にせ物ものの妻だと知ってなお、ずっとフェルを信じ続けること。

「あの、旦那さま……！」

「我は汝なんじを妻にすると誓う。……生しよう涯がい、お前だけを」

　たとえどこに在あろうと、この身が化けものの贄にえとなり果はてても、すべてを懸けて。

　この魂たましいある限り、あなたと共に。

　彼が続けたのは、立冬サウインに嫁とついでから、はじめて背を預け合ったあの時に告つげてくれた、結婚の誓いを繰くり返かえし。

　フェルは激しく頭かぶりを振る。

「いいえ、いいえ!!　わたくしは、わたしは、偽にせ物ものというだけではなくて。本当は王族ですらないんです。安売り好きで仕事馬ば鹿かのド庶しよ民みんで！　犠ぎ牲せいにしたって、あなたがこれっぽっちも心を痛める必要がないんです。育ったのは孤こ児じ院いんで！　貧びん乏ぼうで！」




「──知ってる」




（え？）

　ぽかんと言葉を失うしなうフェルに、クロウは淡あわく微笑ほほえんだ。

　緊きん迫ぱくした空気にそぐわない、少しあどけなくて、透とう明めいで。

　そう、まるで。

（最近どうしてか、『妻』にもよく見せてくれると、思ってた。召めし使つかいフェルに、いつも見せてくれる笑顔みたいな──）

　呆ぼう然ぜんとするフェルの頰ほおを、血ちに濡ぬれた指でなぞり。クロウはそっと囁ささやいた。




「それでも、俺の大切な妻は、生しよう涯がいお前だけ。お前だけだ……フェル」




　耳を疑った。
















（……知ってた、の）

　本当の名前。育ち。

（わたしのことを。わたしが、わたしだって）

　隣となりに立つ女が──ただの『フェル』なのだと。

　立ち竦むフェルの瞼まぶたに、触れるだけの口づけを落とすと、クロウは「ケイ。彼女を頼む」とその肩を押して突き放した。

「行け。このまま振り向かずに走るんだ」

　そう言い残し、彼は踵きびすを返す。編んだ黒髪が揺れ、迷うことなく踏み出す先は。

（そっちは、追おっ手てが）

「だんな、さま……戻って。だめ……！」

「早く!!」

　指を伸ばし、あとに続こうとするフェルの腕を摑み、ケイが鋭するどく叱しつ咤たする。なおも足を動かさないフェルに舌した打うちすると、彼は半なかば無理やり引きずるように駆かけだした。クロウとは逆方向へと。ものすごい力だ。とても振り払えない。

「放して！　わたしは戻る。だって、旦那さまが!!」

「馬ば鹿か言ってんじゃありません!!　あるじの心を無駄にするおつもりですか!?」

　抗こう議ぎには、見たこともないような剣けん幕まくで怒ど鳴なり返され、フェルは歯を食いしばる。

　──背後から、怒ど号ごうと剣けん戟げきが響く。

　彼はあそこにいるのに。独ひとりで、戦っているのに。

（いやだ）

　たとえ戻ることで、彼の気持ちを無駄にするのだとしても。

　だって、約束した。

　地獄に落ちる時すら、そばにあろうと。だから、今、自分だけが逃げるわけにはいかないのに。

　置いていきたくない。なのに、ケイは止まってはくれない。

　どんどん遠ざかるその音に背を向けたまま、フェルは足をもつれさせる。じわりと目の奥が熱くなり、涙が溢れる。滴しずくが夜風に乗ってぽろぽろと散っていく。

（お願いします。……お願いします、お願い。神さま、彼を守って。護まもってください）

　何を犠ぎ牲せいにしたって構わない。

　あなたが無事でいてくれるなら、なんだってする。だから。

（お願い、だから……）

　枯れ枝を踏ふみ砕くだき、尖った枝先が細い足首を切った。縋すがった木肌のささくれが指を刺す。呼吸が上がり、意識が遠のきそうだ。あんなに冷たく澄すんでいた夜の闇は、いつの間にかぬるく感じられ、肺に届く前にどろりと粘ねばっこく喉のど元もとに凝こり固かたまるようだった。

　それでも疲れた足を引きずるように、前に進む。

　どれぐらい走ったのだろう。

　上がった息を整えきれず喘あえぐフェルに目を眇すがめ、　──ふと、そこでケイは足を止めた。

「奥方さま。もう、逃げる必要はございませんよ」

「えっ……？」

「ほら、あそこに味方の陣じん営えいが見えるでしょう？」

　指さされた先を見ると、確かに、遠目には青っぽく見える幕のようなものがある。焚たかれた篝かがり火びの群れ。フェルは息を吞のんだ。

（藤ふじ色いろの布……あれ、ケイさまの『エルネットさりた』の!?）

　安あん堵どよりも焦しよう燥そうが先立つ。疲れも上がった息も忘れ、フェルはケイの手を振り払って前に進んだ。どうしてあんなところに、と。考える冷静さは、残っていなかった。

（旦那さまが一人で戦ってる。助けてもらわなきゃ。早く、早く……！）

　──思わず叫ぼうとして、気付く。

　幕の色は藤色ではなく、藍あい。中にいる兵は、紅くれないの軍服。

　ケイは、「味方の」とは言った。だが、誰の？　「逃げる必要がない」のは、どうして？

「あ、あの。……ケイ、さま……？」

　視界に入った情報を、脳が受け付けない。おそるおそる、フェルは振り向く。

「東方では、こういうのですよ」

　背はい後ごの夜空は、細い三日月を、傷きず痕あとのようにぱっくりと白く掲かかげている。

　──同じ弧こが、目の前の家か令れいの口くち許もとにも。

「死んで花実が咲くものか、と。……ですので、奥方さま。生きているあのかたは賢かしこくて実力もありましょうが、その屍しかばねは、なんの役にも立たない」

　ケイの台詞せりふにかぶせるように。

　多くの足音が波のように押し寄せてくる。

「よくやってくれた、景けい蔡さい泰たい。……きみの英えい断だんには感謝してるよ？」

　続けてしじまを揺ゆらすその声に、フェルははっと振り向いた。

（そんな）

　そこにいたのは、亜あ麻ま色いろの髪と、明るく温おん暖だんな海の瞳ひとみの青年。

「パーシヴァルさま……」

「うん。おれの花嫁さん、お疲れさま。よく走ったね」

　立ち尽くすフェルににっこりと優しく微笑みかけ、パールは「捕つかまえて」と短く指示する。その言葉に、周囲から一いつ斉せいに紅龍師団兵たちが駆かけだしてきて、フェルとケイを取り囲んだ。

「──ケイさま」

　彼は裏切ったのだ、と。

　考えたくもない結論が、否いや応おうなしに突きつけられる。

（どうして）

「彼は東方帝国の密みつ偵ていで、その目的は商路の建けん設せつだからね。ついていたあるじの旗はた色いろが悪くなったら、それは乗のり換かえもすると思うよ」

　兵たちに腕を摑まれ、引き立てられながら、呆然とケイを見つめるフェルに、本人の代わりに答えたのはパールだ。フェルはのろのろとそちらを見た。

「あとね、彼のくれた情報は面白かった。兄上の死にざまは、あんまりきみに見せないほうがいいって。目の前で首なんか刎はねようものなら、嫌われて母上と父上みたいになっちゃうからってね。おれにはいまいち分からないけど、そういうものなのかなぁ……」

　だから、わざわざこうしてクロウからフェルを引き離すために一ひと役やく買ってくれたのだと。

　無む邪じや気きに続けられた情報が、一体何を示すのか。

　ふと、その手に、黒っぽいものが握られているのを認め、フェルは息を吞む。

「パーシヴァルさま。……何を、お持ちなの」

「ああ、これ？　危ない。忘れるところだった。証しよう拠このお土産みやげだよ」

　いったん放してあげて、と、のんびり兵たちにパールは指示を出す。

　嫌いやな、予感がする。

　胸がざわめく。見たくないのに。知りたくもないのに、目が吸い寄せられる。




「ほら。……晴れて神ゲツ誓シユも無効になったわけだし。おれと再婚もできるよね？」




　根本からばっさりと切り取られた、──編んだ黒髪。

（旦那、さ──）

　手のひらに乗せられたそれは、絞しぼれるほどにぐっしょりと濡ぬれそぼっている。

　指を広げてみると、白いそれは夜よ目めにも赤黒く染まっていた。

「……──」




　──〝俺の大切な妻は、生涯お前だけ。お前だけだ……フェル〟




　ああ。

　誰が叫んでいるのだろう。ひどく耳みみ障ざわりな、この甲かん高だかい声は。

　絹きぬを裂さくようなその悲鳴が、自みずからの咽喉からほとばしっていることに気づかないまま、フェルは地に倒れ伏した。
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　──この身は国のしもべ。この魂たましいは、民の糧かて。

　皇こう統とうたる者、いかなる時も国体のためだけを想い、エルラントにすべてを捧ささぐべし、と。それが彼の信しん条じようだ。

　公こうより私しを優先させてはならない。

　それは、いついかなる時であろうとも。




　彼にひざまずいた護ご衛えいの少女は、当時たったの十歳だった。

「この身はすべて、御おん身みの剣にして盾たて。ジルフォード殿でん下か。この命ある限り、私はあなたを守ります」

「……そうか。では、己おのれの役目に励はげむがいい」

　そんな素そっ気けないやりとりも今は昔。以後、彼女はいつでもそばにいた。傷きずだらけになって彼を守った。誰よりも彼を理解して、ひたむきにその身を案じた。

（だから？　たかが主しゆ従じゆう。たかが、職しよく務む。……彼女も、我が国の民の一人だ。特別に大切に思う謂いわれはない）

　分かっているのに。

　一度遊び心で、暗あん殺さつ者しやから彼を庇かばって大おお怪け我がを負おった彼女に、首飾りを贈ったことがある。意外にも可か愛わいらしいものが好きな彼女が、特に鈴すず蘭らんを好むと聞いて、白い石を連つらねた意い匠しようにしたり、普ふ段だんでも身に着けやすい慎つつましやかな長さにしたりと、妙みように凝こってしまったことを覚えている。

　気に入らなければ売り払って生活の糧かてにでもすればいいと思ったのだが、彼女には喜ばれるどころか、馬ば鹿かにするなとひどくへそを曲げられた。

「この傷きずは、あなたを守った私の誇ほこりです。慰なぐさめられる謂われはございません。こんなものを見つくろうより、御身の安全に努めてください」

　彼が国を守るのなら、その彼を守るのが自分の役目だと彼女は言う。

（……ああ。たしかに、これはひどい侮ぶ辱じよくだったかもしれない）

　ならば己は、その誇ほこりを傷つけはしない。己の本分を見み誤あやまるまい。それだけが唯ゆい一いつ、『一いつ介かいの護衛』のために『皇こう太たい子し』ができること。

　将来きっと、彼女は自分のために命を落とすだろう。厭いとわずに、喜んで。

　ではせめて、いつか訪れるその瞬間にも、泰たい然ぜんとあろう。

　決して交わることはない並へい行こうの道。けれど、同じ方向を見て、同じ目的のために、別々に歩んでいくことは、決して不幸ではないのだと──思っていた。

　その、はずだった。
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「ねえ、ジルフォード殿下。果か実じつ酒しゆはいかが？　クランベリーと赤あか葡ぶ萄どうと黒くろ苺いちごの、甘あまい甘いお酒なのよ。見て、この鮮あざやかな深しん紅く。とっても美お味いしいの」

　呪じゆ毒どくは紅あかいものに潜ひそむ。それを知らないとでも思っているのか。

「リグレイン妃ひ殿下」

（……どういう口車に乗せられたものか、イグレックは飲んだのだな。この毒を）

　──まるで、彼女自身が呪いそのもの、毒そのものだ。

　単たん身しんで乗り込んでくるものでもなかった、と。長なが椅い子すに腰掛け、無む邪じや気きにグラスを勧すすめて笑う童どう女じよめいた女に、彼が侮ぶ蔑べつのまなざしを向けると、悪いた戯ずらを叱しかられた子供のように身を竦すくめられた。

「怖こわぁい、ふふ。白はく龍りゆう公こう、どうされたの？　なんだか、『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』と呼ばれていた頃のあなたに戻ったようだわ」

　それともいつもがただのお芝居なのかしら、と。

　きゃらきゃら笑う第三妃を、ジルフォードは睨にらみ据すえる。

「……リグレイン妃。そこで眠っている私の護ご衛えいを返していただきたい」

　第三妃の離り宮きゆうに、死んだはずの『パール』に酷こく似じした青年が現れた。まだ表沙汰にはなっていないが、どうも第三妃の離宮でだけは、彼が蘇よみがえったことになっているらしい。

　事情を探りに行かせたきり、数日前からぱったりと消しよう息そくを絶たった、幼おさな馴な染じみの護衛の娘。

　その彼女は──今、リグレインの膝ひざで、昏こん々こんと眠っている。

　おそらく呪毒を盛もられたのだろう。

　蠟ろう細ざい工くのように血ちの気けの失うせた頰ほおを、白しら魚うおの指がなぞった。その手に握られているのは、短たん剣けんだ。

「可愛いお人形でしょう？　よく眠ってるわね……『ゆかずの現うつつ』っていうの。呪毒が残っている限り、地が割れても起きないわ」

　灰色の髪を、リグレインの白いドレスの膝に散らせたまま、ミゼはぴくりとも動かない。長年ジルフォードの護衛をしている彼女だが、そういえば寝顔を見ることはめったになかった。彼女が自分の前で眠ることが、ほとんどないためだ。

（落ち着け……ミゼは、もとより死を覚かく悟ごして私の護衛をしている。では、私がすべきは、彼女の命と引ひき換かえにでも、リグレイン妃からできるだけ多くの情報を引き出すことだ）

　いつかはこうなる運命だった。ミゼの犠ぎ牲せいは、いた仕し方かたないこと──それだけのはず。手に嫌いやな汗をかく必要などないのに。

　むろん、丸まる腰ごしで国に仇あだなす女の離宮に来るわけにもいかない。白はく龍りゆう兵へいを数名、護衛として門前に立たせている。一いつ刻こく経たって自分が戻らなければ突とつ入にゆうさせる手はずだった。

「ねえ、白龍公。もう一度言うわ。咽の喉どが渇かわいたなら、甘いお酒があるのよ。飲んでくれたら、きっと素敵なことがあるわ」

「リグレイン妃殿下。……私に用があると聞いたのだが？」

「そうよ、あるわ。だってあなた、見ちゃったんでしょう？　私の秘密の、あの子のことを……違う？」

　秘密の『あの子』の中身について、ジルフォードは迷わず詰きつ問もんする。

「あの『パール』はなんだ。……あなたの離宮の使用人たちはみな、違和感なく受け容いれている。いったい何をした」

「うふ。私は井戸水にちょっと細さい工くをしただけよ。それよりねえ、いいの？」

　白はく刃じんが、見せつけるようにミゼの咽喉を滑すべった。

「聖せい詩し篇へんの飾り写本に、新しい革表紙が欲しかったの。この白い顔の皮をはいで、豊かな髪で飾ったら、きっと素敵よ」

　──動じるな。

　彼は、対の長椅子に努つとめて悠ゆう然ぜんと腰掛け、冷たい汗の滲にじむ手のひらを、膝の上で固く握る。

「好きにするがいいだろう」

　彼は第三妃を睨にらみ据すえる。

「その娘は死を覚悟して護衛の任に就ついている。ここで貴女あなたに屈くつしたところで、あとからくどくど恨うらみ事ごとを言われるだけだから」

「まあ、いいの？　あなたはこの子が大事なんだと思ったのに。つまらないこと……」

「ああ。どのみち、貴女は終わった。彼女を殺せば足がつく。父上への復ふく讐しゆうに行き着く前に自じ滅めつの道を辿るとは、なかなか愚おろかしいことだ」

「そうよねぇ」

　リグレインは、心底残念そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「意地悪な子。飲んでくれないなら、いいわ。あなたの大事なものなんて、こうしちゃうから……」

　彼女は、短剣を突きつけたままのミゼの喉のど元もとから軍ぐん服ぷくの釦ボタンを外していった。

　その喉のど笛ぶえに短剣を突き立てられる瞬間を思い、彼は歯を食いしばる。

　大切なものを誤るな。彼女のことを真しんに思うなら、動くな。動くな、動くな、動くな……！

「あら……？」

　不意にその手を止め、彼女は何かをミゼの首くび筋すじから搔かき出した。

「なにか首にかかってるわ。まあ、きれい！　白い石がついた、銀の首飾りよ」

「！」

　──なぜ。

　棄すてたのではなかったのか。

（馬鹿にしないでほしいと、あんなに怒っていたのに）

「すずらんのお花みたいね」

　間違いない。彼女の首には、数年前にジルフォードが贈った、あの銀の首飾りがかかっていた。

「よく手入れされてる。いい品。汚れも浮いてないわ。この子、きっと、ずっと大事にしていたのね……」

　リグレイン妃は、にこにこと微笑んだまま、ミゼの眼がん球きゆうに両手で構えた短剣の先を据えた。──「でも」と。

「赤あか錆さびの色まみれになっちゃうなんて、残念だわ」

　ぷつり。

　刃の先が、瞼まぶたの端を浅く切り、白い肌に、赤いものが滲にじむ。

「目、きれいに抉えぐれるかしら」

（動くな）

　──自分はエルラントの皇太子で。この身は国のしもべ。公おおやけのためにある。

　ただの一度たりとも、私わたくしに屈くつすることがあってはならない。

　それなのに。

「……待て！」

　考える暇ひまもなかった。

　気付いたときには卓上の毒どく杯はいを、一ひと息いきに煽あおっていた。

　焼けつくほど甘ったるい液体が、咽喉の奥に滑り落ちていく。

　ごくん、と。嚥えん下げの音が、いやに大きく鼓こ膜まくを震わせた。

「あーあ」

　脳のすみずみ、血けつ管かんの一本にいたるまで、毒が沁しみていく。

　がしゃん。

　取り落としたグラスが割れ、紅い液体が床に飛び散る。そのまま前のめりに身体からだを傾かしがせる彼が最後に見たのは、リグレイン妃の狂きよう気きに歪ゆがんだ朱しゆ唇しんだった。

「あはは。飲んじゃった」




　──この身は国のしもべ。この魂は、民の糧。

　皇統たる者、いかなる時も国体のためだけを想い、エルラントにすべてを捧ぐべし。

　公より私を優先させてはならない。けれど、公こう私しの分かれ道で、決して選んではいけない、ただ一度きりを誤った。

　薄れゆく意識の中で、ただ弟を思う。残った理性で、夢うつつに何か警けい告こくを認したためた気もするし、しなかった気もする。

（クロウ。逃げろ。どうか無事でいてくれ）

　堕おちていく闇の中で、彼はただ、裏切ってしまった異母弟おとうとのことを考えていた。











Ｆｉｎ．
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　こんにちは。ご無ぶ沙さ汰たしております、夕ゆう鷺さぎかのうでございます。この度は、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう～離り婚こんのはずが大だい波は乱らん!?～』をお手にとっていただき、誠にありがとうございます。本作は、意外にちゃんとデレ始めたツン嫁と、前巻ラスト辺りからストレスで禿はげそうな勢いきおいの苦く労ろう人にん旦だん那な（名前もクロウ）の離り婚こんファンタジーラブコメです。

　さてはて、物語もそろそろ佳か境きように差し掛かって参りまして、シリアス要素もぼちぼち増えてまいりました。特に今巻、旦那さまの胃袋をこれでもかと苛いじめ倒す（最後は物理要よう因いんでも）回だったので、こう、皆さまも読んでてグヌヌなところがあったかもしれません。

　とはいえ、この作品、コンセプトはあくまでラブコメですので！　お、お気軽に楽しんでいただければ……超イヤなところで終わってる気がしますが。すす、すみません。

　それでは恒こう例れい、お世話になった皆さまに御礼を申し上げたく！

　担当Ｉ様！　いつもながら、もう毎度毎度イヤな汗をかかせてすみませんごめんなさい殺さないでください。初稿を読んだ第一声が「たいへんだったんだね……（憐あわれみ）」だった時、むしろペンネームを夕鷺しのうに改名しようかと思いました。よし、死のう。

　山やま下したナナオ先生。表紙イラストの美び麗れいさも叫びましたが、とある個所の指定イラストに、腹の皮がよじれてはじけ飛ぶまで笑いました。そして、今回のカバー裏イラストが……癒いやしです！　可か愛わいい。可愛すぎて罪ざい悪あく感かん半はん端ぱない。クロウごめんよ。多少反省してる。

　いつもあたたかなご感想をくださる皆さま！　作品を読んで元気をもらったというお声に、むしろ私めが元気を頂いております。いつも、本当にありがとうございます。

　校正さまにデザイナーさま、印刷に書店の皆さま。この本が世に出るまでに携たずさわってくださったすべての方々。

　そして、兔うさぎろうと先生！　なんと今回は、コミカライズ版『（仮）花嫁のやんごとなき事情』１巻が同時発売です！　原作を原作以上にパワフルに、可愛く、楽しく描いてくださる兔先生版（仮）花嫁が、本当に本当に大好きです。特にクロウの笑顔が可愛くて！　フェルのギャグ顔が神がかっていて!!　原作１巻既き読どくの方でもそうでない方でも、きっとお楽しみいただける素敵なコミカライズとなっておりますので、よろしければ是ぜ非ひあわせてお楽しみくださいませ。

　そして最後になりましたが、今、本を開いてくださっているあなたへ。

　本当にありがとうございます。フェルとクロウの物語も残すところあと少し。最後まで楽しんで頂けるよう頑張りますので、もうしばらく、お付き合いいただければ幸いです。


深夜にサンマ焼いて火か災さい報ほう知ち機き鳴らした（近所迷惑）　夕鷺かのう　拝
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年1本ゲームを遊んでいるのですが、ずっとステルスゲームが苦手（敵に見つかった時どうしたらいいか分からなくなるので）だったのですけど、今年初めてクリアする事が出来ました。

苦手意識あった分すごい達成感がありました。
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